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  登場人物
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  樹いつき真ま冬ふゆ…………保健医。


  


  序幕

  

  　時は四月の第一週。桜色の花びらが風に舞う、麗うららかな春の昼下がり。

  　この日、眠気を誘う暖かな陽光に包まれた、とある高校の玄関前では……。

  「オラオラ、声が小せえぞ！　もっと気合いを入れろ！」

  　……怒号のように野太い声が、そこかしこで響いていた。

  　雲一つない晴天に恵まれた本日は、私立歌劇学園の栄えある第十一期生入学式。会場となる体育館では、今まさに学園長の長い長い挨あい拶さつが行われている真っ最中だった。

  　そんなよき日に、学校の正面玄関前では地響きにも似た雄お叫たけびが各所で飛び交っていた。

  「いいか野郎ども、勧誘は早い者勝ちだ！　行く手を遮さえぎる邪魔者は蹴け散ちらせ、踏み潰つぶせ、蹂じゆう躙りんしろ！　他ほかの部ごときに後れを取るな！　一人でも多くの新入部員を確保するんだ！　わかったか！」

  　うおおおおお!!

  　入学式当日に殺伐とした雰囲気を撒まき散らす彼らは、歌劇学園が誇る各種部活動の精鋭たちである。一人でも多くの新入部員を獲得するため、各部活の代表は新入生が体育館から出てくるのを今や遅しと待ち構えていた。

  　玄関前に集うのは、例えば、櫛くしを片手に髪型の手入れに余念がないサッカー部。キュロットに改造された赤い袴はかま姿すがたの女子弓道部。学園最大派閥の文芸部は大人数で新入生を取り囲む練習に余念がなく、水泳部はなぜか全員が競泳水着の上に白衣やらワイシャツやら大きめのセーターやら純白のエプロンやら思い思いの一枚布を羽織っている。ピンクのレオタード姿で金属バットを振り回す男子野球部に至ってはもはや意味不明で、芸能人育成で名高い歌劇学園だけあって、どの部も「新入生勧誘＝他の部よりも目立つこと」と勘違いしている節がありありと感じられた。

  　そんな趣向を凝らした仮装行列の中に、「一見しただけでは何部かわからない」という意味で頭一つ突き抜けた集団があった。部員らしき上半身裸の男子生徒が、春風に身を震わせながら、タンクトップ一枚の先輩男子に何やら懇願している。

  「お願いです、部長。せめて何か羽織らせてください。今の時期に半裸は寒すぎます」

  「甘ったれるな！　心頭を滅却すれば火もまた涼し！　気合いさえあれば寒さなど感じない！　貴様には気合いが足りんのだ！」

  「あのう、心頭を滅却は熱いのを我慢するときの例えで……」

  「ばかもーん！」

  　ぱしーん！　体脂肪率五パーセント以下を誇る部長の分厚い手のひらが、後輩の頬ほおを打つ。頬を叩たたかれた後輩は「はうぅ」と気の抜けた声を上げながら緑の芝生に座り込んだ。

  「貴様、それでも栄光あるカゲキアクションクラブの一員か！　俺を見ろ！　この逞たくましい大胸筋！（ムキッ）　引き締まった広背筋！（ムキッ）　気合いと筋肉さえあれば、真冬の雪山でも凍えることはないっ！」

  　ムキムキとポージングをしながら断言する筋肉部長。後輩らしき生徒たちから「ナイスバルク！」「部長、きれてる！」と賛美の声が上がって、彼はタンクトップ一枚のまま気分よく上腕二頭筋を膨張させた。ムキッ。

  　丸太のような筋肉で春の寒さに対抗するマッチョ部長を見ながら、頬を打たれた後輩はぽつりとつぶやく。

  「寒さに耐えるなら、筋肉より脂肪の方が効果あると思うけど」

  「ばかもーん！」

  　ぱしーん！　反抗的な後輩にマッスル部長の愛の鞭むちが飛ぶ。先ほどとは反対側の頬を叩かれて、後輩は倒れ込むように地面に両手をついた。

  「貴様は筋肉よりも脂肪の方が優れていると言うのか！（ムキッ）言い訳など見苦しいぞ！（ムキッ）右の頬を打たれたら左の頬を差し出せと筋肉の神も言っているではないか！（ムキムキッ）男なら筋肉のカーテンで北風に打ち勝ってみせろ！」

  　いろいろと間違っている演説を、ムキムキの筋肉を誇示しながらぶちかますバルク部長。

  　理不尽に頬ほおを打たれ「筋肉が足りない」と叱しつ責せきされた後輩は……目に涙を溜ためて、しっかと部長の太い脚にしがみついた。

  「部長！　俺、目が覚めました！　俺も部長のような立派なマッチョになりたいです！　俺を一人前のマッチョにしてください！」

  「よく言った！　それでこそ我が同志！　さあ、そろそろ入学式も終わる頃だ。手当たり次第に新入生を捕まえて、何も知らない後輩たちをマッチョ時空に引きずり込め！」

  「イーッ！」

  　悪の戦闘員っぽい奇声とともに、威勢よく片手を上げる部員たち。「注目を集める」という一点において他の追随を許さないムキムキ部長が、上半身裸の手下を引き連れて意味もなく芝生の上をぐるぐると歩き回る。

  　――謎なぞの軍団を率いる筋肉男の名は、三年Ｃ組出席番号二十二番、力りき丸まる直なお也や。

  　スタントマン育成を掲げる体育会系部活動「カゲキアクションクラブ」、通称「ＫＡＣ」のカリスマ部長である。ムキッ。

  

  「外は楽しそうだなぁ」

  　体育館の最前列に座っている少女が、窓の隙すき間まから漏れ聞こえてくる奇怪な叫び声を耳にして羨うらやましそうに目を細める。ため息をつきながら正面を向くと、ステージ上では首に蝶ネクタイを巻いた小太りな学園長が、ありがたい訓示を延々と述べている真っ最中だった。

  『……であるからして、放送コンテンツの多様化に対応するべく、放送事業者の若手育成を目的として歌劇学園は設立される運びとなったわけですが、皆さんもご承知の通り、歌劇学園では独自のテレビ番組「学園カゲキ！」を製作しておりまして、幸いにもこの番組は高視聴率を得ているわけですが、学生の皆さんには番組内のテレビドラマに出演していただくことで、テレビ番組製作に関わる様々な知識を得るとともに、芸能人としての自覚とスキルアップを望むところでありまして……』

  「ふわぁ」

  　最前列で話を聞いていた少女が、堪こらえきれずに大口を開ける。

  「どうして校長の話ってこうも退屈なんだろ。今さら説明されなくても、歌劇学園がどういう場所かなんてみんな知ってるっつーの」

  　ぶつくさと文句を垂れる少女は、身長一四○センチ台の小柄な体格につぶらな瞳ひとみという愛くるしい外見に似つかわしくない、柄の悪い言葉遣いの持ち主だった。

  　一向に着地点の見えてこない学園長の長話を聞き流しながら、少女はつい最近最終回を迎えた人気テレビ番組「ＢＳカゲキ」の内容を思い出していた。同番組の第一話で放送された「主人公の会あい澤ざわ拓たく海みが歌劇学園の入学式に参加する場面」を思い浮かべた少女は、学園長が去年の入学式でもまったく同じ話をしていた事実に気づいてしまう。

  『歌劇学園の基本理念は放送に関わる人材の育成であり、役者に限らず、裏方のたとえば大道具、カメラマン、音響、ヘアメイク、構成作家、プロデューサー、さらには声優やスタントマンに至るまで、放送事業に関わるすべての職業について適切な指導を行えるよう環境を整え……』

  「ふわぁ～。早く入学式終わらないかなあ」

  　大口を開けて失礼なことを堂々とつぶやく彼女は、どうやら歌劇学園の一員としての自覚に欠けているらしい。それもそのはず。現在は栄えある第十一回歌劇学園入学式の真っ最中。態度の悪い彼女は本日入学したばかりの、ピッカピカの一年生だった。

  　――一年Ａ組出席番号一番、綾あや平ひらきらら。

  　じっとしているのが大の苦手で、体を動かすのが三度の飯メシより大好きな彼女は、目当ての部活に入部したくて今からうずうずしていた。

  

  「新入生が欠伸あくびをしていますね。かなり退屈しているようです」

  「そうですね。正直、気持ちはわかります」

  　体育館のステージ脇わきで、歌劇学園独特の萌もえ黄ぎ色いろの制服を身に纏まとった美少女が、黒縁眼め鏡がねをかけた男子生徒と小声で話をしている。

  　舞台上では、恰かつ幅ぷくのいい学園長が時に穏やかに、時に熱心に歌劇学園の心得を説いていた。プログラムではこの後に生徒会長が祝辞を述べる予定となっているが、悲しいかな学園長のありがたい訓示は、すでに予定時間を十分以上もオーバーしていた。

  「校長という人種は長話をするのが職務ですから。不満はあると思いますが、もう少しだけ辛抱してください」

  　彼女の不安を察知した眼鏡の男子が、冷静に言葉を付け足す。落ち着き払った物言いを「彼なりの気遣い」だと理解した彼女は、柔和に微ほほ笑えみかけた。

  「ありがとうございます」

  「……礼を言われるようなことは何もしていません」

  「ええ、そうですね」

  　それでも彼女は優しく微笑み続けて、ついに根負けした彼はあからさまに目を逸そらしてしまった。少女は相そう好ごうを崩しながら、手に持っている巻物をそっと胸に抱く。そのまま静かに目を閉じて、深く息を吸い込む。

  「会長。ひょっとして緊張していますか？」

  　目を逸らしていたはずの彼が、少女の変化を敏感に察知する。どんなときでも冷静な彼を少しだけ羨うらやましく思いながら、彼女は素直に頷うなずいた。

  「はい、緊張しています。生徒会長になってまだ二か月ですから。いまだに大舞台に立つと足が震えます」

  「会長でも緊張することがあるのですね。意外です」

  「まあ、それはどういう意味ですか？」

  　のんびりした口調で咎とがめられて、生徒会副会長である男子は、表情を一切変えずに言い直した。

  「気に触ったのなら謝ります。どうやら俺も、少々緊張しているようです」

  　答えながら中指で眼め鏡がねを押さえる彼は、普段通り冷静沈着に見えるけれど……。不思議と少女は、彼が嘘うそを言っているとは微み塵じんも思わなかった。

  「緊張しているのは私だけではなかったのですね。それを聞いて少し安心しました」

  　だから彼女は、陽光のような笑顔を浮かべながら、そっと彼の手を握った。こうして誰かと触れ合っていると、それだけで不思議と心が安らぐようだった。いきなり手を握られた彼の方は明らかに狼ろう狽ばいしていたけれど。

  「雅まさ弥やさん、ありがとうございます。あなたのおかげで随分と落ち着きました。雅弥さんがいてくれて本当によかった」

  「どうしてそういうことを恥ずかしげもなく言えるのですか」

  　どうやら感謝した彼女よりも、感謝された彼の方が恥ずかしかったらしい。眼鏡の彼は先ほどからずっと目を逸そらしたまま、彼女と顔を合わせようともしなかった。

  　少しだけ緊張から解放された彼女が、微ほほ笑えみながらステージを見上げる。

  　演壇では長い挨あい拶さつを終えた学園長が、ようやく頭を下げたところだった。会場から拍手が起こり、続けて女子放送部員のアナウンスが館内に響く。

  「生徒会長、祝辞」

  　少女はゆっくりと、彼から手を離す。

  「では、行って参ります」

  　信頼する副会長に見送られながら、彼女は淑しとやかに、しかし確かな足取りで壇上に登る。

  　彼女がステージに現れると、それだけで新入生の間から歓声とため息が漏れた。それが彼女の美び貌ぼうを称える声であることを、当の本人はまるで自覚していない。

  　マイク前に立った彼女は優雅に一礼すると、持っていた巻物を手際よく広げ、穏やかな声で祝辞を読み上げた。

  　――生徒会長になって間もない彼女の名は、三年Ａ組出席番号二十三番、由よし井い玉たま緒お。

  　清く正しく美しく。全校生徒の憧あこがれの的である彼女は、歌劇学園でもっとも善良な人物として慕われていた。

  

  「始まってしまいました」

  　人気のない本校舎の屋上で、萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た人影がスカートを風になびかせながら、細くしなやかな指をフェンスに絡める。

  「お姉さまの晴れ姿、見たかったです」

  　ショートカットの髪を風に揺らしながら、人影はすがるような目で体育館を遠望する。春風を伝って聞こえてくるのは、新任生徒会長の柔らかな美声。

  「……でも、仕方がありませんね。これも入学の条件の一つなのですから」

  　れっきとした新入生でありながら、自分だけが入学式に参加できない現実に、屋上の人影は無念と諦あきらめが混ざり合った吐息を漏らす。

  『一学期が終わるまで、他の生徒の前に姿を晒さらさないこと』

  　それが、歌劇学園入学に際して突きつけられた条件の一つ。それが、新一年生でありながら一人だけ入学式に参加できずにいる理由。

  「でも、負けません。だって念願だった歌劇学園に入学できたのですから。やっと、憧あこがれのお姉さまに追いつけたのですから」

  　つらい境遇にありながら、瞳ひとみには一点の曇りもない。胸に宿る情熱は、他のどの新入生にも劣らない。生徒会長の声に耳を澄ましながら、孤独な新入生はフェンスを掴つかみ、空に誓う。

  　必ず歌劇学園で成功してみせる。そして、いつかお姉さまと……。

  　――屋上で一人きりの入学式を心に刻むのは、一年Ａ組出席番号五番、小こ旗ばた真ま白しろ。

  　憧れのお姉さまを追いかけて歌劇学園に入学した、補欠合格の新入生である。

  

  　無事に祝辞を終えた生徒会長が、安あん堵どの表情を浮かべながら舞台を下りる。生徒会長の退場を確認して、女子放送部員は次のプログラムを読み上げた。

  「学年主任、挨あい拶さつ」

  　アナウンスに従って、新一年生を引率する立場の男性教師がステージ上に現れる。直後、新入生たちの間からどよめきが起こった。

  　現れたのは長ちよう身しん痩そう躯くの中年男性。整髪料でがちがちに固めたオールバックの髪。黒いサングラスのせいで凄すごみを増している凶悪な面構え。服装は細身のダークスーツの上下に黒のワイシャツで、ネクタイだけが血のように鮮やかな赤。屋内なのにトレンチコートを羽織り、必要以上に襟えりを立てて肩で風を切って歩くその風ふう貌ぼうは、どこからどう見てもカタギの人間とは思えない。

  　極道映画からそのまま抜け出たかのような男性教諭は、Ｖシネマ的迫力を纏まとったままマイク前で立ち止まり、居並ぶ新入生を一いち瞥べつした。サングラス越しの眼力に、体育館が一瞬で静まり返る。

  「ふっ」

  　鼻で笑うと、極道教師はいきなりコートを脱ぎ捨てて、マイク台の上に飛び乗った。そのままマイクを掴み、台の上で立ち上がる。ステージ上のさらに高い位置から新入生を見下ろしたヤクザな男性教諭は、ドスの効いた低声をマイク越しに響かせた。

  「てめえら、ビッグになりたいか？」

  　し～ん。極道教師の問いかけに、答える者はいない。

  「てめえら！　ビッグになりたいか！」

  　突然の耳をつんざくような大音響に、マイクが「キーン」とハウリング音を響かせる。二度目にしてようやく意図を理解した新入生たちが、ハウリングに遅れて「お、おーっ」「なりたいです」と口々に声を上げ始めた。

  「声が小さい！　てめえら、ビッグになりたいか！」

  　お―――っ!!

  　もとより歌劇学園はノリのいい人間ばかりが集う場所。極道教師の三度目の問いかけに、新入生たちは間髪容れずに拳こぶしを突き上げた。

  　すかさず極道教師が片手を上げると、暴動のような騒ぎは見る間に鎮まり、体育館は水を打ったように静まり返った。静寂の中、ヤクザ風の学年主任はちらりと窓に目を向ける。窓の外に見えたのは、緑色のフェンスに囲まれた、校舎の屋上……。

  「……俺がてめえらをビッグにしてやる」

  　つぶやいて、深く息を吸い込み、すべての新入生に聞こえるように大声を張り上げる。

  「頂点に立ちたいやつは俺についてこい！　以上！」

  　そのままマイクを床に叩たたきつける極道教師。直後、生徒たちの熱狂と興奮が体育館を席せつ巻けんした。盛り上がる体育館を睥へい睨げいした極道教師は、満足げに頷うなずくと、マイク台を飛び降りて床に落ちていたコートを拾い上げた。

  　コートを振り回して肩にかけ、男は悠然と歩き出す。大歓声に後押しされながら颯さつ爽そうとステージを下りた強こわ面もての学年主任は……。

  　舞台下で待ち構えていた学園長が額に青筋を浮かべているのを見つけて、サングラスの下で青くなった。

  　――新一年生の学年主任を務める彼の名は、一年Ａ組担任、辰たつ巳み城じよう二じ。

  「学園カゲキ！」随一の悪役俳優にして、教師歴十五年を誇るベテラン国語教諭。ヤクザを演じさせたら右に出る者はいない彼を、生徒たちは羨せん望ぼうと愛情を込めて「さすらいのジョー」と呼ぶ。

  　どの辺りが「さすらい」なのかは永遠の謎なぞである。渾あだ名ななんてそんなものだ。



  


  第一幕　「力丸直也」の片想い

  

  早朝

  

  「腹直筋と上腕二頭筋、どっちの筋肉が美しいと思う？」

  　俺がタンクトップ一枚でポージングを決めながら質問したとき、新入部員である綾あや平ひらきららは、持っていたダンベルを床に叩たたきつけてこう叫んだ。

  「こんな部活、辞めてやる！」

  　カゲキアクションクラブ（以下「ＫＡＣ」）唯一の女子部員であるきららの退部宣言に、早朝から部室で筋力トレーニングに励んでいた部員一同はたちまち騒然となった。もちろん一番動揺しているのはこの俺――ＫＡＣ部長の力りき丸まる直なお也やなのだが。

  　知らない者のために説明しよう。ＫＡＣとはアクションスターを志す者たちが鍛錬を積むことを目的に組織された、歌劇学園ならではの部活だ。俺たちの目標はただ一つ！　あらゆるアクションをこなせる高い技術と、どんなスタントにも負けない強きよう靱じんな肉体を手に入れること！

  　未来のアクションスターを目指す俺たちは、日夜厳しいトレーニングに励んでいた。アクションスターは体が資本。見よ、この力こぶを！　俺の上腕二頭筋にはアクションへの愛が詰まっているっ！

  　……という教訓を後輩のきららに熱く説いていたら、いきなりの退部宣言である。予想外の展開に、部長である俺は慌てふためいてしまった。

  「どうしたきらら。何をそんなに怒っている。ひょっとして、お前は腹直筋よりも大胸筋の方が好きだったのか？」

  「そういう問題じゃない！」

  　短い髪を振り乱し、身長一四二センチの小柄な体をいっぱいに使って怒りを訴えるきらら。幼い顔立ちと小枝のように細い手足は一見してか弱い印象を与えるが、華きや奢しやな体に隠された全身バネのような筋肉を、俺は誰だれよりもよく知っている。

  　生意気な目つきも、好き嫌いがはっきりしている性格も、可愛かわいい顔で自分のことを「ボク」と呼ぶアンバランスさも、先輩を先輩とも思わない傍ぼう若じやく無ぶ人じんな言動ですらも、俺はかなり気に入っていた。

  　何より、自分からＫＡＣの門戸を叩たたいて「ボクをＫＡＣに入部させてくれ！」と直訴した漢おとこらしい瞳ひとみを、俺は一時たりとも忘れたことはない。

  　そんな誰よりもアクションスターを夢見るきららが、どうして急にＫＡＣを辞めるなどと言い出したのか。俺には不思議でたまらない。

  「いったいどうしたんだきらら。筋力トレーニングがそんなにつらいのか？　たかだか一か月で音を上げるようでは、立派なボディビ……アクションスターにはなれないぞ」

  「うるさい！　どうせボクはチビだよ！　こんな短い手足じゃアクションスターになんかなれないよ！」

  「落ち着け。誰もそんなことは言って……」

  「部長みたいに体の大きな人に、チビの気持ちはわかんないんだ！」

  　小柄な体で絶叫されて、俺は言葉を失う。確かに俺は身長一九○センチ、体重一○○キロの巨漢だ。背が低いというきららの悩みは理解できないかもしれない。

  　だが、きららには手足の短さを補って余りある躍動感、動きのキレ、何より「華」があった。存在感の強さは立派な才能であり、一流のスターには欠かせない。

  　俺はきららを一目見て「一流のアクションスターになる」と確信した。だから俺は毎日毎日きららにつきまとい、マンツーマンで手取り足取り筋トレを指導していたのに……いったいきららは何が不満なんだ！　俺にはさっぱりわからない！

  「いいか、きらら。確かにお前はチビだ。アクションスターを目指す者にとってチビは重大な短所かもしれない。だが、チビはチビなりにいいところもある。想像してみろ。チビで胸が平らな女の子が巨大な武器を軽々と振り回す様を。萌もえるじゃないか！」

  「チビチビ言うな！　胸が平らは余計なお世話だ！　ボクは萌えとか求めてないんだ！」

  　なぜだかわからないが、余計にきららを怒らせてしまった。ううむ、こんなにもきららを褒めているのに、女心とは複雑なものだ。

  「どうしても部を辞めると言うのか？」

  「辞める！　こんな部活、今すぐ辞めてやる！」

  「わかった。そこまで言うのならこれ以上何も言うまい。……だが！」

  　きららの説得が難しいと悟った俺は、全身の筋肉を膨張させて彼女の前に立ちはだかった。瞳ひとみをギラリと輝かせ、汗でテカる上半身を見せつけながら、俺は魂込めて言い放つ！

  「どうしても部を抜けたいのなら、この俺を倒してからにしろ！」

  「そういう暑苦しいのが嫌だって言ってるんだ！」

  「暑苦しくて何が悪い！」

  「開き直りやがった！」

  「いいか、きらら。ＫＡＣには『果たし合い』という素晴らしい伝統がある。部員が意見を違たがえたとき、互いの筋肉をぶつけ合うことで優劣を決する。敗者は勝者に絶対服従！　これぞＫＡＣ鉄の掟おきて！」

  「そういう暑苦しいのが嫌だって言ってるんだ！　人の話を聞け！」

  「さあきららよ、服を脱げ！　お前の逞たくましい筋肉を俺に見せてみろ！　果たし合いで俺に勝てば、お前の退部を認めてやる！」

  「誰が果たし合いなんてするか！　ボクはこれ以上ＫＡＣの変態色に染まりたくないんだ！　ボクはもっと女らしくなりたいんだ！」

  「きららが女らしく？　それは無茶をおっしゃる。がははは」

  　キーン！

  　きらら一流のジョークに笑い転げていると、彼女の蹴けりが俺の股こ間かんに炸さく裂れつした。サッカーボールを蹴る要領で、まったく違う玉を蹴ったきらら。ば、馬鹿もの。そこは鍛えられないんだぞ……ぐう。

  「こんな部、二度と来ないからな！」

  　捨て台詞ぜりふを残して部室を飛び出すきらら。冷や汗まみれでポージングどころではない俺は、床にうずくまったまま、叩たたきつけられる扉の音を聞いた。

  「な、なぜだ。いったいどこで俺は説得を間違えたのだ。いったいきららはＫＡＣの何が不満なんだ」

  「毎日毎日、筋トレばかりやらされるのが不満なんじゃないですか？」

  　一部始終を見ていた部員が、さも当然のように言い放つ。馬鹿な。どこの世界に筋トレを嫌がるアクションスターがいるというのだ。

  「アクションスターにとって体を鍛えるのは基本中の基本！　日々の弛たゆまぬ鍛錬が美しい筋肉を作り上げる！　トレーニングを嫌がる者にアクションスターが務まるものか！」

  「筋肉はともかくとして、概おおむね部長の意見は正しいと思います」

  　部員は頷うなずき、そしてなぜか呆あきれ顔になった。

  「でも、本人も『女らしくなりたい』と言っていたじゃないですか。『好きな人に割れた腹筋は見せられない』と思うのは女子として普通の感性だと思いますけど？」

  「割れた腹筋のどこが悪い！　俺は割れた腹筋が大好物だ！」

  「誰も部長の好みは聞いていません」

  「……ちょっと待て。きららに好きなやつだと？　それはどこのどいつだ！」

  「いえ、今のは単なる例え話で」

  「そうか！　その軟弱男がきららに『筋肉を鍛えるのをやめろ』と吹き込んだのか。まったく世の中には筋肉の魅力がわからんやつらが多すぎる！」

  「あの、部長、だから今のは例え話で……」

  「決めたぞ！　きららをたぶらかす軟弱男に俺が喝を入れてやる！　そうすればきららも筋肉の素晴らしさを思い出して、ＫＡＣに戻ってくるに違いない！」

  「そ、それはどうでしょう」

  　困り顔の部員を無視して、俺はきららを堕落させた謎なぞの男を探し出す決意を固める。きららをたぶらかす軟派男め、見つけ出して筋肉の鉄てつ槌ついを下してくれるわ！
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  　それにしてもきららのやつ、「女らしくなりたい」などと俺の前でよく言えたものだ。きららが誰よりも魅力的な女性だと、俺が知らないとでも思っているのか。

  　はっきり言おう。俺はきららに惚ほれている。筋肉一筋に生きてきた俺の、これが初恋だ。

  　惚れた女を最高に輝かせる！　それが今の俺の野望！　愛いとしいきららを部に連れ戻すため、俺の筋肉は決意も新たに燃え上がった！

  

  昼休み

  

  　キーンコーンカーンコーン。

  　昼休みの鐘が鳴ると同時に教室を飛び出した俺は、一年の教室めがけて廊下を爆走した。マッチョな巨漢が雄お叫たけびを上げながら全力疾走する様に、生徒たちは快く道を開ける。おかげで俺はさしたる障害もなく一年Ａ組の教室に到着できた。

  　身長一九○センチの俺が、背中を丸めて階段の陰に身を隠す。待っていろきらら。お前に付きまとう軟派野郎は俺が成敗してやる。さあ、姿を見せろストーカーめ！　俺のきららに近づいたことを地獄の果てで後悔させてやる！

  　……待てよ。誰もストーカーとは言っていないか。いや、そんなことはこの際どうでもいい。きららに近づくやつはみんなストーカーだ。怪しいストーカーは俺がすべてぶちのめす！

  　ぶつぶつとつぶやく俺を遠巻きに囲んで、下級生たちが何やらヒソヒソ話をしているようだが、そんな些さ細さいなことに構っている暇はない。俺は階段の陰でハァハァと息を潜めながら、怪しいストーカーはいないかと周囲に注意を払っていた。

  　とそこへ、愛しいきららが教室から出てきた。

  「うげっ」

  　こちらへと歩きかけたきららは、意味不明なつぶやきを残してその場で回れ右をする。ははあ、さては視線の先にストーカー男を見つけて「関わりたくない」と方向転換したんだな。つまり、きららが見ていた方角に怪しいストーカー男がいる！　俺はストーカーを成敗するべく、背後を振り返った。

  　……誰もいなかった。

  「ちっ、逃げ足の速いやつめ」

  　残念ながらストーカー男は取り逃がしたようだ。だが、敵がこれで諦あきらめたとは思えない。おそらくやつは再びきららに接触を図るはずだ。俺はストーカー男を捕らえるため、こっそりときららを尾行することにした。

  　こそこそと背中を丸めながら廊下を進む俺。壁に張り付き、一年生の背中に隠れ、巧みにきららの視界を避けて歩く。大丈夫だ、きららはさっきから一度も振り返ろうとはせず、早足で廊下を突き進んでいる。振り返っていないのだから、尾行している俺に気づいているはずがない。

  　俺が巧妙に尾行を続けていると、突然きららは立ち止まり、廊下の先にいる誰かに手を振った。きららが笑顔で駆け寄った相手は……歌劇学園の制服を着た男子生徒。

  　あいつか！　あいつがきららをたぶらかした軟派野郎か！

  　男の正体を探るため、俺は無関係な一年生の背後に身を潜めながら二人の様子を観察する。

  　男は痩やせ型だが引き締まった体をしている。身長は一八○センチ前後。足は長くしなやかで、威力のある蹴けりを放ちそうだ。俺は男の肉体を一通り観察して「もっと上半身、特に三角筋と広背筋を鍛えるべきだな」と感想を述べてから、おもむろに相手の顔を見た。

  　黒縁眼め鏡がねをかけたクールな二枚目顔には見覚えがあるぞ。あの男は確か……生徒会副会長の加か賀が雅まさ弥や！

  　加賀雅弥といえば、去年の「学園カゲキ！」視聴者アンケートで、一年生ながら「歌劇学園抱かれたい男第二位」に入賞したイケメン野郎。そうか、あの甘いマスクできららを誘惑したのか。おのれ、たいした筋肉も持っていないくせに生意気な！

  　俺が怨おん念ねんを込めて睨にらみつけていると、楽しそうに会話をしていたきららが、いきなり青ざめた顔になった。そのままふらふらと覚おぼ束つかない足取りで、雅弥と別れて歩き出すきらら。

  　どうした、加賀雅弥に何を言われたんだ。元気が取り得のきららがあそこまでショックを受けるなんて、きっと「チビ」とか「胸が平ら」とか、そんな酷ひどいことを面と向かって言われたに違いない。おのれ加賀雅弥め、無神経なことを言ってきららを傷つけるとは許せん！

  「おい、加賀雅弥！」

  　イケメン野郎の眼前に、俺は筋肉を膨張させながら立ちはだかる。体の大きさが一回り以上も違う相手を前にして、しかし加賀雅弥は眉まゆ一つ動かさない。ほう、なかなか胆きもがすわっているじゃないか。俺は感心しながら、だが容赦なくやつに人差し指を突きつけた。

  「ＫＡＣ部長として貴様に果たし合いを申し込む！　俺が勝ったら、金輪際きららに近づくのはやめてもらおう！」

  「……ＫＡＣの流儀に付き合うほど酔狂ではありませんが」

  　落ち着き払った声で答えると、やつは俺の手首を掴つかみ、丸太のように太い腕を力ずくで脇わきへと逸そらした。こ、こいつ、細い腕のどこにこんな力が？

  「今日は特別です。その果たし合い、お受けしましょう」

  　丸太のような俺の腕を払いのけながら、加賀雅弥は眉一つ動かさずに宣言する。

  「その代わり、俺が勝ったらきららの退部を認めてもらいますが、宜よろしいですか？」

  　敗者は勝者に絶対服従。それがＫＡＣ鉄の掟おきて。

  　俺はやつの挑戦を真っ向から受けて立つ。当然だ。俺がこんな青二才に後れを取るはずがない。こんな顔がいいだけの軟弱男に、ＫＡＣ部長の俺が……いや、世界中の誰よりもきららを愛している俺が負けるはずがない！

  　きららを賭かけて、いざ勝負だ！

  

  　……ま、負けた。

  　果たし合いを挑んでから数分後。俺は大の字に転がって青空を仰ぎ見ていた。

  　屋上に出た俺と加賀雅弥は、男らしく拳こぶしと拳で語り合った。だが力の差は歴然で、地べたに転がる俺に対して、加賀雅弥はまったくの無傷どころか呼吸すら乱れていなかった。

  「力丸先輩は筋肉が硬すぎます。アクションをするなら、もっと柔軟な筋肉を手に入れるべきです」

  　加賀雅弥が親切にアドバイスする。屈辱だ！　俺が筋肉のことでアドバイスをされるなど、こんな屈辱は味わったことがない！

  　悔しさに震える俺だが、それでも起き上がる力は湧わいてこなかった。おそらく加賀雅弥は格闘技の経験者に違いない。今の俺では何度挑んでもまるで勝てる気がしなかった。

  「男の約束です。きららのことは諦あきらめていただけますね？」

  　腕まくりしていた袖そでを元に戻しながら、加賀雅弥が倒れている俺を冷めた目で見下す。

  　……いや、それは俺の穿うがった見方か。この男の冷たい物腰は、きっとこいつなりの自己表現だ。どんな状況でも自分のスタイルを崩さない加賀雅弥は、俺と同じ信念の男なのだ。

  「わかった。俺も男だ。約束は守る」

  　敗者は勝者に絶対服従。それがＫＡＣ鉄の掟おきて。

  　ＫＡＣ部長である俺は、己の信念に従って加賀雅弥の命令を受け入れた。ここで約束を違たがえたら俺は俺でなくなる。そんな無様を晒さらしては、きららに会わせる顔がない。

  　……だがなぜだ。俺は信念を貫いたのに、青空が滲にじんで見える。白い雲が歪ゆがんで見える。俺は……泣いているのか？

  「俺はもう行きますが、先輩はどうしますか？」

  　背を向けながら、加賀雅弥が冷淡な声で尋ねる。求めれば、きっと加賀雅弥は俺を助け起こしてくれるだろう。そう思った俺は、滲む青空を眺めながら唇を震わせた。

  「情けは無用」

  「……わかりました。では、失礼します」

  　加賀雅弥の足音が遠ざかり、金属扉の閉まる音が屋上に響く。

  　加賀雅弥は漢おとこだった。拳を交えた俺にははっきりとわかる。あいつは歌劇学園でも最上級の漢だ。きららが心惹ひかれるのも無理はない。

  　屋上に一人きりで取り残されて、俺は大の字に転がったまま漠然と空を眺める。

  「ん？」

  　視界に入った給水タンクの上で、何かが動いたような気がした。

  　タンクの上に鳥でもいるのか？　そう思い、正体を確かめようと頭を動かしたところで――。

  「きゃあ！」

  　聞こえてきたのは女の悲鳴。再び頭を動かすと、そこには腰まで届く長い黒髪をなびかせた女子が、屋上入り口の金属扉を開けたまま驚きの表情で固まっていた。

  「って、直也じゃない！　どうしてこんなところで死んでるのよ！」

  　どうやら彼女は俺を知っているらしい。屋上で倒れているのが俺だとわかって、大慌てで駆け寄ってきた。

  　おそらく一般的には美人の部類に入るのだろう。整った顔立ちに、気が強そうな切れ長の瞳ひとみ。筋肉は少なめだが、出るところは出て引っ込むところは引っ込んでいる実に女性らしい体型。風になびく長い黒髪が印象的なこの女に、俺は確かに見覚えがあった。

  　彼女は同じ三年生で、ええと、確か名前はき、きょ、きょう……。

  　うむ。思い出せないので、仮にＡ子としておこう。

  　率直に言って俺は女の名前を覚えるのが苦手だ。男なら筋肉のつき具合で個人を特定できるが、女は柔らかそうな肉が邪魔をして皆同じ体型に見えてしまう。そういう意味でも、きららのように胸にも尻にもまったく脂肪がついていない体型は俺の好みに合致している。

  「お前……なぜここに？」

  　Ａ子に優しく頬ほおを撫なでられて、俺は名前を度忘れした事実を気け取どられないよう、相手の呼び名を巧みに誤魔化しながら問いかけた。

  「そんなことどうでもいいから。ほら掴つかまって。保健室行くよ」

  　倒れている俺の腕を取って、担ぎ上げようとするＡ子。お前、筋肉はないがいいやつだな。

  「それにしても、屋上でいったい何があったの？　喧けん嘩かでもした？」

  　倍ほども体重差がある俺を苦心して立ち上がらせながら、Ａ子が尋ねてくる。言うまでもなく、芸能人を目指す歌劇学園の生徒に暴力事件はご法度だ。俺はすぐさま、Ａ子の抱いた喧嘩疑惑を全力否定した。

  「喧嘩ではない。これは男と男の果たし合いだ。いわば魂の会話！」

  「はいはい。殴り合いには変わりないでしょ。まったく、直也は脳みそまで筋肉でできてるんだから」

  「お前っていいやつだな」

  「今のどこが褒ほめ言葉に聞こえたか！」

  　怒鳴られながら、俺はＡ子の肩を借りて足をひきずりながら出口へと向かう。

  　ふと思い出した俺は出口の手前で立ち止まると、澄み渡る青空を振り返った。

  　さっき見た給水タンクの上に、影は見つけられなかった。

  

  　Ａ子に連れられて、俺たちは保健室を訪れた。保険医の――名前が思い出せないので仮にＢ子としておこう――は、上半身に無数のアザを作った俺を見て、開口一番こう言った。

  「果たし合いもほどほどにしなさい」

  　どうやら俺がＫＡＣの人間だと一目で看破したらしい。さすがは歌劇学園の保健医。ちょっと人より筋肉が多いだけの平凡な男子生徒である俺を見て、すぐにＫＡＣ関係者と見抜くとは見事な洞察力だ。

  　保健医のＢ子は、とても女性らしいふくよかなボディラインをしている。胸の大きさや太ふと腿ももの肉付きのよさが目立つのはもちろんだが、チューブトップとミニスカートという肌の露出の激しい服装がそれらを過分に強調していた。

  　ううむ。人前で肌を晒さらす快感は理解できるが、やはり筋肉が少ないと見ていて楽しくないな。俺はＢ子の豊満な大胸筋に何の感慨も抱くことなく、神妙な面持ちで手当てを受ける。

  「でも不思議ね。アザは体中にあるのに、顔だけは傷一つついていないわ」

  　傷の具合を見たＢ子がしきりに感心している。言われてみれば、確かに加賀雅弥は俺の顔面に一切攻撃してこなかった。

  　歌劇学園では、学園の生徒を主人公にしたテレビドラマが連日収録されている。そのため、生徒たちは髪型一つ変えるのにも細心の注意を払っていた。

  　例えばドラマの収録で序盤と終盤のシーンを先に撮影した場合、下手に撮影中に髪を短く切ってしまうと、放送時に「ドラマの最初は長い髪だったのに、途中でいきなり髪が短くなって、終盤再び元の長さに戻る」といった怪奇現象が起こってしまうのだ。

  　おそらく加賀雅弥は俺の顔にアザを残さないことで、収録中のドラマの繋つながりが悪くならないよう配慮したのだろう。

  　果たし合いの最中にそこまで相手を思いやれる加賀雅弥に、俺は敗北感を覚えずにはいられない。悔しいが俺にはそんな手加減をしている余裕などなかった。やはりあいつは俺より一枚も二枚も上手だ。

  　手当てを受けながら俺が敗北感に打ちのめされていると、見かねたのかＡ子が明るい調子で声をかけてきた。

  「で、どうして果たし合いなんてしたの？　ははーん。さては、一人の女の子を巡って他の男子と果たし合いをしたんでしょ？　ザ・三角関係！」

  「概おおむねその通りだ」

  　俺が正直に答えると、Ａ子は驚きに目を丸くした。……かと思えば、Ａ子はいきなり愛想笑いを浮かべて俺の肩を揉もみしだき始める。

  「それでぇ、そのモテモテの女の子って誰なのかなぁ？」

  　興きよう味み津しん々しんといった猫ねこ撫なで声でＡ子が俺に尋ねてくる。豹ひよう変へんしたＡ子の態度に不安を覚えながらも、俺は誰かに愚痴を聞いてもらいたくて正直に事情を語り始めた。

  　アクションスターを目指してＫＡＣに入部した綾平きらら。彼女は軟派男にたぶらかされて部を辞めると言い出した。たかが男のために、きららは夢を諦あきらめようとしている。だから俺は、後輩の輝かしい未来を守るため軟派男に勝負を挑んだのだ！

  「そして負けたんだね」

  　がーん。Ａ子の率直な物言いで俺は敗北感に打ちのめされる。そうだ、俺は敗北した。敗者は勝者に絶対服従。それがＫＡＣ鉄の掟おきて！

  「ふむふむそれで、直也が果たし合いをした相手の男って誰なのよん」

  　興きよう味み津しん々しんのＡ子に尋ねられ、俺は素直に加賀雅弥の名を告げようとして……かろうじて思い留まった。いかんいかん。つい軽々しく喋しやべってしまったが、こんな話は誰彼構わず聞かせるものではない。

  　歌劇学園には「歩く三面記事」「恐怖のゴシップ脳」などと揶や揄ゆされる噂うわさ好きの女子がいるという。確か名前は……ええと、黒髪の美少女だったことは覚えているが、あいにく名前と顔を度忘れしてしまった。ともかく、そんな邪悪な女に万が一この話を聞かれたりしたら、きららや加賀雅弥に多大な迷惑がかかるのは間違いない。

  　漢おとこを見せた加賀雅弥に義理立てして、俺は黒髪のＡ子へ力強く言い切った。

  「相手の素性を言うわけにはいかない。それは男としてのケジメだ」

  「えーっ、ここまで喋っておいてそれはないＹＯ！　いいから言っちゃいなＹＯ。絶対誰にも言わないＹＯ」

  　ラップ調で懇願されるが、俺は断じて口を開かない。漢の口は腹筋よりも堅いのだ。

  「ねーねー。ほんと誰にも言わないからさ。私だけにこっそり教えてよ、ね？」

  　黒髪のＡ子が俺の前に回りこんでウインクする。ひょっとすると色仕掛けのつもりかもしれないが、Ａ子の女性らしいボディラインに何の魅力も感じない俺には無意味だった。Ａ子よ、俺をたらしこみたいのならもっと筋肉を磨いてこい。

  「直也も強情だなぁ。いいじゃない、ちょっとぐらい教えてくれて……も!?」

  　しつこくつきまとうＡ子の声が、いきなり上擦った。何事かと目を向けると、笑顔を振り撒まいていたＡ子の脳天が、何者かの手によって鷲わし掴づかみにされていた。

  　直後に聞こえてきたのは、迫力ある低音の渋い声。

  「相変わらずの二枚舌だな、水み無な月づき杏きよう子こ。いい機会だから、この場で性根を叩たたき直してやろうか？」

  　渋い声で脅迫されて、Ａ子の顔から見る見る血の気が引いていく。

  　Ａ子の頭を鷲掴みにしたのは、室内なのにくすんだ色のトレンチコートを着たオールバックの中年男性教師だった。

  　オールバックの髪、黒いサングラス、漆黒のスーツに真っ赤なネクタイ。校内でもコートを着て襟えりを立てて歩くこの男は、国語教師のジョー先生だ。普段は筋肉で個人を特定する俺が、顔と服装から判断できる数少ない人物の一人でもある。

  　ちなみにジョー先生の本名は…………忘れた。

  「ったく。お前も少しは懲こりるってことを覚え――」

  　Ａ子の頭を鷲わし掴づかみにしたまま、ジョー先生が迫力ある低音ボイスを響かせる。だが、ジョー先生の指が僅わずかに緩んだ隙すきを見逃さず、Ａ子はしなやかな動きで身を翻ひるがえした。

  「それじゃ、直也！　お大事に！」

  　ジョー先生の魔手を巧みに逃れたＡ子は、パタパタと靴音を鳴らしながら保健室を出て行った。ほほう、なかなかの逃げ足だ。脚は細いが意外と脚力はあるらしい。Ａ子の筋肉に対して評価を改める俺だった。

  「……さて」

  　Ａ子に逃げられたジョー先生が、気を取り直して俺を睨にらみつける。

  「そのケガ、喧けん嘩かでもしたのか？」

  　さすがは数々の修羅場を潜くぐり抜けてきた（という噂うわさの）ジョー先生。どうやら俺の体のアザを見て、すぐに殴られたものだと気づいたようだ。

  　まずいな。加賀雅弥に殴られたとバレては、やつの経歴に傷がつく。ＫＡＣ部長であるこの俺が、果たし合いの相手に迷惑をかけたとあっては末代までの恥。何とか誤魔化そうと俺が脳内筋肉をフル回転させていると、ジョー先生は腰を屈かがめて、座っている俺と視線の高さを同じにした。

  　首を振りながら、格好よくサングラスを外はずすジョー先生。三白眼と言われる白目の多い眼球が、ギロリと俺を見据える。

  「おい。誰にやられたか正直に言え。俺がそいつのタマを取ってきてやる」

  　いかん、このままでは加賀雅弥のタマが取られてしまう。ここは何としてもシラを切り通さなくては。

  「何のことですか。これは後輩にアクション指導をしていたときについた傷ですが」

  「アクション指導でそんなアザができるか。ふざけるのも大概に――」

  「直也の話は本当よ」

  　保健医のＢ子が唐突に口を挟んだ。ケガの原因が果たし合いだと知っていながら、あえて俺の嘘うそに乗ってくれたＢ子。なかなか話のわかる保健医だ。

  　Ｂ子に言われて納得したのか、ジョー先生は「そうか」とだけつぶやいて、再び黒のサングラスを装着した。サングラスで表情を隠したまま、ジョー先生は淡々と俺に言葉をぶつける。

  「いいか、困ったことがあればいつでも俺に相談しろ。ガキが遠慮なんてするんじゃねえ。子分を一いつ端ぱしの極道に育てるのも、歌劇組若頭である俺の務めだからな」

  「意訳すると、『生徒の相談を聞くのも教師の仕事だ』って言ってるのよ。はい、手当て終わり」

  　Ｂ子が平手で俺の脊せき柱ちゆう起立筋（背骨の辺りの筋肉だ）を叩たたき、ぱしーんと小気味いい音を保健室に響かせる。俺は半脱ぎになっていた制服を着直すと、改めて二人の先生を見比べた。

  　何も聞かず俺の嘘うそに付き合ってくれた保健医のＢ子は、信頼できる先生だ。

  　個性的だが根底には生徒への愛があるジョー先生も、文句なしに信頼できる先生だ。

  　信頼できる恩師に挟まれて、俺は――。

  「……実は、後輩のことで先生方に相談したいことがある」

  　加賀雅弥に敗北を喫した俺は、これからどう行動すればいいのかわからなくなっていた。答えを求めて、俺は露出狂の保健医と、ヤクザな国語教師に助けを求める。

  　後輩がいきなり部を辞めると言い出したこと。引き止めようとして失敗したこと。後輩はアクションスターになりたがっていたこと。彼女の夢を叶かなえてやりたいと俺が本気で思っていること……。

  　すべてを打ち明けた後、俺に道を示してくれたのはジョー先生だった。

  「その部員は筋トレが嫌で部を辞めたんだろ？　だったら『今後一切筋トレはしない』と約束すれば、逃げた部員も安心して戻ってくるんじゃないか？」

  「それはできない！　筋肉は我が命！　筋肉は世界の至宝！　筋肉こそ大宇宙の神秘！　俺が部長を務める限り、ＫＡＣから筋トレがなくなるなどありえない！」

  「ご大層な信念だが、お前が筋肉にこだわっている限り、逃げた部員は永久に戻ってこないぜ」

  　凄すごみのある声で、ジョー先生は冷ややかに告げる。

  「どうしても筋トレをやめられねえなら、その後輩とは縁がなかったと思って諦あきらめるんだな」

  「そんな！　俺はただ、あいつの夢を応援したいだけで……」

  「後輩を手放したくないが、自分の信念は曲げられないか？　随分と虫のいい話だな。いいか、よく聞け。何かを手に入れるためには何かを諦めなきゃいけない。それがこの世の摂理だ」

  　筋肉にこだわるならきららを諦めろ。きららを部に戻すなら筋肉を諦めろ。ジョー先生が究極の二者択一を俺に迫る。筋肉と好きな女を秤はかりにかけて、俺は……俺の答えは……。

  「筋肉は、俺の、すべてだ」

  「……そうだな。それも一つの選択だ」

  　寂しげにつぶやいて、ジョー先生は俺の僧帽筋（肩）に手を乗せる。ジョー先生の手に自分の手を重ねると、俺は悔しさを噛かみ締めるように指先に力を込めた。ぎゅううううう。

  「○△□×～！」

  　ジョー先生が何か叫んでいるが、俺の耳には届かない。俺はジョー先生の手を握り締めたまま、きららの生き生きとした笑顔を思い返していた。

  　――俺は、きららが好きだ。

  　俺はきららを応援したい。俺はきららの夢を叶えてやりたい。きららを最高に輝かせるのが俺の望みだ。だからこの一か月、俺はきららのトレーニングに全身全霊を傾けてきたんだ。

  　……俺はただ、きららの夢を叶える手伝いをしたかっただけなんだ。

  「ありがとう、ございました」

  　ジョー先生の手を解放して、俺は覚おぼ束つかない足取りで立ち上がる。

  　俺は無力だ。俺はきららのために何もしてやれない。俺はきららの力にはなれない。

  　きららに逃げられ、加賀雅弥にも敗北して、それでも筋肉にこだわり続けるしかないみじめな俺には……もう、きららを想う資格はない。

  　先生方を振り返ることなく、俺は、保健室を立ち去った。

  

  放課後

  

  　午後の授業の内容を俺はまったく覚えていない。抜け殻同然の俺は、上の空のまま、教科書に描かれていたフランシスコ・ザビエルの絵に屈強な筋肉を書き加えていた。……そうか、午後の授業は歴史だったのか。今気がついた。

  　金輪際きららと筋トレできないかと思うと、俺はザビエル憂ゆう鬱うつになった。二度ときららを応援できないかと思うと、俺はザビエル気が滅入った。ＫＡＣ部長としてやれることは何もないのかと、未練がましく思い悩む自分がザビエル疎うとましかった。

  　そうしてフランシスコチックな気分で放課後を迎えた俺は、無意識の内に、きららのいる一年Ａ組の教室に向かっていた。

  　未練だ。きららのことは諦あきらめると決めたはずなのに、頭ではわかっていても筋肉が言うことを聞いてくれない。今さらきららに会ったところで俺にできることなど何もないのに。

  　一年Ａ組に到着した俺は、自分でもどうすればいいのかわからないまま、きららが教室から出てくるのを待ち続けた。

  　ここで俺は何をするつもりだ？　きららに会ってどうするつもりだ？　きららと会って俺は何をしたいんだ？　いくら考えても答えが見つからなくて、俺は頭から煙が出そうなほど悩んで、悩んで、悩んで……そして雄お叫たけびを上げた。

  「うおおおおおおっ！」

  　荒ぶる魂の命じるまま、俺はコンクリートの壁に頭突きを開始する。ガンガンガン！

  　陥没する壁は、好きな女に何もしてやれない俺の弱さだ！　額から流れ落ちる鮮血は、好きな女一人も幸せにできない俺の涙だ！　うおー、ガンガンガン！

  「おい、そこで何してる」

  　聞き覚えのある渋い声が聞こえて、俺は壁にべっとりと血ち糊のりを貼はり付けたまま背後を振り返る。そこにはホームルーム明けなのか、日誌を小こ脇わきに抱えたジョー先生が立っていた。

  「お前、ここでいったい何をして――」

  　放っておいてくれ！　俺は、俺はダメなザビエルなんだ！　ガンガンガン！

  「やめろって言ってんだろ」

  　ジョー先生に僧帽筋を掴つかまれて、俺はようやく頭突きを中断する。錯乱する俺を見て思い当たる節があったのか、ジョー先生は深々とため息をついた。

  「いいか、よく聞け。世の中にはどうにもならないことがあるんだ。世の中には諦あきらめるしかないこともあるんだ」

  　さすがはジョー先生。一目で俺の悩みを見抜いたらしい。「筋肉を取るか、きららを取るか」で悩んだ挙句、思わずコンクリートに頭突きをかました俺に、ジョー先生は真剣な声色で説教を始める。

  「二に兎とを追う者は一兎も得ずって言うだろ。両方とも手に入れることが不可能なら、本当に大切な物以外は諦めるしかねえんだ。お前だってそれくらいわかるだろ」

  「俺だって頭では理解している。だが、俺の筋肉が納得してくれないんだ」

  「それではどうするつもりだ。このままいつまでもどっちつかずの状態を続ける気か？　いつまでも中途半端なままで本当にいいのか？」

  「そ、それは」

  「いいか、お前はどちらかを選択しなきゃいけねえんだ。覚悟を決めろ！　お前はいったいどうしたいんだ！」

  　ジョー先生が厳しい口調で俺を攻め立てる。俺は額からだらだらと滝のように血を流しながら……。

  　しっかりと顔を上げて、ジョー先生の目を真正面から見据えた。

  「俺は……俺はどっちも諦めたくない！　俺は、両方とも手に入れる！」

  　そうだ。俺はＫＡＣ部長の力丸直也。ＫＡＣの辞書に「諦める」という文字はない。ＫＡＣは――いや、歌劇学園は、最後まで諦めないやつらが集う場所だ！

  　筋肉は捨てない。きららも諦めない。覚悟を決めた俺の宣誓に、ジョー先生は表情を強こわ張ばらせる。

  「オイ、自分が何を言ってるかわかってるのか。両方とも手に入れるなんざ口で言うのは簡単だがな、並大抵の苦労じゃねえんだ。お前は棘いばらの道を進もうとしてるんだぞ。てめえにその覚悟があるのか？」

  「俺の筋肉に二言はない！」

  　どくどくと血を流しながら、俺は決意表明のつもりで力こぶを誇示してみせる。ムキッ。

  　俺の男らしい筋肉アピールに感銘を受けたのか。強張っていたジョー先生の表情が、俺の力こぶを見てふっと和らいだ。強面のジョー先生が……笑った？

  「わかったよ。お前が決断したことならこれ以上何も言わねえよ。お前はお前の信念を貫けばいい。ＫＡＣ部長のお前なら、部員のためにできることがあるはずだ」

  「ＫＡＣ部長の俺にしか、できないことがあるはず……。その通りだ。ありがとうジョー先生。先生のおかげで、俺はザビエル吹っ切れた！」

  「ザビエル？」

  　ジョー先生が怪け訝げんな顔をしているが、そんなことに構ってはいられない。俺はＫＡＣ部長としてきららのために何ができるか考えるため、日本海まで放浪の旅に出る決意を固めた。待っていろきらら！　日本海の荒波にもまれていいアイデアが閃ひらめいたら、すぐに戻ってくるからな！

  「おい、ちょっと待て」

  　日本海に旅立とうと張り切っていた俺の腕を、ジョー先生ががっちりと掴つかまえる。止めないでくれジョー先生！　玄海灘が俺を待っているんだ！　サスペンスドラマの犯人のように、俺は崖がけの上に立って日本海を眺めなきゃいけないんだ！　ざっぱーん！（波の音）

  「焦らずに俺の話を聞け。ここだけの話だがな、夏の特番で内容の決まっていない二時間ドラマ枠があるそうだ。派手なアクション物の二時間ドラマなんてやったら、面白そうだと思わねえか？」

  　……なんだと？

  　ジョー先生が言う「夏の特番」とは、地上波でいう番組改変期に放送される二時間番組のことだ。学園カゲキでは春夏秋冬の特定時期に、放送中のドラマを休止して二時間の特番を流すことが慣例になっている。

  　そうか。アクション物のドラマなら、まず間違いなくＫＡＣが関わることになる。これはＫＡＣ部員がドラマに出演する千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。アクション物のドラマに参加できるとなれば、アクションスターを目指すきららはＫＡＣに戻ってくるに違いない！

  「なるほど。これなら筋トレはそのままで、あいつの夢を後押しして、その上、部に連れ戻すこともできる。実に理にかなった作戦だ！　ありがとうジョー先生！　俺の放浪の旅は、今ここに完結した！」

  　出かける前に旅が終わった俺は、この感激を伝えるべく、ジョー先生の手を思い切り握り締めた。ぎゅううううう！

  「○△□×～！」

  　生徒から感謝されてジョー先生も全身を震わせながら喜んでいる。

  　ジョー先生に筋肉で感謝を伝えた俺は、さっそくアクションドラマ実現に向けて思案を巡らせる。こういう場合、ドラマを実現させるには誰と交渉すればいい？　やはり先生か？　しかしどの先生に頼めば……。

  　俺が思案していると、ジョー先生は顔面血だらけの俺を見ながらこう言った。

  「とりあえず保健室に行ったらどうだ」

  　保健室……物わかりのいい先生……。そうか、その手があったか！

  「ありがとうジョー先生！　俺は、保健室へ行く！」

  「いや、そこまで気合いを入れなくても……」

  　ジョー先生が返事をするより早く、俺は雄お叫たけびを上げながら廊下を駆け出していた。待っていろ、きらら！　お前のために、俺は必ずアクションドラマを実現してみせる！

  

  　アクションスターを志す後輩のため、ＫＡＣ部長としてできることは何か。

  　答えは、部員たちが活躍できる場を作ること。思う存分アクションを披露できる環境を用意すること。すなわち、「学園カゲキ！」でアクション物のドラマを実現すること！

  　己の成すべきことに気づいた俺は、額から真っ赤な液体を撒まき散らしつつ、話を聞いてくれそうな先生に会いに向かった。

  「たのもー！」

  　ばーん！　思い切り扉を開けて、保健室に殴り込みをかける俺。さっそく標的である保健医――名前が思い出せないのでＣ子としておこう――に大おお股またで歩み寄る。

  　ずんずんと肩を怒らせながら迫り来る俺を見て、Ｃ子とその近くにいた見知らぬ女子生徒――仮にＤ子としよう――が青ざめた表情を浮かべている。

  　チャンスだ。敵は怯ひるんでいる。ここは勇ゆう猛もう果か敢かんに攻め立てて、うやむやのうちに「うん」と言わせてしまえ！

  「とうっ！」

  　アクションヒーローさながらの掛け声とともに、大胸筋を誇示しながら天井へ向けて跳躍。空中で膝ひざを折り畳み、そのままの体勢でＣ子の眼前に着地。「ズシン」という重々しい音とともに一○○キロの体重が部屋全体を震わせ、俺は着地の勢いそのままに前屈姿勢で両手を地べたに押しつけた。

  　大胆にジャンプしてから床に正座して頭を擦こすりつける、これぞ必殺ジャンピング土下座！　「必ず殺す」と書いて「必殺」と読む！

  「先生、お願いだ！」

  　必殺のジャンピング土下座を決めた俺は、額を床に擦りつけたまま嘆願する。

  「先生の権限でアクション物のドラマを実現させてくれ！」

  「……保健医にそんな権限はないわよ」

  「がーん！」

  　ショックのあまり、正座したまま仰のけ反ぞる俺。

  　な、何と言うことだ。保健医に権力がないとは盲点だった！　まさかこのようなトラップが仕掛けられていたとは！　ドン引きしているＤ子を尻しり目めに、俺は改めて額を床に押しつける。

  「それでは教えていただきたい！　アクションドラマを実現するには、歌劇学園の誰に頼めばいいか！」

  「そうね、監督経験のある先生か、それとも学園長かしら。あと、生徒会に頼むって手もあるわね」

  「生徒会だと!?」

  　なんということだ。生徒会といえば加賀雅弥が副会長を務める組織ではないか。今さらどの面下げて加賀雅弥に会いに行けというのか。Ｃ子先生のアドバイスに俺は苦悩して……そして決断した。いいだろう、背に腹は代えられない！

  「わかりましたＣ子先生！　ありがとうございました！」

  「Ｃ子先生って誰よ」

  　Ｃ子のつぶやきを背中で聞きながら、俺は音速ダッシュで保健室を飛び出した。

  　こうなったら恥を忍んで加賀雅弥に頭を下げてやる。俺は男らしく、加賀雅弥に土下座してみせる！

  「加賀雅弥、どこだああああああ！」

  　生徒会副部長を捜して、俺は鮮血を撒まき散らしながら校内を走り回った。

  

  「見つけたぞ、加賀雅弥！」

  「うおっ」

  　校内をぐるりと一周して正面玄関でようやく標的を発見した俺は、下駄箱の前で怯ひるんでいる加賀雅弥に猛然と突進した。

  　うおおおおお、ジャンプ！　空中で膝ひざを揃そろえて、着地！　そのまま額を地面に擦こすりつける！　これぞ必殺ジャンピング土下座！　「必ず殺す」と書いて「必殺」と読む！

  「頼む、加賀雅弥！　生徒会の権限でアクション物のドラマを実現してくれ！」

  「その前に血だらけの顔を何とかしてください。力丸先輩は俺の心臓を止める気ですか」

  「この通りだ！　ＫＡＣが活躍できるドラマを、どうか！」

  「……申し訳ありませんが、今はそういった陳情を聞く気分ではないので」

  　心なしか加賀雅弥の声に生気が感じられない。ショックな出来事でもあったのか、今一つ覇気に欠ける加賀雅弥へ、それでも俺は熱心に頭を下げた。

  「頼む！　どうか！　どうか！」

  「……はぁ」

  　根負けした加賀雅弥が、ため息混じりにつぶやく。

  「ドラマの件に関して俺に決定権はありませんので、陳情なら会長に直訴していただけますか。会長の許可を得られれば、生徒会が責任を持ってドラマを実現――」

  「合点承知！　会長に頼めばいいんだな！」

  　俺は正座したまま飛び上がり、二本の脚ですっくと立ち上がる。そのまま加賀雅弥に背を向けると、校内のどこかに隠れているであろう生徒会長を強襲するべく、のっしのっしと歩き始め――。

  「会長ならついさっき玄関を出たところです。今から追いかければ、校門を出る前に追いつけるでしょう」

  「そうか、外か！　ぐっふっふっ、俺から逃げられると思うなよ」

  　アクションドラマの実現が近づいて、血だらけの俺の顔にも自然と笑みがこぼれる。上機嫌のまま会長を追いかけようと歩き始めた俺は……背後から呼び止められて立ち止まった。

  「待ってください」

  　振り返ると、俺を呼び止めた加賀雅弥が険しい表情で立っているではないか。何だその表情は？　何を企んでいる？　言っておくが、俺はそう簡単にお前の口車には乗らないぞ。

  「……力丸先輩」

  「なんだ！」

  「せっかくですから、会長に気に入られるコツをお教えしましょう。俺の言う通りにすれば、会長もきっと力丸先輩の頼みを聞いてくれるはずです」

  「なんだと！　それは本当か！」

  　加賀雅弥が、生徒会長を口説く必勝法を伝授してくれるという。お前はなんていいやつなんだ！　やはりお前は漢おとこの中の漢だな。それで、その必勝法とは？

  「将を射んと欲すればまず馬を射よ、という格言があります。まずは会長の周囲にいる人間を籠ろう絡らくするのです」

  「なるほど！　して、具体的には誰を籠絡すればいい？」

  「今年の新入生の中に会長の幼おさな馴な染じみがいます。まずはその子を狙ねらうといいでしょう」

  「なるほど！　して、その幼馴染はどこにいるのか？」

  「先ほど会長と一緒に下校するのを見かけました。今すぐに会長を追いかけてください。会長のそばにいる……女の子が、幼馴染です」

  「なるほど！　して、その幼馴染に気に入られるにはどう行動すればいいのだ？」

  「そうですね。まずは着ている服を脱いでください。そして、突然物陰から飛び出して彼女の前に立ちはだかってください。そのまま自慢の筋肉を見せつけて『ぐっふっふっ』と笑いつつにじり寄ってください。照れた彼女が走り出すかもしれませんが、とにかく地獄の果てまで追いかけて、逃げ場のない場所に追い詰めてください。その上で力丸先輩の肉体美を延々と見せつけてやれば、彼女は間違いなく骨抜きになるでしょう。いろんな意味で」

  「そうか、パンツ一丁で筋肉を見せつけながら笑ってにじり寄って行き止まりに追い詰めればいいのだな！　任せろ、それは俺のもっとも得意とするところだ！」

  　加賀雅弥のありがたいアドバイスを心に留めて、俺はさっそくズボンを脱ぎ始める。

  「……ここまで素直に信じられると、逆に罪悪感が湧わいてくるな」

  　背後から加賀雅弥のつぶやきが聞こえたが、シャツのボタンを引きちぎりながら玄関を飛び出していた俺にはどうでもいいことだった。

  　黒のビキニパンツ一丁となった俺が猛然と走り出す。待っていろ、きらら！　俺の煌かがやく肉体美で、必ずアクションドラマを実現してみせるからな！

  

  後日談

  

  　パンツ一丁で繰り広げられた俺の熱い説得劇から、数日が経過した。

  　この日、汗臭いＫＡＣの部室で、俺はやって来たきららに胸を張って報告をしていた。

  「というわけで、ＫＡＣ部員を主人公とするアクションドラマの製作が正式に決定した」

  　俺の報告にきららはもちろん、他のＫＡＣ部員たちからも歓声が上げる。「やりましたね、部長」「こんな企画を通すなんてさすがです」「部長って筋肉だけじゃなかったんですね」などなど、俺を称える声が鳴り止まない。

  　俺は両手を挙げて皆の歓声を制すると、優しい眼まな差ざしで小柄なきららを見下ろした。

  「そのドラマのヒロインとして『アクションのできる女子』を求められたので……。きらら、お前を推薦しておいた」

  「ボクを!?」

  　驚きに目を丸くするきらら。俺が懐で人肌に温めておいたドラマの台本を取り出すと、きららは台本を受け取って、うっすらと目に涙を浮かべた。

  「大事なドラマのヒロインが、本当にボクなんかでいいのか？」

  「もちろんだ」

  「でも、この企画を取るのに部長は相当苦労したんだろ？」

  「なあに、たいしたことはしていない。単にありったけの情熱を筋肉に込めて、生徒会長を熱く激しく説得しただけの話だ。俺の熱意溢あふれるマッスルトークを受けて、生徒会長は快くドラマの実現を約束してくれた」

  　部員の誰かが「かわいそうな生徒会長……」とつぶやいていたが、俺の耳には届かない。今の俺は、台本を持って肩を震わせるきららの姿しか目に入っていなかった。

  「ボク……部を辞めるって飛び出して……部長にも酷ひどいことをして……なのに、そんなボクにこんな大役を……」

  　いつも男勝りなきららが、顔を伏せたまま言葉を詰まらせる。それだけで俺は感動して――好きな女を喜ばせることができたとわかって、強がるように高笑いしてしまった。

  「がっはっはっ、気にするな。きららは俺の大事な後輩だ。お前が大成することは、俺にとってもこの上ない喜びなんだ。だからお前が気に病む必要はない」

  　俺の高笑いを受けて、きららは両手を太ふと腿ももの側面に当てると、勢いよく頭を下げた。

  「すみませんでした！」

  　きららは大声で、だがかすかに声を震わせながら俺に謝罪する。

  「部長がどうしてボクに筋トレばかりやらせていたのか、部を離れてみてようやく理解できたんだ。部長の考えも知らずに生意気なことばかり言って、本当にすみませんでした！」

  　うん？　理由も何も、筋トレは単なる俺の趣味だが。

  　まあいい。きららも反省しているようだし、本人が納得しているのならわざわざ水を差す必要もない。俺は優しく「気にするな」と声をかけて……。しかしその声は、きららの叫び声に掻かき消された。

  「お願いします、部長！　ボクをもう一度ＫＡＣに入部させてくれ！　ボクは部長に、もっとアクションを教わりたいんだ！」

  　顔を上げたきららの瞳ひとみは、入部した日に熱く己の夢を語っていたときと、寸分違たがわぬ輝きを放っていた。

  　そうだ、この瞳だ。この情熱に俺は惹ひかれたのだ。それでこそ綾平きらら！　それでこそ栄えあるＫＡＣの一員！　それでこそ、俺が愛する女！

  「俺の指導は厳しいぞ！」

  「はい！　よろしくお願いします！」

  　退部騒動を経て、俺ときららはさらなる師弟愛によって結ばれたようだ。

  　雨降って地固まる。……うむ、いい言葉だ。

  

  　俺はカゲキアクションクラブ部長、力丸直也。筋肉と、俺を慕ってくれる後輩を最高に輝かせるため、日夜特訓に励んでいる。



  


  第二幕　「綾平きらら」の片想い

  

  　幼い頃、ボクはテレビの特撮ヒーローに憧あこがれていた。

  「自分には隠された能力があって、いつかヒーローに選ばれて悪いやつらと戦う運命なんだ」と、根拠もなく思い込んでいた。

  　――ボクは、ヒーローになりたかった。

  　でも、ボクの大好きな特撮番組は架空の物語だった。ヒーローなんて実在しなかった。ボクは自分が選ばれた人間でも何でもないことを知った。ボクは、ただの無知な子供だった。

  　――ボクは、ヒーローになれなかった。

  　そんなとき、ボクは雑誌でスーツアクターの記事を読んだ。

  　スーツアクターってのは、ようするに着ぐるみの「中の人」のことだ。声優がアニメのキャラクターに命を吹き込む仕事なら、スーツアクターは着ぐるみに入ってヒーローや怪人に命を吹き込む仕事だ。

  　多彩なアクションを経験と技術でこなし、危険なスタントを体一つで耐え抜き、緻密に計算された殺た陣てで見る者を魅了する。素顔を見せず、声も出さず、体の動きだけで喜怒哀楽のすべてを表現する、世界一ストイックな俳優。それがスーツアクター。

  　特撮ヒーローは優れたスーツアクターがいてこそ成り立つもの。ボクはずっとヒーローに憧あこがれていた。ボクはずっとヒーローになりたかった。だから。

  　――ボクは、スーツアクターになりたい。

  　ヒーローに憧れていたボクが、女だてらにスーツアクターを志したことも、そのためにアクションと芝居の両方を学べる歌劇学園を志望したことも、すべては自然な成り行きだった。

  　でも、歌劇学園に入学して、アクションスター育成を掲げる部活動に入部して、そこでボクは現実を思い知った。ボクみたいなチビの小娘がスーツアクターを目指すのがどれほど無謀なことなのか、つくづく思い知らされた。

  　それでもボクは夢を諦あきらめきれなくて、必死になって努力した。筋肉質になるくらい体を鍛えて、生傷が絶えないくらいアクションを練習して、背を伸ばそうと毎朝牛乳を飲んで……。

  　そんなつらい毎日でも、ボクの生活は充実していた。ボクには夢しかなかったから。夢の代わりになるものなんて、ボクには何一つなかったから。

  　……あの人と、出会うまでは。

  　ボクは一年Ａ組出席番号一番、綾あや平ひらきらら。

  　あの人が望むなら――ボクは、スーツアクターになる夢を捨ててもいい。

  

  早朝

  

  「こんな部活、辞めてやる！」

  　ボク――綾平きららは、怒りに任せて持っていたダンベルを床に叩たたきつけた。

  　ここはカゲキアクションクラブ（以下「ＫＡＣ」）の部室。「アクションスターを育成する」という志のもとに設立されたＫＡＣでは、部員たちが日夜トレーニングに励んでいた。

  　多くの芸能人を輩出している歌劇学園で、ボクはスーツアクターになるという野望を叶かなえるため、入学式当日にＫＡＣに入部した。しかし、意気込んでＫＡＣの活動に参加したボクは、部の実態を知って幻滅する。ＫＡＣ部長の力りき丸まる直なお也やは超ちよう弩ど級きゆうの筋肉バカで、ＫＡＣはボディビルダー養成所と化していたからだ。

  　ＫＡＣはアクション技術を身につけるための部活だろ。それが何で毎日筋トレばかりしてるんだよ。言うに事欠いて「腹直筋と上腕二頭筋、どっちの筋肉が美しいと思う？」だと？　ふざけるな！　こんな部活、今すぐ辞めてやる！

  　部長の筋肉発言にぶち切れたボクが、溜たまりに溜まった鬱うつ憤ぷんをぶちまける。新入部員の反乱に慌てたのは外ほかでもない、諸悪の根源である筋肉ムキムキ力丸部長だった。

  「どうしたきらら。何をそんなに怒っている。ひょっとして、お前は腹直筋よりも大胸筋の方が好きだったのか？」

  「そういう問題じゃない！」

  「いったいどうしたんだきらら。筋力トレーニングがそんなにつらいのか？　たかだか一か月で音を上げるようでは、立派なボディビ……アクションスターにはなれないぞ」

  「うるさい！　どうせボクはチビだよ！　こんな短い手足じゃアクションスターになんかなれないよ！」

  「落ち着け。誰もそんなことは言って……」

  「部長みたいに体の大きな人に、チビの気持ちはわかんないんだ！」

  　部長が思っているであろうことを、ボクははっきりと指摘してやった。

  　態度だけは人一倍大きいボクの身長は、現在一四二センチ。クラスはもちろん学年でも一番背が低い。見栄えを重視するアクション俳優にとって手足の短さは大きなハンディだ。それを自覚してるから、ボクは少しでも技術を高めたくてＫＡＣの門を叩たたいたのに！

  　身長一九○センチのマッチョ部長には、電車の吊り革に手が届かない人間の気持ちなんてわからないんだ。「前ならえ」と言われて、自分の腰に手を当てたことしかない人間の気持ちなんてわからないんだ。どうだ、図星だろ！　反論があるなら言ってみろ！

  「いいか、きらら。確かにお前はチビだ。アクションスターを目指す者にとってチビは重大な短所かもしれない。だが、チビはチビなりにいいところもある。想像してみろ。チビで胸が平らな女の子が巨大な武器を軽々と振り回す様を。萌もえるじゃないか！」

  「チビチビ言うな！　平らは余計なお世話だ！　ボクは萌えとか求めてないんだ！」

  　チビでお子様体型だと言われて……女としての魅力がまるでないと言い切られて、ボクは悔しさに歯は噛がみする。こんなとき思い出すのは、大好きなあの人の言葉。

  　好みの女性のタイプを聞かれたあの人は、ぶっきらぼうにこう答えた。

  「俺の好みのタイプ？　そうだな、しいて言うなら『いい女』かな。きららももっといい女になれよ」

  　そう言って、あの人はボクの頭をぽんぽんと叩いた。まるで子供扱い。

  　悔しかった。情けなかった。だから、いつかあの人好みのいい女になってやるとボクは誓ったのに……。ＫＡＣでは来る日も来る日も筋トレばかり。こんなんじゃいつまでたってもいい女になれないよ！　ボクは女らしくなりたいんだ！　好きな人に割れた腹筋なんて見せたくないんだ！　ボクはただ、あの人好みのいい女になりたいだけなんだ！

  「どうしても部を辞めると言うのか？」

  「辞める！　こんな部活、今すぐ辞めてやる！」

  「わかった。そこまで言うのならこれ以上何も言うまい。……だが！」

  　ボクの覚悟が伝わったのか、いつになく思いつめた顔をした部長が、いきなり自分のＴシャツを引き裂き、汗でテカる分厚い胸板をボクに押し付けてきた。

  「どうしても部を抜けたいのなら、この俺を倒してからにしろ！」

  「そういう暑苦しいのが嫌だって言ってるんだ！」

  「暑苦しくて何が悪い！」

  「開き直りやがった！」

  「いいか、きらら。ＫＡＣには『果たし合い』という素晴らしい伝統がある。部員が意見を違たがえたとき、互いの筋肉をぶつけ合うことで優劣を決する。敗者は勝者に絶対服従！　これぞＫＡＣ鉄の掟おきて！」

  「そういう暑苦しいのが嫌だって言ってるんだ！　人の話を聞け！」

  「さあきららよ、服を脱げ！　お前の逞たくましい筋肉を俺に見せてみろ！　果たし合いで俺に勝てば、お前の退部を認めてやる！」

  「誰が果たし合いなんてするか！　ボクはこれ以上ＫＡＣの変態色に染まりたくないんだ！　ボクはもっと女らしくなりたいんだ！」

  「きららが女らしく？　それは無茶をおっしゃる。がははは」

  　キーン！

  　失礼なことを言う筋肉バカの金玉を、ボクは必殺のサッカーボールキックで蹴けり上げた。「必ず殺す」と書いて必殺と読む！

  　幼い頃から実戦空手を習っているボクは、背が低くても立派に初段の腕前だ。そのボクが本気で繰り出した蹴りだから、破壊力は推して知るべし。

  「こんな部、二度と来ないからな！」

  　うずくまる部長に捨て台詞ぜりふを残して、ボクは部室のドアを蹴り開ける。ＫＡＣには二度と戻らないと心に誓って、ボクは扉を思い切り叩きつけた。

  　見てろよ！　ＫＡＣを辞めて、ボクはあの人好みのいい女になってやる！

  

  昼休み

  

  「スーツアクターになる夢が遠のいちゃったな……」

  　昼休み。ボクは教室で頬ほお杖づえをつきながら、今朝の出来事を思い返していた。

  　歌劇学園でアクション指導を受けられる部活はＫＡＣだけ。本気でスーツアクターを目指すなら、絶対にＫＡＣを退部しちゃいけなかった。

  　だけど、ボクはＫＡＣを辞めた。ＫＡＣにいたら一生女らしくなれないと思ったから。ヒーローになりたいのと同じくらい、ボクはあの人好みのいい女になりたかったから。

  　ボクは、もっと女らしくなりたかったから。

  「……スーツアクターになるの、諦あきらめた方がいいのかな」

  　そうだよ。もともとスーツアクターになるなんて無茶な話だったんだ。身長一四○センチそこそこのヒーローなんて聞いたこともない。チビで小娘のボクには最初からスーツアクターなんて無理だったんだ。

  　そう考えれば早めにＫＡＣを見限ったのは正解だったかもしれない。叶かなわない夢を追いかけて無駄な努力を重ねるより、目の前の恋に生きた方がよっぽど有意義だ。

  　そうさ。夢なんかなくても生きていける。あの人と両想いになれるなら、ボクはヒーローになれなくても構わない。ヒーローになれなくたって全然平気なんだ！

  「決めた！　ボクはもっと女らしくなる！　女らしくなって、あの人と両想いになる！」

  　……でも、とボクは悩んでしまう。自慢じゃないけど、ボクはチビでがさつで口が悪い。こんなボクが女らしくなるには、いったいどんな努力をすればいいんだろう。

  「ＫＡＣを辞めたから、これ以上女らしさが減退することはないよな。今までは部長と会話しただけで、女らしさが削り取られていく気がしてたもんな」

  　二度と部長と顔を合わさずにすむ安心感に――それとちょっとだけの寂せき寥りよう感かんに――気持ちを緩めながら、ボクは昼食をとるため学食へ向かおうと教室を出る。

  　教室を出たボクは……階段の陰に隠れてちらちらとこちらを覗のぞき見ている、暑苦しいストーカー筋肉バカを発見した。

  「うげっ」

  　その場ですぐさま回れ右。ボクは逃げ出すように廊下を歩き出す。

  　何これ？　何これ？　なんで部長が一年の教室に？　あれじゃまるで変態じゃないか。いや、まるでじゃなくて部長は確実に変態だけどさ。はっ、しまった！　ここで部長に話しかけられでもしたら、ボクまで変態の仲間だと思われる！

  　急ぎ足で廊下を進むボクを見て、怯おびえたように道を開ける生徒たち。彼らがボクの背後にいる何かを見ていると気がついて、ボクはぷるぷると拳こぶしを震わせる。あの野郎、どこまでボクを辱はずかしめるつもりだ。そうか、これは新手の下級生いじめだな。なんて陰湿な！

  　いっそこの場で回れ右をして、新たな世界に目覚めるほど強烈な金的をお見舞いしてやろうか。本気でそんなことを考えていると、前方を歩く見知った人影が目に入った。

  「雅まさ弥や兄ぃ！」

  　喜び勇んでボクが手を振ると、前を歩いていた黒縁眼め鏡がねの男子がこちらを振り返った。天の助けとばかりに、ボクはスキップしそうな勢いで眼鏡の先輩に走り寄る。

  「おっす、雅弥兄ぃ。これから昼食？」

  「いや、生徒会室に向かうところだ。きららは学食か？」

  「おうよ！」

  　クールな物言いの彼は、歌劇学園二年生の加か賀が雅弥先輩だ。歌劇市でボクと同じ空手道場に通っている、いわゆる兄弟子だな。一見すると細身だけど、制服の内側には引き締まった筋肉が詰まって……いや、筋肉はどうでもいいか。

  「何かあったのか？」

  　クールな雅弥兄ぃが、ボクの背後を見てさりげなく尋ねてきた。ああそうだよ。何かあったんだよ。見てわかるだろ。助けてくれよ。

  「部の先輩と折り合いが悪いのか？　ＫＡＣの部長は変態だが、決して悪い人間ではない。きちんと話をすればわかってもらえると思うが」

  「きちんと話をしたけどわかってもらえなかったよ。部長は変態なうえに大バカだから、ボクの日本語がまるで通じないんだ」

  「力丸先輩も随分と嫌われたものだな」

  　雅弥兄ぃが部長に同情するようなことを言うので、ボクは無性に腹が立った。この状況を見ろよ！　どう考えたってボクが被害者だろ！　悪いのは間違いなく部長の方だ！

  「あの筋肉バカ、毎日毎日ボクに筋トレばかりやらせるんだよ。ボクはアクションを学びたくてＫＡＣに入部したのに、技術的なことは何も教えてくれなくて、やれ三角筋を鍛えるにはレイズ系のトレーニングが有効だの、やれ大だい腿たい二頭筋とハムストリングは厳密には違うだの、無駄な筋肉トリビアばかり……」

  「要するに、きららは基礎体力作りが嫌になったのか」

  　え？　何言ってるんだよ雅弥兄ぃ。それ、どういう意味だよ。

  「どんな運動部でも、体のできていない新入生にはまず基礎体力作りをさせるものだ。特にきららは手足が細いから、ケガをさせないよう先輩も気を使っているのだろう」

  「何だよそれ。ボクの小さい体はアクションに向いてないって言いたいのか？」

  「そういう意味じゃない。むしろ……」

  　ちらりと、雅弥兄ぃはボクの背後を見る。

  「力丸先輩はお前の才能を評価しているからこそ、大切に育てたいと思っているのではないか？　無茶な練習でケガをさせる先輩よりは、遥はるかに後輩思いな指導だと思うが」

  　力丸部長が筋トレにこだわっていたのは、体のできていないボクを心配していたから？　バカだバカだと思っていた部長が、実際は後輩思いの思慮深さを持っていた？

  「きっと力丸先輩もきららに謝りたいのだろう。だから一年の教室まで来たが、なかなか声をかけられなくてこんな真似を……」

  　そうだったのか。そうとは知らず、ボクは部長のことを変態だとかストーカーだとか筋肉バカだとか、酷ひどいことばかり言って。実際は変態でもストーカーでも筋肉バカでもない……のに？

  　そんな疑問形なボクの後悔を読み取ったのか、雅弥兄ぃが素っ気ない態度で提案する。

  「力丸先輩と顔を合わせづらいのなら、俺が二人の間を取り持ってもいいが」

  　意外と世話焼きな兄弟子の申し出に、ボクは少し考えてから、はっきりと首を横に振った。これはボクの問題だ。どうするかはボクが決める。それに、

  「たとえそうだとしても、部活は辞めるつもりだから」

  　ボクの宣言を聞いて雅弥兄ぃは眉み間けんに皺しわを寄せた。滅多に感情を表に出さない雅弥兄ぃにとって、これは「驚きよう愕がく」に匹敵する表情の変化だ。それくらい、ボクがＫＡＣを辞めることが意外だったらしい。

  　雅弥兄ぃはじっとボクを見て、それからちらりとボクの背後を見て、つぶやいた。

  「わかった。お前が本気でＫＡＣを辞めたいのなら俺も協力しよう。だが、本当にそれでいいんだな？」

  　雅弥兄ぃの言葉に、ボクははっきりと頷うなずく。

  　ボクはもっと女らしくなりたかった。あの人好みのいい女になりたかった。だからボクは、女としての魅力を損なうばかりのＫＡＣには戻らない。

  　ボクはただ、あの人好みのいい女になりたいだけなんだ。

  　……いい女、か。

  　なんとなく、ボクは雅弥兄ぃに聞いてみたくなった。

  「ねえ、雅弥兄ぃ？　いい女ってどんな女性のことを言うのかな？」

  　一般的ないい女のイメージを知りたくて、恐々とボクは尋ねる。ボクのいきなりな質問に、雅弥兄ぃは表情を一切変えることなく答えてくれた。

  「いい女か。そうだな、あらゆる面できららとは真逆の女だな」

  　がーん！

  　正直すぎる答えを聞いて、ショックのあまりふらつくボク。雅弥兄ぃもこれは失言だと察したのか、千鳥足のボクを見てすぐさまフォローを入れてくれた。

  「安心しろ。きららはまだ成長期だ。たとえ今は貧相な体型でも、これから女らしくなる可能性は決してゼロではない。それに世の中には特殊な性癖の人間もいるからな、今のままでもそれなりに需要はあるはずだ」

  　全然フォローになってない！　がーん！

  　ショックを受けたボクは、がっくりと肩を落としたまま歩き出す。

  　うう、やっぱりボクは全然女らしくないんだ。あの人好みのいい女には程遠いんだ。これから女らしくなるかもしれないって言われても……。そうだ、学食へ行こう。たくさん食べて、たっぷり栄養を補給して、女らしい第二次性徴に期待しよう。

  「きらら、大丈夫か？」

  　雅弥兄ぃの声に振り返る元気もなく、ボクはとぼとぼとその場を後にする。

  　どこからか野太い声で「貴様に果たし合いを申し込む！」という雄お叫たけびが聞こえてきたけど、やっぱりボクは振り返る気力もないまま、学食に繋つながる廊下をとぼとぼと歩き続けた。

  

  「はぁ……」

  　いい女への道は遠く険しい。世の無常を思い知ったボクは、学食の四人がけテーブル席に一人で陣取ったまま、黙々と昼食のカレーライスを口に運んでいた。もぐもぐ……大きくなあれ。もぐもぐ……大きくなあれ。

  　そんなこんなでいろんな部分が大きくなるよう念を込めながらカレーを咀そ嚼しやくしていると、誰かがボクに声をかけてきた。

  「この席、空いてる？」

  　どうやら相席を求めているらしい。歌劇学園の学食はいつも混雑していて、空席を探すのも一苦労なんだよな。ボクは快く相席を受け入れようと、スプーンを口に咥くわえたまま顔を上げて……。

  　目の前にいる、ものすっごい美人と目が合った。

  　モデル並みの長身。艶のある長い黒髪。憧あこがれの八頭身スタイルは見事に均整が取れていて、痩やせ型なのに出るところはしっかりと出ている。端正な顔立ちも、気の強そうな吊つり目がちの瞳ひとみも、すべてが完かん璧ぺきな調和の上に成り立っている超絶美少女。

  　うっわぁ。こんな綺き麗れいな人がいるなんて、さすがは歌劇学園。美人揃ぞろいなのはわかってたけど、その中でもこの人は群を抜いてるよ。

  「……この席、空いてる？」

  「はっ！　はい、どうぞ！」

  「ありがと」

  　美人の先輩が気さくに微ほほ笑えむ。うっわー、美人なのに全然気取ったところがないなんて、こういうのを本物の「いい女」って言うんだろうな。

  　思わず羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けてしまうボクの前で、超絶美人の先輩はテーブルに昼食の洋風定食を置いて、優雅に腰を下ろしながら、赤いゴム紐ひもで長い髪を手際よく束ね始めた。

  　憧れの先輩の一挙一動にボクは見とれてしまう。美人って何をしても絵になるなぁ。ボクみたいなチビの男おとこ女おんなとは雲泥の差だよなぁ。そんなことを考えていると、準備が整ったのか、先輩は御膳の前で手のひらをピタリと合わせた。

  「いただきます」

  　手を合わせて、優雅に一礼。そのまま割り箸ばしを口で割って……。

  　がつがつがつ！　むしゃむしゃむしゃ！　ばりばりばり！

  　……嵐のような勢いで、定食を貪むさぼり始めた。

  　血走った目で、ライスを皿ごと持って口に掻かき込む。スープを皿ごと持って音を立てて啜すする。リスのように頬ほおを膨らませながらおかずを口の中に蓄え、喉のどが詰まったのか「うっ」とうめいて、慌ててジュースで流し込む。ごきゅごきゅごきゅ、ぷはぁ～。

  　あああああ、せっかくの美人が、理想のいい女像がああああ！

  　先輩の豪快な食べっぷりに愕がく然ぜんとしていると、ボクの視線に気づいたのか、彼女は食事の手を止めてにっこりと微ほほ笑えんだ。

  「何？　どうかした？」

  　文字にすると明瞭に喋しやべっているようだが、実際は「ふぁひ？　ほうはひは？」と言っているようにしか聞こえない。

  「い、いや、えっと。確か学食って全国に生中継されてるよね？」

  　恐る恐る尋ねると、美人の先輩は口の中の物をゴクンと飲み込んでから、「そーだよ」とようやく日本語らしいアクセントで答えてくれた。

  　歌劇学園の学食にはテレビカメラが設置されていて、昼休みには生徒の食事風景が全国に生中継されるようになっている。意外なことにこの「学食生中継」は視聴者に大好評で、ファンは好きな生徒の食事風景を毎日熱心に眺めているそうだ。

  　そんな日本全国津々浦々へ生中継されている学食で、人目も憚はばからず豪快な食べっぷりを披露するこの女性はいったい何者？

  「あの、余計なお世話かもしれないけど、一応カメラの目もあるし、もう少しゆっくり食べた方がいいんじゃ……」

  「なーに言ってんの。早食い早グソ芸のうち。トイレや食事が早いと芸能界に入ってから役に立つことも多いのよ」

  　ものすごい美人なのに、飾らないどころか開けっぴろげすぎる人だ！　て言うか、ボクはカレーを食べてるのに早グソって！

  　だけどここまで堂々と言い切られると、むしろ潔いさぎよく思えてくるから不思議だった。それともこういう裏表のない性格がいい女の条件なのかな？　うん、きっとそうだ。この人みたいに自分に正直に生きれば、ボクも男子にモテモテのいい女になれるに違いない！

  　……そうかな？　それはどうだろう？　わけがわからなくなってきたボクは、本当にモテモテになれるのか、思い切って本人に尋ねてみることにした。

  「先輩って彼氏いるの？」

  「ぶっ」

  　ジュースが気管に入ったのか、激しく咳せき込む美人の先輩。ナプキンで口を押さえながら、恨めしそうにボクを睨にらみつけて……いったい何をそんなに怒ってるの？　あ。まさか、こんなに美人なのに彼氏はいないとか？

  　意外というか納得というか、ともかく真実に気づいたボクは大慌てで弁解する。

  「え、えっと、今のは変な意味じゃなくて。先輩ってすっごく綺き麗れいだから、さぞやモテるんだろうなーって思って、その、ボクも先輩のようないい女になりたい……から……」

  　言い繕っているうちに、ボクの声がだんだんと小さくなっていく。

  　先輩と自分の外見を見比べて、あまりの格差に意い気き消しよう沈ちんしていると、何かに気づいたのか、厳しかった先輩の目つきが不意に柔らかくなった。

  「ははーん。さてはチミ、恋をしているね？」

  「ふわっ!?」

  　まんまと図星を指されたボクは顔を真っ赤にしてしまう。こんな純情な反応、ボクらしくないことこの上ない。

  「赤くなるなんて可愛かわいいね～。それで、お相手は誰なの？　同級生？　それとも年上？」

  「ええと、あの、年上で……」

  「なるほど。いい女になりたいってのは、つまり『年上の彼にふさわしい女になりたい』ってことか。恋に悩むなんて青春だね～」

  　初対面のボクから恋愛話を聞き出して、一人悦に入る美人の先輩。見ず知らずの先輩に恋愛相談をするハメになって、意外な成り行きにボクは戸惑いを隠し切れない。

  「よし、わかった。そんな可愛いチミに、いい女になる秘ひ訣けつを伝授してあげよう」

  　図に乗った先輩が、親切にアドバイスをしてくれると言い出した。内面はともかく外見は理想の女性像を体現している先輩の言葉に、ボクは赤面したまま真剣に耳を傾ける。

  　超絶美人の先輩が語る、いい女になる秘訣とは！

  「まずは自分を好きになりなさい。いいところも悪いところもひっくるめて、自分の個性を受け入れなさい。個性を伸ばせば魅力になる。魅力を磨けばいい女にもなれる。まずは自分を認めてあげること。それがいい女への第一歩」

  　自分の個性を好きになれと先輩は言う。

  　だけど、ボクの個性ってどこ？　ボクの魅力って何？　背が低くて、胸も平らで、生意気でガサツで言葉遣いも男っぽくて、そんなろくでもない個性のどこを磨けばいい女になれるんだよ。

  「欠点なんてそのままでいいの。それだって立派な個性なんだから。短所を直そうとして平均点に収まるくらいなら、いっそコンプレックスを武器にしてしまいなさい。欠点は個性。個性は魅力。魅力を磨けばいい女にもなれるわよ」

  　意味がわからない。だって勉強はできないよりできる方がいいに決まってる。生意気より素直な方が好かれるに決まってる。自分の悪い部分を改善するのはいいことじゃないか。欠点を克服して人並みになるのが、どうしていけないのかわからない。

  　そうか、きっと先輩は欠点のない完かん璧ぺきな人間なんだ。だから、ボクのような欠点だらけの人間の気持ちはわからないんだ。

  「ま、歌劇学園で生活していればそのうちわかるよ。ここはそういう場所だから」

  　とそれだけ言って席を立つ先輩。ちょ、ちょっとそれって無責任だろ！　ボクは今すぐいい女になりたいんだ！　もっとわかりやすく教えてくれてもいいじゃないか！　ケチ！　大食漢！

  　刺すようなボクの視線を感じた先輩は、早食いした事実が急に恥ずかしくなったのか、陽気に言葉を付け足した。

  「言っておくけど、いつもこんな早食いしてるわけじゃないから。今日はたまたま屋上に用事があってね。普段はもっとゆっくり食べてるんだよ」

  　今さらそんな言い訳しても、手遅れだと思う。

  　でも、照れくさそうに言い訳する先輩を見て、何となく可愛かわいいと思ってしまった。ずるいなあ。美人なうえに可愛いなんて反則もいいところだ。

  「じゃね。頑張って」

  　手を振りながら先輩が颯さつ爽そうと歩き出す。先輩が歩きながら片手でゴム紐ひもを外すと、艶のある黒髪がふわりと宙に舞った。

  　……悔しいけど、やっぱり先輩はいい女だ。

  　先輩の綺き麗れいな後ろ姿を見送りながら、ボクはまたしても劣等感に囚とらわれる。周囲を見ればどこもかしこも美人だらけ。スター育成を掲げる歌劇学園は、右も左も美少女で一杯だ。

  「これじゃ、ボクの可愛げのなさが余計に際立つよ……」

  　美しい黒髪を見送りながら、ボクの心は羨せん望ぼうと絶望で満たされる。

  　先輩があまりにもいい女すぎるから。

  　ボクなんかがどう足あ掻がいても、先輩のようにはなれないと確信してしまうから。

  

  　早食いが得意な美人の先輩は、「屋上に用事がある」と言い残して学食を去った。でも、屋上にいったい何があるんだろう。

  　何となく気になったボクは、カレーを食べ終わると、学食を出て、廊下を進んで、階段を上って、屋上に繋つながる金属扉の前へとやって来た。

  　屋上にはどんな秘密が隠されているのか。緊張しながら、ボクは冷たいドアノブに手をかける。軋きしんだ音を立てて、行く手を遮さえぎっていた扉が開かれた。

  　屋上に出たボクが目にしたもの。

  　――それは、吸い込まれそうなほど澄み切った青空と、

  　――タイル張りの味も素っ気もない灰色の床と、

  　――目が眩くらむほどに美しい、可か憐れんな美少女。

  　屋上で両手を広げて、春風を体全体で受け止めている女の子。

  　新雪のように淡く白い肌は、萌もえ黄ぎ色いろをした歌劇学園の制服と絶妙のコントラストを生んでいる。背は高いけど線が細くて華きや奢しやな印象なので、見ているだけで「守ってあげたい」という庇ひ護ご欲よくが掻かき立てられる。

  　身長と比して小さな頭。髪はサラサラのショートカット。顔立ちは一見すると中性的なのに、見た瞬間に思いついた単語は「かっこいい」ではなく「綺麗」だった。両手を広げ、全身で春風を受け止めて、目を閉じたままピンク色の唇でひそひそと囁ささやく様子は、この世のものではない幻想的な雰囲気を感じさせる。

  　ひょっとして、妖よう精せい？

  　そう思ってしまうほど、初対面の彼女は浮き世離れして見えた。あるいは、ボクはこの一瞬で彼女の虜とりこになっていたのかもしれない。

  「……そうだよ。これがいい女だよ」

  　無意識にボクはつぶやく。思い描いていた理想の女性像を見つけた気がして、ボクは込み上げる感動を抑えきれない。そうだよ、彼女こそ乙おと女めの中の乙女。キングオブ乙女だ！　……待てよ。この場合、クイーンオブ乙女かな？

  　とにかく、ボクは心の底から「彼女みたいになりたい」と思ってしまった。

  　どれくらいそうしていたのか。ボクが身動きするのも忘れて見とれていると、視線に気づいた彼女が不意にこちらを向いた。

  　澄み切った青空のように晴れやかに、満開の桜のように艶やかに、彼女は可か憐れんに微ほほ笑えんだ。

  「こんにちは」

  　聞こえてきたのは、愛らしい容姿とは少しギャップのあるハスキーな……でも耳に心地いい癒いやしの声。

  「？」

  　ボクを見つめたまま、彼女が不思議そうに首を傾かしげる。
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  　はっ、そうだ。ボクってばせっかく挨あい拶さつされたのに何で無視してるんだよ。ちゃんと返事しなきゃ。

  「え、えっと、こんにちは。こんなところで何してるの？」

  　緊張でどもりながら、ボクは彼女との会話を試みる。質問された彼女は両手を思い切り広げると、全身で太陽の光を浴びるように空を見上げた。つられて上を見たボクは、そこに鮮やかな青を見た。

  「今日はとてもいい天気なので、ひょっとしたら雲が掴つかめるのではと思いまして」

  　なんかメルヘンなこと言ってる！

  　さすがは人材の宝庫、歌劇学園。ただ綺き麗れいなだけじゃないとは思ってたけど、まさか本物の不思議ちゃんだったとは。でも、そこがいい！

  「へ、へえ。雲が好きなんだ。ボクも晴れの日って大好きだよ」

  「そうなのですか？　気が合いますね。ひょっとすると、あなたとは前世で会っていたのかもしれません」

  「ぜ、前世？」

  「はい。私の前世は、世界中に春を運ぶ『風』でした。白い雲と一緒に世界を旅していたのです。ですからこうして空を眺めていると、前世を思い出して気持ちが安らぐのです」

  　うわぁ……。

  　って絶句してる場合じゃないよね。「美人」で「癒いやし」で「不思議ちゃん」で「前世は風」なんて、なんかもういろいろとアレだけど、とにかく彼女がボクの理想の女性像であることは間違いないんだから。ボクは、もっと彼女と仲良くなりたいんだ！

  　あ。でも、どうやって仲良くなればいいんだろ。いきなり「友達になってください」って頼むのも変だよね。そもそも友達って頼んでなるものでもないと思うしさ。

  　そもそも彼女は何年生なんだ？　一年の教室では見かけない顔だから、やっぱり上級生かな？　そっか、相手は年上か。そういえば年上の女性と親密になる方法を、何かの小説で読んだ覚えがあるぞ。よし、あの方法を実践してみよう！

  　ボクはつかつかと彼女に歩み寄ると、手を合わせながら心を込めて訴えた。

  「お願いします！　ボクのお姉さまになってください！」

  「え？」

  　……絶句する彼女。あれ？　ボク、何か間違えた？

  「ええと、ごめんなさい。あなたの気持ちは嬉うれしいけれど、私はお姉さまなんて柄ではないから。だってほら、お姉さまというのは年上の女性がなるものでしょう？」

  　落ち着いた物腰で、ボクの願いをやんわりと拒絶する。だからといって簡単に引き下がるわけにはいかない。せっかく恥ずかしいのを我慢して叫んだんだから、ここまできたら押しの一手だ！

  「変じゃないよ！　だってボクより年上で、すごく綺き麗れいで落ち着いていて、とっても『お姉さま』って感じがするよ？」

  「私が年上、ですか？」

  　あれ、年上だよね？　そう考えて、ボクは相手の素性を何も知らないことに今さらながら気がついた。慌てて背筋を伸ばすと、まずは自分から自己紹介。

  「ボクは一年Ａ組出席番号一番、綾平きらら。十五歳」

  　ボクの自己紹介を受けて、彼女は一瞬驚いた表情を浮かべてから、癒いやし効果のあるハスキーボイスで自分の素性を明かしてくれた。

  「初めまして。一年Ａ組出席番号五番、小こ旗ばた真ま白しろです。きららさんと同じ十五歳です」

  「えっ、ボクと同じ十五歳!?」

  　衝撃の事実にボクは体ごと仰のけ反ぞって驚きを表現する。だって、ボクのように背丈もバストも小学生時代から成長していないお子様体型と、こんなに綺麗でスタイルがよくて大人びた美少女が同い年だなんて、神様は不公平すぎる！

  　……あ、でも意外と胸の大きさは変わらないかも。

  「……あれ？　今、一年Ａ組って言わなかった？」

  「はい。言いました」

  「ボクと同じクラスじゃないか！」

  「はい。偶然ですね」

  「そうじゃなくて！　ボク、あんたのことクラスで見かけたことないよ！」

  「はい。私も一年Ａ組の教室に入ったことは一度もありません」

  「教室に入ったことがない？　なら授業とかどうしてるんだよ」

  「そうですね。いつもは保健室で、一人きりで授業を受けています」

  「え？」

  「ええと、私には人前に出られない事情がありまして……。ですから、その、私のことは秘密にしていただけるととても助かるのですが」

  　もじもじと、言いにくそうに彼女が言葉を詰まらせる。

  　ええと、つまり話をまとめると、彼女は一年Ａ組の生徒だけど教室に入ったことが一度もなくて、学校には登校してるけど授業はいつも保健室で受けていて、そこには秘密にしておきたい個人的な事情があって……。

  　……そっか。人にはいろいろ事情があるよね。「不登校」「心の病気」といった単語が頭の中で渦巻いて、ボクは海より深く反省する。他人の事情を根掘り葉掘り聞き出そうとするなんて、ボクはなんてデリカシーのないやつなんだ。

  「ごめん。立ち入ったことを聞いて気分を悪くしたよな。本当にごめん」

  　そう言ってボクは神妙に頭を下げる。

  「気にしないでください。私は全然気にしていませんから」

  　優しく語りかけながら、彼女は白しら百ゆ合りのように可か憐れんに微ほほ笑えんだ。

  「それどころか私は嬉うれしいんですよ。だって歌劇学園に通うようになって、初めてクラスメイトとお話ができたのですから」

  　……どうしよう。この子はものすごくいい子だ。そうと知って、ボクは今まで以上に「彼女と友達になりたい」と思ってしまった。

  　だからボクは下手な小細工をやめることにした。綾平きらららしく真正面から彼女にぶつかることにした。ボクはあんたと友達になりたいと、それだけを伝えようと息を吸い込み、口を開きかけて、

  「きららさん。よかったら、私と友達になっていただけませんか？」

  　……彼女に先を越されてしまった。

  　本当は飛び上がりたいほど嬉しいくせに、性根がひねくれているボクはそれを素直に表現できなくて、気がつくと斜に構えて言い返していた。

  「べ、別に、友達になってあげてもいいよ。あー、でも条件が一つだけあるけど」

  「条件？　それは何でしょうか？」

  　不安そうな目で彼女がボクを見る。ボクは偉そうに腰に手を当てて、でも恥ずかしいから彼女からは目を逸そらしながら、きっぱりと言ってやった。

  「『きららさん』なんて他人行儀はやめろよな。ボクのことは『きらら』って呼べ」

  「……はい。では、私のことも『真白』と呼んでください」

  　そしてボクたちは目を合わせ、二人同時に笑い出した。

  　こうしてボクは、真白の初めての友達になった。

  

  「きららの肌はとても綺き麗れいですね」

  　二人きりの屋上で、ボクと真白は座ったまま見つめ合っている。身を乗り出した真白が、細い指でボクの唇にそっと触れる。真白の整った顔が間近に迫って、ボクは恥ずかしさで体が熱く火ほ照てるようだった。

  「あの、真白？　顔が近いよ」

  「動かないでください」

  「そんなこと言われても、こういうことは初めてだから緊張する……」

  「肩の力を抜いて、すべて私に任せてください」

  　経験豊富な真白の指がボクの唇を優しく撫なでる。ぬるりとした感触に唇を塞ふさがれて、ボクは目を閉じながら真白のされるがままに身を委ゆだねた。

  「……はい、できました」

  　真白の声を聞いて、ボクは閉じていた目をようやく開く。吐息をつきながら前を見ると、正面に座る真白が手鏡をボクに向けていた。

  「眉まゆの形を整えてアイラインを入れてみたのですが、どうでしょうか？　唇にも透明のグロスを塗って艶を出してみました」

  　鏡をボクに手渡して、真白は指についたグロスをテイッシュで拭ふき取る。へー、ほー、これがナチュラルメイクってやつか。ちょっと目元が優しくなっただけなのに、印象がまるで違って見えるよ。まじまじと鏡を見ながら、ボクはしきりに感心してしまう。

  「はぁ～、メイクって凄すごいね。女は化けるって本当だ」

  「何を他ひ人と事ごとのように言っているのですか。きららだって立派な女の子ですよ」

  　うーん。真白みたいな美少女に言われると、何だか照れちゃうね。

  　お互いを名前で呼び合うようになってすぐに、ボクは「どうすれば真白みたいに女らしくなれるのか」と目を輝かせながら質問した。対する真白は「私も女らしくなりたくて勉強している最中です」と答えて、最近はメイクに凝っているのだと教えてくれた。

  　何でも、真白が暮らす下宿の大家は現役のメイクアップアーティストで、連日のように特訓を受けているらしい。自分を綺き麗れいに見せる勉強に余念がないなんて、さすがは前途有望な歌劇学園の生徒。美少女への道は一日にしてならずだ。

  　ちなみに、言うまでもなくボクはメイクに関してはまったくの無知だ。どのくらい無知かというと、真白がチューブに入ったジェル状の物体を出したのを見て「何それ！　唇に塗るのに口紅じゃないの!?」と素で驚いたほどだ。グロスっていうんだね。全然知らなかったよ。つくづくボクは女の子レベルが足りてない。
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  　とまあ、そんな成り行きで真白がボクにメイクを施してくれたわけだけど……。

  「それにしても、いきなり化粧道具を出したときは驚いたよ。常に道具を持ち歩いてるなんて真白は女の鑑かがみだね」

  「いいえ、私は臆おく病びようなだけです。自分に自信がないから、メイクを勇気に変えているだけです」

  　自分に自信がないから化粧道具が手放せないという真白。男同然に育ったボクにはよくわからない心理だけど、ひょっとするとヒーローが変身して強くなるように、女の子はメイクをして強くなるのかもしれない。

  　そんなことを思いながらグロスで光る唇を撫なでていると、真白は化粧道具一式をポーチに詰め込んでボクに差し出してきた。

  「これ全部、きららに差し上げます。きっと役に立つと思いますから」

  「えっ、そんな悪いよ。それがないと真白が困るだろ？」

  「気になさらないでください。私が普段使っている道具は別にありますから」

  　穏やかに微ほほ笑えむ真白はとても愛らしくて……。悔しいくらいに、ボクが思い描く理想の女性像そのものだった。

  「神様は不公平だよな。ボクは真白のような素敵な女の子になりたかったよ」

  「……私は、きららが思っているような素敵な女ではありませんよ」

  　ボクのつぶやきを聞いて、真白が寂しそうに首を振る。何だろう。今の真白の表情にはどこか違和感があった。どこが変なのかは上手く説明できないけど。

  　違和感の理由を考えてボクが黙り込んでいると、真白は芍しやく薬やくのように凜り々りしく背筋を伸ばして、癒いやし系のハスキーボイスで囁ささやいた。

  「きららには、好きな人がいるのですね」

  　まんまと図星を指されたボクは、自分でも驚くほどあっさりと頷うなずいてしまった。出会って一時間もたっていない相手に、恋の悩みを打ち明ける自分が意外だった。そんな風に打ち明けられる相手に出会えたことが、とても誇らしかった。

  「ボクの片想いを見抜いたってことは、ひょっとして真白にも好きな人が？」

  「……片想いは切ないですよね」

  　真白が意味深に微ほほ笑えむ。そうか、真白もボクと同じように片想いで悩んでいたんだ。だから必死にメイクの勉強をして、綺き麗れいになろうと努力してるんだ。

  　意外だった。だって真白はこんなに綺麗なのに。今のままで十分素敵なのに。無理に自分を変えなくても、いくらでも両想いになれそうなのに。

  　そう思っていたら、真白は牡ぼ丹たんのように優雅な仕草で首を傾けた。

  「きららは今のままでも十分素敵ですよ。きららならきっと好きな人と両想いになれます」

  「ボクは素敵なんかじゃないよ。ガサツで、口が悪くて、あの人が好きな『いい女』とは程遠い。だからボクは真白みたいになりたいんだ」

  「真白のようになりたい」と訴えられて、彼女は困惑したように表情を曇らせる。

  「きららは、どんなに頑張っても、私にはなれませんよ」

  「そ、そんなのわかってるよ！　でもボクは真白みたいな女の子になりたくて……」

  「ありのままの自分を出せるのはとても素晴らしいことです。きららはきららのままでいるべきです」

  「ありのままのボクを好きになってくれる人なんてどこにもいないよ。いったい誰が、こんなボクを好きになってくれるって言うんだ？」

  「自分を好きになってもらう方法、ですか。それは私も教えてほしいですね。私も好きな人に振り向いてもらえなくて悩んでいる一人ですから」

  「そんなことないだろ。真白みたいな美人を好きにならないやつなんていないよ」

  「恋というのは不思議なもので」

  　切ない瞳ひとみで空を見上げた真白は、流れる雲を掴つかもうとして上へ上へと手を伸ばす。

  「……一番気づいてほしい相手に限って、なかなか気づいてくれないものです」

  　空へと伸びた白い指は、しかし、雲には届かない。

  「だから、今はただ、自分にできることを精一杯やるだけです。いつかありのままの私を見てくれると信じて、今は自分を磨くしかないんです」

  　まるで自分に言い聞かせるように、真白が風に囁ささやく。

  　だけど、一生懸命努力して、一心不乱に自分を磨いて、それで本当に雲に手が届くのだろうか。いつか雲に手が届くと信じて、自分を磨き続けるしか方法はないのだろうか。

  　空へと伸びる真白の細い指を見ながら、ボクは思う。

  　そもそもボクが磨くべき「自分らしさ」って何だろう？

  　ボクの魅力って、何だろう？

  

  放課後

  

  　昼休みが終わった後もボクはずっと考えていた。いい女になるために、ボクは何をすればいいのか。好きな人に振り向いてもらうために、ボクは自分の何を磨けばいいのか。

  　でも、いくら音楽の授業中、ベートーベンの鼻の穴に画が鋲びようを刺しながら考えても、いい考えは一向に湧わいてこなかった。

  　だからボクは決心した。どこを磨けばあの人はボクを好きになってくれるのか、こうなったら本人に直接聞くしかない！　あの人が思う「いい女」とはどういう女性なのか、本人に問い質ただしてやる！

  　帰りのホームルームを終えたボクは、さっそく憧あこがれの君を捜して教室内を見回した。

  　大好きなあの人は教壇に立っていた。男らしいオールバックの髪、勇ましい黒のサングラス、室内でもコートの襟えりを立てて雄々しく歩くその姿……。ああ、愛いとしのジョー先生！　今日もかっこいい♥

  　学級日誌を小こ脇わきに抱えて教室を出ていくジョー先生に、ボクはうっとりと見とれてしまう。ジョー先生は、いつもかっこいいなぁ……。

  「って、ちょっと待った！」

  　教室から出ていこうとするジョー先生を、ボクは大慌てで呼び止めた。ついさっき「本人に直接聞く」と決心したばかりなのに、質問する前にいなくなられたら困る！

  　真白から貰もらった化粧道具を鞄かばんに詰め込むと、ボクは先生を追って教室を飛び出した。

  「うおおおおおおっ！」

  　ガンガンガン！

  　廊下ではＫＡＣ部長の力丸先輩が、コンクリートの壁に頭突きをしていた。

  　その場で回れ右して教室に逆戻りするボク。物陰からこっそり廊下を覗のぞくと、額から大量出血した部長がジョー先生に説教されていた。うん、そりゃそうだ。頭から血を流しながら校舎の壁に頭突きをしている生徒がいたら、そりゃジョー先生じゃなくても捕まえて説教するに決まってる。

  「でもどうして部長がこんなところに？　まさか、またボクを連れ戻しに来たのか？　どうしてそこまでボクに構うんだよ。ボクのことなんて放っておけばいいのに」

  　独り言をつぶやくボクの脳裏に、雅弥兄ぃの言葉が甦よみがえる。

  『力丸先輩はお前の才能を評価しているからこそ、大切に育てたいと思っているのではないか？』

  「……今さらそんなこと言われても手遅れだよ。ボクはもう、ＫＡＣには戻らないって決めたんだ」

  　女らしくなるために、ボクはＫＡＣを辞めると決めた。ジョー先生と両想いになれるなら、ボクはスーツアクターになる夢を諦あきらめても悔いは……悔いは、ない……。

  　なぜだろう。急に胸が苦しくなって、ボクはこの場から逃げ出したくなった。とりあえず部長がいなくなるまでどこかに隠れよう。ジョー先生に話を聞くのはそれからだ。

  　そうだ。せっかく化粧道具を貰ったんだから、これを使わない手はないよな。ばっちりメイクをして女らしくなってから、愛しのジョー先生に会いに行こう。

  　ボクは忍び足で教室を抜け出すと、一目散に女子トイレへと駆け込んだ。

  　化粧道具一式を取り出して洗面台に並べる。見てろよ、先生がびっくりするくらい綺き麗れいになってやるからな。まずはアイシャドウだ。色をたっぷりつけて、ぺたぺたぺた、ぬりぬりぬり……。うーん、色が濃いから浮いて見えるな。もっと眉まゆをしっかり描けばいいのかな。かきかきかき……。ん？　これは何だ。チーク？　頬ほおに塗ればいいのか？　ぺたぺたぺた……。あれ、全体のバランスが悪くなった気がする。バランスを取るためにアイシャドウの面積を増やしてみるか。ぬりぬりぬり……。

  

  　苦節十五分。ついにボクの初メイクが完成した。

  　地肌が見えなくなるくらいファンデーションを塗りたくった色白な顔。長く太くしっかりと描かれた雄々しい眉まゆ。たっぷりと塗った青いアイシャドウのおかげで怖いくらい大きく見える瞳ひとみ。頬に塗りたくったチークのピンク色は、人間離れした血色の良さを演出している。

  　……完かん璧ぺきだ。

  　生まれて初めての化粧だったからどうなることかと思ったけど、まさかこれほど上手くいくとは思ってもみなかった。この完成度なら、ジョー先生もボクを女らしいと思ってくれるに違いない。

  「よし、この顔で職員室に乗り込もう！　そして先生をびっくりさせるんだ！」

  　力強く叫びながら化粧品をポーチに詰め込み、意気揚々と出口に向かいかけた、そのとき！　絶妙のタイミングで、同級生の眼め鏡がねっ子が女子トイレに入ってきた。

  「いやあああああああ！」

  　彼女は絶叫しながらトイレを飛び出した。

  　……ボクは顔を洗うことにした。

  　やっぱりそうだったのか。薄々変だとは思ってたんだ。恥をかく前に気づいてよかったよ。学食で出会った先輩や、屋上で知り合った真白の整った顔立ちを思い出しながら、ボクは冷たい水道水を何度も何度も顔に叩たたきつける。

  　わかってるよ。ボクなんかがどんなに化粧をしたって、あの二人のような美人にはなれっこないんだ。ボクのようにガサツで、口が悪くて、乱暴者のアクションバカを、好きになる男の人なんていやしないんだ。わかってるよ。そんなこと、言われなくてもわかってるよ。

  　それでも、ボクはあの人が好きなんだ。あの人好みのいい女になりたかったんだ。

  　どろどろに溶けた化粧と一緒に、ボクの頬を水滴が流れ落ちる。頬を伝う水滴を洗い流そうと、ボクはさらに水道水を手で掬すくう。何度も顔に水を叩きつけて、タオルでごしごしと目元を拭ふいて、ボクはようやくすべてのメイクを洗い落とした。

  　化粧をすべて――真白に塗ってもらったグロスもすべて――落としたボクは、化粧品の詰まったポーチを乱暴に掴つかむ。

  「こんなもの！」

  　役立たずな化粧品をポーチごとゴミ箱に叩き込もうとして、ボクの手は高々と掲げられたまま静止した。真白の笑顔が目に浮かんで、「きっと役に立つと思いますから」という真白の声が耳に聞こえて……。

  　音もなく頬ほおを水滴が流れ落ちたので、ボクは制服の袖そでで目元を拭ふいた。

  「……真白に返そう。これはボクなんかじゃなくて、真白のような女らしい子が持つべきだ」

  　ポーチを握り締めたまま、ボクはとぼとぼと歩き出す。

  　ボクの心から、ジョー先生に会いに行く気持ちは消え失せていた。

  　素顔のままでジョー先生に会う勇気が、どうしても湧わいてこなかった。

  

  　でも、会いたくないときに限って鉢合わせしたりするんだよな。

  「保健室で授業を受けている」と言っていた真白を捜して、ボクはポーチを握り締めたまま、保健室へと続く一階の廊下を歩いていた。とぼとぼと足取りも重く歩いていたボクは、タイミング良く（悪く？）職員室から出てきたジョー先生の姿を発見する。

  「そういえば一階の廊下は職員室に面してるんだった！」

  　今頃思い出したボクは、大慌てで曲がり角に身を隠した。ほんの数分前までは「ジョー先生に会って話を聞くんだ」と息巻いていたくせに、今ではすっかり逃げ腰だ。

  「ダメだ。回り道しよう」

  　先生から逃げ出すように、ボクは、来た道を戻ろうと踵きびすを返す。

  　けど、どうして悪いことってのは重なるのかな。慌てていたボクは持っていたポーチを床に落としてしまった。落ちた衝撃で、ポーチの中身が床にばら撒まかれてしまう。

  「どうして急いでるときに限って！」

  　神様に不満を訴えながら、ボクは地面に這はいつくばって落とし物を拾い集める。化粧品を次々とポーチに押し込みながら、ボクは拾い忘れがないかと辺りを見回して……。

  　壁際にぽつんと落ちている、チューブ入りのグロスを発見した。

  　屈かがんだまま手を伸ばして、落ちていたグロスを拾い上げる。そのままポーチに押し込もうとして……ボクの手が止まった。

  　屋上で聞いた真白の声が、耳の奥に甦よみがえる。

  『私は臆おく病びようなだけです。自分に自信がないから、いつもメイクを勇気に変えているんです』　

  「……そっか。真白もボクと同じだったんだ」

  　ボクは綺き麗れいになりたかった。学食で出会った先輩のように、屋上で知り合った真白のように、誰もが認める外見の美しさに憧あこがれていた。外見が綺麗になれば、ジョー先生もボクを見てくれると思ったから。

  　外見の美しさが、いい女の条件だと思っていたから。

  「だけど違うんだね、真白」

  　グロスを持ったままボクは立ち上がる。窓ガラスを鏡に見立てて、唇に触れる真白の指の感触を思い出しながら……ボクは自分の指で、自分の唇に、グロスを塗った。

  　艶のある唇を――いつもとほんの少しだけ違っている自分の顔を見つめながら、ボクはようやく真白の言いたかったことを理解した。

  「メイクは、自分を変えるきっかけなんだ」

  　それはまるで、ボクの好きなヒーローが変身して勇気を手に入れるように。

  「メイクは、女の子の勇気なんだ」

  　真白は言った。自分は臆おく病びようだからメイクを勇気に変えている、と。真白はボクに化粧品を渡したんじゃない。真白はボクに勇気をくれたんだ。恋に悩んでいたボクに、女の子の勇気をくれたんだ。

  　――窓に映る唇を見て、ボクの心に勇気が湧わいた。

  「……よし」

  　ガラスに映る自分を見て、ボクは力強く頷うなずく。

  　もう大丈夫。勇気を手に入れた今なら、ジョー先生ともちゃんと話ができる。出会って間もない親友から力を貰もらったボクは、敢然と前を向いて――。

  　目の前に立っているジョー先生と、目が合った。

  「ひいいやあああああ！」

  　まるで盆踊りでも踊るかのように、或あるいは川で溺おぼれて沈みかけるように、両手をぱたぱたと振りながら右往左往するボク。いきなり奇声を上げて盆踊りを始めたボクを見て、ジョー先生は明らかに怯ひるんだ様子だ。

  　はっ。しまった。ジョー先生の前でこんな醜態を晒さらしちゃいけない。女の子の勇気を思い出して冷静に対処しなきゃ。えー、こほん。

  「こんにちは。ジョー先生」

  　盆踊りを突然やめて優雅にスマイル。本当は心臓がばくばく鳴ってるけど、そんな乙おと女め心ごころは微み塵じんも表に出さない。

  「そうだ！　先生に聞きたいことがあるんだ！」

  　唐突にボクは話を切り出す。目の前に好きな人がいるせいで、心臓はばくばく鳴ってるし顔は火ほ照てって熱いくらいだけど、だからといってここで怯ひるむわけにはいかない。ＫＡＣを辞めたボクにはもうジョー先生しか残っていないんだ！　スーツアクターへの未練を断ち切るためにも、ボクはこの恋を絶対に成就させなきゃいけないんだ！

  　ジョー先生の顔を見て、ボクが思い出すのは、先生を好きになったそもそものきっかけ。

  　ボクの夢を知った先生が、夢を後押しするために、スタントマン事務所に掛け合ってくれたこと。事務所の人から「一定の身長に満たない者は所属させない方針だ」とはっきり言い渡されたこと。すごくショックだったけど、それでもボクは強がって、平気なフリをして……。そんなボクのためにジョー先生は怒ってくれて、ボクの頭を撫なでながら、悪役らしくぶっきらぼうに慰めてくれて……。

  「ボクは、先生の悪役らしいところが格好いいと思う！」

  「そ、そうか」

  　何の前置きもなく、ジョー先生のかっこよさを褒ほめ称えるボク。いきなり褒められて、ジョー先生は明らかに戸惑っている様子だ。

  「だから教えてくれ。先生は、どういう人を魅力的だと思うのか！」

  　外見の美しさだけがいい女の条件じゃない。そのことにようやく気づいたボクは、どうしても、ジョー先生が思ういい女の条件を知りたかった。どうしても、ボクはジョー先生好みのいい女になりたかった。

  　ＫＡＣを辞めて、スーツアクターになる夢を諦あきらめたボクには、もうジョー先生しか残っていない。だから教えて先生。ボクは必ず先生好みの女になってみせるから。ジョー先生のためだと思えば、夢への未練も断ち切れるから……だから……。背の低いボクは、夢を諦めなきゃいけないから……どうしても、先生と……。

  　……どうしてだろう。スーツアクターになる夢は諦めたはずなのに。どうしてボクの瞳ひとみは、こんなにも潤んでいるんだろう？

  「俺は」

  　ボクの潤んだ瞳を見つめたまま、先生が質問に答える。先生が考える、いい女とは。

  「俺は、夢に向かってひたむきに頑張るやつが好きだ」

  　ボクのために、先生が真剣に答えてくれる。

  「そうだ。俺は夢に向かって努力するやつが好きだ。どんな逆境にも挫くじけない。最後まで希望を捨てない。自分を信じて前向きに生きるやつは、最高に魅力的だ」

  　夢に向かって前向きに生きる人が好き。それが、ジョー先生にとっての「いい女」。

  　夢。ボクの夢。綾平きららの夢は――最高のスーツアクターになること。

  　……そうか、やっとわかったよ。先生に好かれるためにＫＡＣを辞めるなんて本末転倒だったんだ。学食で会った先輩も、屋上で会った親友も、同じことを言っていた。本物のいい女になりたいなら、まずは自分らしくあるべきだと。

  　ボクにとっての自分らしさ。それは夢を諦めないこと！

  　そうだよ。スーツアクターになる道だって完全に断たれたわけじゃない。スタントマン事務所は一つだけじゃない。卒業までに背が伸びる可能性だってある。特例として事務所に所属させたくなるくらい、ずば抜けた技術を身につければいい。それがどんなに険しい道のりでも、可能性は決してゼロじゃない。

  　ボクはスーツアクターになる夢を諦めない。ボクは自分を信じて前向きに生きる。それが綾平きららの「自分らしさ」だ！

  　そうだ、ボクの決意を先生に見てもらおう。アクションに情熱を捧げるボクを見てもらおう。夢に向かって努力する、ボクの姿を見てもらおう！

  「先生！」

  　恋と夢。双方を手に入れるため、ボクは腹の底から声を張り上げる。

  「先生に果たし合いを申し込む！　ボクと勝負しろ！」

  　ＫＡＣ伝統の果たし合いは、ボクのアクションを見てもらう格好の舞台。夢にかける情熱が些いささかも衰えていないことを証明するため、ボクは先生に挑戦状を叩たたきつけた。

  　……どうやらボクは、骨の髄までＫＡＣ色に染まっていたらしい。

  

  後日談

  

  　ジョー先生をコテンパンに叩きのめすことで、ボクのアクションにかける情熱を伝えきってから数日が過ぎた。

  　――夢に向かって努力するやつが好きだ。

  　先生の言葉を受けて、改めて自分の夢を……スーツアクターへの道を邁まい進しんすると決意したボクは、まず力丸部長に謝罪してＫＡＣに再入部する決心をした。いろいろ問題のある部だけど、歌劇学園でアクションを学ぶなら、やはりＫＡＣ入部は必要不可欠だからな。

  　でも、きっと部長は怒ってるだろうな。偉そうに啖たん呵かを切って出ていったボクを、再入部させてくれるかな。ええい、悩んでいても仕方ない。夢をこの手に掴つかむため、覚悟を決めたボクは汗臭い部室のドアを蹴けり開けた。

  「たのもー！」

  　道場破りよろしく部室に上がりこむボク。ところが部長が一方的に喋しやべり始めたせいで、ボクは再入部希望を伝えるより先に意外な報告を聞くハメになった。

  「というわけで、ＫＡＣ部員をメインとするアクションドラマの製作が正式に決定した」

  　は？　ＫＡＣ主催のアクションドラマ？　思いがけない展開にボクは言葉を失う。だが、本当に驚くべきはここからだった。

  「そのドラマのヒロインとして『アクションのできる女子』を求められたので……きらら、お前を推薦しておいた」

  「ボクを!?」

  　予想外の展開にボクは目を丸くする。だって、ボクは部長の股こ間かんを蹴り飛ばして「ＫＡＣには二度と戻らない」と啖呵を切って部を飛び出したのに。そんなボクを部長が推薦してくれていたなんて。

  「大事なドラマのヒロインが、本当にボクなんかでいいのか？」

  　台本を受け取りながら、それでもボクは聞かずにはいられない。本当にボクでいいのか？　ＫＡＣにとって大切なドラマのヒロインを、ボクなんかがやっていいのか？　喜びと不安で喉のどを詰まらせるボクへ、部長は堂々と大胸筋を張りながら「もちろんだ」と言ってのけた。

  「でも、この企画を取るのに部長は相当苦労したんだろ？」

  「なあに、たいしたことはしていない。単にありったけの情熱を筋肉に込めて、生徒会長を熱く激しく説得しただけの話だ。俺の熱意溢あふれるマッスルトークを受けて、生徒会長は快くドラマの実現を約束してくれた」

  　そうか。暑苦しい筋肉で生徒会長を脅迫したのか。まあ結果オーライだから、部長の情熱だけは評価しないこともない。被害にあった会長には申し訳ないけど。

  　とばっちりを受けた生徒会長に同情しながら、ボクは改めて部長に感謝を述べる。声が震えて上手く言葉にならなかったけど、それでもボクの気持ちは伝わったらしい。部長は豪快に笑いながら、

  「がっはっはっ、気にするな。きららは俺の大事な後輩だ。お前が大成することは、俺にとってもこの上ない喜びなんだ。だからお前が気に病む必要はない」

  　そう言って、ボクの不安を笑い飛ばした。

  　部長が笑うだけで、いろんな不安や心配がすべて吹き飛ぶようだった。ボクはこの人が部長に選ばれた理由を……この筋肉バカがどうして部員たちに慕われているかを理解して、改めて頭を下げる。

  「すみませんでした！」

  　腹の底から声を出しながら、ボクが思い出したのは雅弥兄ぃとの短い会話。

  　部長が筋トレばかりやらせるのは、ボクがケガをしないよう配慮してのこと……。

  　そうだよ。部長は誰よりも後輩思いなんだ。ただちょっと表現が他人とずれていて誤解されやすいだけなんだ。そうとわかってボクは心から謝った。ごめん部長。すみませんでした！

  　ボクの本気の謝罪に、部長は平然とただ一言。

  「気にするな」

  　ボクの中で、部長の株が急上昇した瞬間だった。

  　そしてボクは三度頭を下げる。

  「お願いします、部長！　ボクをもう一度ＫＡＣに入部させてくれ！　ボクは部長に、もっとアクションを教わりたいんだ！」

  　……もうちょっとだけ、この筋肉バカを信じてみよう。

  　スーツアクターになるために。ボクが憧あこがれた最高のヒーローになるために。

  　そして、あの人好みのいい女になるために。

  

  　再入部を果たしたその日から、ドラマの収録に向けて、ボクと部長の血の滲にじむような猛特訓が始まった。

  「いくぞ、きらら！　アクションドラマの本番に向けて今日から特訓だ！」

  「はい！　よろしくお願いします！」

  「ではドラマでのきららの役どころを説明する！　簡単に言うと、謎なぞの覆面忍者に命を狙ねらわれたお兄ちゃんを助けるため勝手に兄の家に住み着いた萌もえロリ妹役だ」

  「え？」

  「まずは妹になりきる特訓だ。俺の言う台詞せりふを復唱しろ！『お兄ちゃん！』」

  「あの、アクションの特訓は……」

  「お兄ちゃん！」

  「お、お兄ちゃん……」

  「声が小さい！　もう一度、お兄ちゃん！」

  「……お兄ちゃん」

  「次の台詞だ！『お兄ちゃん、大好き♥』」

  「やってられるかー！」

  　びりびりびり！

  「ああっ、台本がああああ！」

  　……ヒーローへの道は、遠く険しい。



  


  第三幕　「辰巳城二」の片想い

  

  　俺はガキが嫌いだ。

  　あいつらはいつだって自分のことしか考えていない。やれ勉強を教えろだの、やれ相談に乗ってくれだの、くだらないことでいちいち俺を頼るな。俺はてめえらのママじゃねえんだ。

  　そもそも教師なんて仕事は俺には向いてなかったんだ。十五年前、当時売れない役者だった俺は「歌劇学園に就職すればドラマの仕事が増える」と聞いて、藁わらをも掴つかむ思いで採用試験を受けた。役者のくせに教員免許を持っていた俺と、教員免許を持つ役者を探していた学園側の、利害がたまたま一致しただけの話だ。

  　いいか、耳の穴かっぽじってよく聞きやがれ。

  　俺には野望がある。歌劇学園での生活は野望を叶かなえるための単なる踏み台だ。だから給料分は働くが、それ以上ガキどもの面倒をみる気は毛頭ない。ガキが俺に迷惑をかけるんじゃねえ。てめえの問題はてめえで解決しろ。

  　まったく、学生なんてのは自分のことしか考えてないやつらばかりだ。もっと周りに目を配れ。たまには俺のことも考えろ。少しは俺の気持ちに気づけ。

  　だから俺は、ガキが嫌いなんだ。

  

  早朝

  

  「本日の連絡事項ですが、放課後に第一体育館でドラマの収録が行われるので、バレー部とバスケ部は体育館以外の場所で練習を行うように……」

  　早朝の退屈な職員会議の席で、俺は屋内なのにトレンチコートを着たまま、教頭先生の甲高い声に耳を傾けていた。

  　歌劇学園の教頭は学園ドラマに登場する嫌味な教師そのままの、出っ歯で猫背な小男だ。耳障りな甲高い声、スケベそうなニヤけた口元、聞こえるように悪口を言う陰湿な性格と、三拍子揃そろった小悪党の教頭は、当然のごとく生徒たちからすこぶる嫌われていた。

  　だがそんな教頭も人の子で、以前酒の席で俺に愚痴をこぼしたことがある。

  「誰も好き好んで嫌われたくなんかないですよ。私だってねぇ、できることなら生徒たちに好かれたいんです。でもね、教頭先生は生徒たちに嫌われてナンボなんですよ。学園ドラマの教頭先生は、嫌味なやつだとむかしから相場が決まってるんです」

  　何かを手に入れるには、得てして何かを諦あきらめなきゃいけない。出っ歯の教頭の場合、「歌劇学園の教頭」という地位を手に入れるために、「生徒たちの人望」を諦めたってわけだ。この取引を安いと思うか高いと思うかは人それぞれだろう。

  　歌劇学園で働く教員の掟おきて。それは、学園ドラマにありがちな教師像を常日頃から演じること。これは校内で四六時中ドラマ撮影が行われている歌劇学園ならではのルールだ。

  　例えば、恰かつ幅ぷくのいい温厚な学園長。小悪党な猫背の教頭。世間知らずで熱血漢の新人教師。やたらと厳しい、眼め鏡がねのオールドミス教師。ジャージ姿しか見たことがない屈強な体育教師に、生徒思いの若い美人女教師。かくいう俺も、デフォルメされた教師像を日々熱演している。

  　俺は歌劇学園一年Ａ組担任、辰たつ巳み城じよう二じ。人は俺を「さすらいのジョー」と呼ぶ。

  　大量の整髪剤でガチガチに固めたオールバックの髪。室内でも決して脱がない膝ひざ丈たけのトレンチコート。黒のサングラスで目を隠し、ダークスーツに血の色のネクタイで完全武装した俺は、何も知らない人間が見たらヤクザの若頭だと勘違いすること請け合いだ。

  　こんな教師にあるまじき服装の俺は、数年前から歌劇学園で「不良教師」という役割を任されていた。

  　この不良教師というレッテルを、俺はかなり気に入ってる。もともと悪役志望だった俺は、これを契機に悪役「辰巳城二」の名を全国に轟とどろかせるつもりだった。調子に乗って入学式でヤンチャしちまって、学園長にこっぴどく叱しかられたのも今ではいい思い出だ。

  「それでは今日も一日頑張りましょう」

  　教頭の甲高い声とともに、朝の職員会議はつつがなく終了した。俺は机に置いてあった出席簿を手に取ると、担任をしている一年Ａ組の名簿に目を通す。

  　――何かを手に入れるためには、代償として何かを諦あきらめなきゃいけない。

  　それが、四十年近く生きてきた俺の人生哲学。

  　俺の夢は世界一の悪役になることだ。誰もが恐れる、最凶最悪の悪役になることだ。

  　野望を叶かなえるために、俺は歌劇学園で教師として働いている。ガキのお守りなんて面倒な仕事も、すべては野望達成のために仕方なくやってることだ。

  　世界一の悪役になれるなら、俺はどんな仕事にでも手を染める。夢を叶えるためなら、すべてを犠牲にしても構わない。その信念のもと、俺は十年以上もここで教師を続けてきた。

  　それなのに、俺の信念は、たった一人との出会いでいとも容た易やすく覆された。夢をなげうってでも手に入れたいものを俺は見つけちまった。

  　夢よりも大切なもの。それは――愛だ。

  　今日。俺は、愛の告白をする。

  　今まで何度もそう思いながら実行できずにいたが、今日こそは必ずやり遂げてやる。眠れぬ日々を過ごすのはもう終わりだ。睡眠不足よさようなら、だ。

  　俺は愛を手に入れる。そのせいでたとえ夢が断たれたとしても、たとえ教師を辞めるハメになったとしても、俺は絶対に後悔しない。これ以上、俺は自分の気持ちを抑えられない。

  　――何かを手に入れるためには、代償として何かを諦めなきゃいけない。

  　俺はすべてを捨ててでも、この愛を手に入れるんだ。

  

  昼休み

  

  　俺は様々な肩書きを持っている。現代文と古文を担当する「国語教師」。一年Ａ組の生徒をまとめる「担任」。一年生全体を統括する「学年主任」。そして、生徒会を指導する「生徒会顧問」。

  　昼休み。俺は生徒会顧問の責務を果たすべく生徒会室へと向かっていた。勿もち論ろんトレンチコートの襟えりを立て、ズボンのポケットに手を突っ込み、肩で風を切って歩きながらだ。

  　ガキどもの世話なんざやりたくもないが、これも仕事だから仕方がない。俺はヤクザの若頭スタイルで生徒会室に到着すると、悪役らしさを強調するように、豪快に部屋の扉を叩たたき開けた。

  　バーン！

  「おう、野郎ども揃そろってるか」

  「まあ、ジョー先生。こんにちは。いつもお元気ですね」

  　のほほんと緊張感のない声で挨あい拶さつしたのは、のんびりと緑茶を飲んでいた生徒会長の由よし井い玉たま緒おだ。

  　なあ玉緒よ。一度でいいから驚くなり怯おびえるなりしてくれねえか。せっかく悪役らしく振る舞ってるのに、ほんわかのんびりした対応をされると自信をなくすんだよ。

  「美お味いしいお茶が手に入ったのですが、ジョー先生も一杯いかがですか？」

  　そんな俺の傷ついた悪役魂にも気づかず、玉緒はほんわかのんびりと席を立つ。

  　生徒会長の由井玉緒は、いついかなるときでも笑顔を絶やさない心優しい美少女だ。困っている人を見ると助けずにはいられない性分で、そのおっとりした雰囲気と善良な人柄から「歌劇学園最後の良心」などと呼ばれている。

  「茶はいらねえよ。余計な気遣いは無用だ」

  「そうおっしゃらずに。静岡産の新茶なんですよ」

  「だからいらねえって言って――」

  「そうそう。お客様用の湯のみも生徒会の経費で購入したんです。見てください、湯のみに鳥の名前がたくさん書いてあるんです。面白いと思いませんか？」

  　鶩・鵤・鵜・鶯・鶉・鷽・鵬・鴛・鴦・鴨・鴎・鵲・鴉・鳫・鵠・鳧・鸛……。玉緒が手にした湯のみには、確かに「鳥」が入った漢字がびっしりと書き込まれていた。ってオイ、来客に湯のみで茶を出すつもりか。ここは寿司屋じゃねえんだぞ。あと鳥の湯のみって意味がわからねえ。そもそも生徒会の経費で湯のみを買うな。

  「茶はいらねえよ。それより今日は玉緒一人しかいないのか？」

  「いいえ。これから雅まさ弥やさんと生徒会の仕事をする予定です。夏の特番で二時間ドラマ枠が一つ余っているので、どうしようかという話を……」

  　ポットの熱湯を湯のみに注ぎながら玉緒が答える。なるほど、まずは湯のみを温めつつ、適温になるまで湯を冷ましてから急須に注ぎ直すわけか。ちゃんと茶の淹いれ方を心得ているじゃねえか。感心感心。

  　いや、そうじゃなくてだな。

  「茶はいらねえって言ってるだろ。それで肝心の雅弥はどうした。遅刻か？」

  「そのようですね。変な騒ぎに巻き込まれていなければいいのですが」

  「雅弥に限ってそんな心配はいらねえだろ。あいつは無愛想なくせに、世渡りだけは人一倍うまいからな」

  「ですが、ああ見えてうっかり屋さんな一面もありますから」

  「雅弥もお前だけには言われたくないだろうよ」

  　俺の嫌味を聞き流しながら、玉緒は湯のみのお湯を急須に注ぎ直す。ストップウォッチを取り出したのは、茶葉を蒸らす時間を計るためか？　美味しいお茶を淹れようという気概は買うが……。

  「だから茶はいらねえって言ってるだろ。いい加減に人の話を――」

  　俺が怒りの声を上げようとした、そのとき。絶妙のタイミングで生徒会室の扉が開かれた。登場したのは、切れ長の瞳ひとみに黒縁眼め鏡がねがよく似合うクールな美男子――噂うわさの生徒会副会長、加か賀が雅弥だ。

  「すみません会長、遅くなりました。ジョー先生、お務めご苦労様です」

  　人をムショ帰りみたいに言うな。そう思いながら睨にらみつける俺に対して、雅弥は眉まゆ一つ動かすことなく席につく。玉緒は急須のお茶を湯のみに注ぎながら、遅れてきた副会長に声をかけた。

  「雅弥さんが遅刻なんて珍しいですね。何か問題でもありましたか？」

  「いえ、たいしたことではありません。ちょっと果たし合いを申し込まれたので、軽く相手をノックアウトしてきただけです」

  「まあ。雅弥さんが冗談を言うなんて珍しいですね」

  「……では会長。さっそく仕事を片付けましょう」

  「はい、そうですね」

  　俺の前に湯のみを置いた玉緒がにこやかに相あい槌づちを打つ。俺は淹いれたての緑茶を一気に飲み干すと――ちっ、美う味まいじゃねえか――そのまま湯のみを机に叩たたきつけた。

  「ごちそうさん。それじゃ、仕事頑張れよ」

  　仕事の準備に取りかかる雅弥と、お茶とお茶菓子を用意する玉緒に手を振って、俺はコートを翻ひるがえす。どうでもいいが生徒会長と副会長の立ち位置が間違ってねえか？

  　まあいい。玉緒が生徒会の仕事で多忙なことは確認できた。この分なら愛いとしいあいつとの二人きりの時間を、玉緒に邪魔されることはなさそうだ。

  　俺は悪役らしく「ふっ」と鼻で笑いながら、颯さつ爽そうと部屋を出た。そんな俺のニヒルな背中に、玉緒がのほほんと声をかけてくる。

  「ジョー先生。今から真ま白しろに会いに行かれるのなら、『帰りに迎えに行くから』と伝言しておいてもらえますか」

  「…………わかった」

  　こいつ、わかってて言ってるんじゃないだろうな。俺は悪役らしく顔をしかめると、小さく頷うなずいて後ろ手に扉を閉めた。

  　――正直に告白しよう。俺は今、燃えるような恋をしている。

  　相手の名は、一年Ａ組出席番号五番、小こ旗ばた真白。

  　玉緒の幼おさな馴な染じみであり……俺の、教え子だ。

  

  「黙って俺と付き合え」「今日からお前は俺の物だ。反論は許さん」「二度と言わないから、耳の穴かっぽじってよく聞け。……愛してる」「あーいらーぶゆー」、などと悪役らしいダンディな告白の台詞せりふを模索しながら、俺は真白がいるであろう保健室へと歩を進めていた。

  　俺が保健室に足を運ぶのは、何も今日に始まった話じゃない。近頃の俺は暇さえあれば保健室に顔を出していた。もちろん動機は、愛する真白に会うためだ。

  「年とし甲が斐いもないってのはこういうことを言うのかな」

  　いい年をして恋に溺おぼれる自分に呆あきれながら、俺は激しい愛の告白を妄想する。

  　告白を決意した俺の胸に去来するのは、一いち抹まつの期待と、不安。

  　もしも俺の想いが世間に知れたらどうなるか。長年積み上げてきた俺のイメージは崩れ去り、世界一の悪役になる夢は打ち砕かれるに違いない。「公こう序じよ良りよう俗ぞくに反する」として職を失うことも十分あり得る。できるなら俺は教師を辞めたくはなかった。別に生徒がどうなろうと知ったことじゃないが、野望を実現するためにここでの仕事は続けていたかった。

  　だが、それだけのリスクと引き換えにしてでも、俺は最愛の人を手に入れたかった。

  　――何かを手に入れるためには、代償として何かを諦あきらめなきゃいけない。

  　ようやく保健室に到着した俺は、まず入り口脇わきに飾られた白地のプレートに目を留めた。プレートには黒抜きの文字で「樹いつき真ま冬ふゆ」と記されている。

  　保健医の樹真冬女史は、わざとシャツの胸元をはだけさせたまま校内をうろつくような露出狂、もとい、女性の色香を前面に押し出した胸の大きな保健医だ。派手な外見に反して性格は気さくで話しやすく、俺のようなヤクザ者が相手でもズバズバと物を言う女傑でもある。

  　そんな肩かた肘ひじ張らずに自然体で話せる相手だからこそ、俺は余計に気を引き締める。俺の恋心を悟られるわけにはいかないからな。愛の告白をする前に、まずは樹女史を真白から引き離さねえと。

  　腹の底で打算を巡らせながら、俺は悪役らしく無作法に扉を開けた。「邪魔するぜ」とつっけんどんに言って保健室に乗り込んだ俺は、すぐさま真白を捜して室内を見回す。

  　視界に入った人影は、三つ。

  　一人目は、白衣の下にチューブトップを着用している胸の大きな保健医、樹真冬女史。二人目は椅い子すに座って傷の手当てを受けている上半身だけ脱衣状態のムキムキ筋肉男、カゲキアクションクラブ（以下ＫＡＣ）部長の力りき丸まる直なお也や。

  　そして三人目は、邪よこしまな笑みで直也の肩を揉もみしだく黒髪の女子生徒。「ゴシップ脳」の異名を持つ口から先に生まれてきたこの女こそ、歌劇学園三年の水み無な月づき杏きよう子こ。「喋しやべらなければ美人なのに」とはこいつのためにある言葉だ。

  　こりゃまた随分とアクの強い面メン子ツ（俺含む）が揃そろってやがる。俺はこめかみが痛むのを自覚しながら、一番の曲くせ者ものである杏子に歩み寄った。

  「ねーねー。ほんと誰にも言わないからさ。私だけにこっそり教えてよ、ね？」

  　どうやら水無月〝ゴシップ脳〟杏子は、嫌がる直也から情報を引き出そうとしているらしい。俺は口の達者な杏子を黙らせるべく、背後から彼女の脳天を鷲わし掴づかみにした。

  「直也も強情だなぁ。いいじゃない、ちょっとぐらい教えてくれて……も!?」

  　いきなり頭を掴つかまれて、杏子が声を裏返らせる。怯ひるむ杏子の耳元に、俺は悪役らしい重低音で囁ささやいてやった。

  「相変わらずの二枚舌だな、水無月杏子。いい機会だから、この場で性根を叩たたき直してやろうか？」

  　俺の指が、孫悟空の頭に嵌はめられた緊きん箍こ児じのごとく杏子の頭ず蓋がいを締め上げる。ぎり、ぎり、ぎり。

  　改めて言うが、俺はガキが嫌いだ。特に生意気で身勝手で他人の迷惑を顧かえりみずに行動する自己中を見ると無性に更正させたくなる。わかってるのか。お前のことだ、水無月杏子。

  　思い返してみれば、俺は杏子が問題を起こすたびに、担任でもないのに呼び出しては説教を繰り返していた。教師の中には「アレはどうしようもない」と杏子を見放している者もいるが、俺はそこまで寛大にはなれねえ。この馬鹿娘が卒業した後も困らないように、一いつ端ぱしの礼儀と社会常識を叩たたき込んでやるからな。覚悟しておけ。

  「ったく。お前も少しは懲りるってことを覚え――」

  　怒り心頭の俺はいつものように説教を始めようとして……ふと、保健室のどこかに隠れているであろう真白のことを思い出した。年甲斐もなく想い人の視線を気にした俺は、無意識に手の力を緩めちまった。油断した俺の手からするりと逃れて、杏子は保健室の出口へと走り出す。

  「それじゃ、直也！　お大事に！」

  　元気よく手を振って、杏子はあっという間に視界から消え失せた。あの野郎、舐なめやがって。いつか絶対に更正させてやる。

  「……さて」

  　まんまと杏子に逃げられた俺は、気を取り直して、上半身裸の直也を睨にらみつけた。直也の体には無数の青アザが見て取れる。

  「そのケガ、喧けん嘩かでもしたのか？」

  　仏頂面で尋ねると、直也はあからさまに視線を泳がせた。嘘うそのつけない男だ。だが、そういうわかりやすさは嫌いじゃないぜ。

  　それにしても俺の生徒にケガをさせるとは、相手はどこの組のボンクラだ？　いいだろう。俺の生徒に手を上げたことを、地獄の底で後悔させてやる。俺は直也の発達した肩の筋肉に手を置くと、大仰な動きでサングラスを外はずした。

  「おい。誰にやられたか正直に言え。俺がそいつのタマを取ってきてやる」

  「何のことですか。これは後輩にアクション指導をしていたときについた傷ですが」

  「アクション指導でそんなアザができるか。ふざけるのも大概に……」

  「直也の話は本当よ」

  　保健医の樹女史が、直也の肩を持つように発言する。おいおい、勘弁してくれ。これじゃまるで追及してる俺が悪者みたいじゃねえか。俺が悪者……悪役……まいったな、嬉うれしくなってきた。ふふふ、俺が悪役……。

  「そうか」

  　それだけつぶやくと、満足した俺はサングラスを装着して素直に引き下がった。悪役は引き際も肝心だ。空気の読めない悪役は、チンピラか三下だと相場が決まってる。

  　だがな、最後に一言だけ言わせてもらうぜ。

  「いいか、困ったことがあればいつでも俺に相談しろ。ガキが遠慮なんてするんじゃねえ。子分を一いつ端ぱしの極道に育てるのも、歌劇組若頭である俺の務めだからな」

  「意訳すると、『生徒の相談を聞くのも教師の仕事だ』って言ってるのよ。はい、手当て終わり」

  　俺とは付き合いの長い樹女史が、極道語を正しい日本語に変換する。まあ、わかりやすく言うとそういうことだ。ガキが遠慮なんてするな。困ったときは素直に大人を頼れ。お前らがどうなろうと俺の知ったことじゃないが、せいぜい給料分ぐらいは悩みを聞いてやる。

  「……実は」

  　樹女史の翻訳が功を奏したのか、ピチピチの制服を筋肉に貼はり付けた直也がすがるような眼まな差ざしを俺に向けた。ちっ、しょうがねえ。俺はこれから愛の告白で忙しいんだが、一応話ぐらいは聞いてやる。遠慮しないで言ってみろ。

  「後輩のことで先生方に相談したいことが……」

  　直也の相談。それは部の後輩に関することだった。

  　何でも、アクションスターになりたいと息巻いていた後輩が、急にＫＡＣを辞めると言い出したらしい。部長である直也は後輩を引き止めたいが、どうやって説得すればいいのかわからず困り果てているのだそうだ。

  「俺はこれからどうすればいいんだ！」

  　俺よりも上背のある直也が、ウジウジと背中を丸める。マッチョのくせに女々しい直也を見て、俺は無性に腹が立ってきた。

  　直也、てめえ……そんな深刻な悩みがあるならもっと早く俺に相談しろ！　一人で悩んで行き詰まってんじゃねえ。お前は一人じゃねえんだ、もっと周囲を信頼しろ。ったく、これだからガキは嫌いなんだ。しょうがない、面倒だが助言ぐらいはしてやるか。

  「その部員は筋トレが嫌で部を辞めたんだろ？　だったら『今後一切筋トレはしない』と約束すれば、逃げた部員も安心して戻ってくるんじゃないか？」

  「それはできない！　筋肉は我が命！　筋肉は世界の至宝！　筋肉こそ大宇宙の神秘！　俺が部長を務める限り、ＫＡＣから筋トレがなくなるなどありえない！」

  「ご大層な信念だが、お前が筋肉にこだわっている限り、逃げた部員は永久に戻ってこないぜ」

  　筋肉愛を熱く語る直也とは対照的に、俺は悪役らしく冷たい態度で突き放す。

  「どうしても筋トレをやめられねえなら、その後輩とは縁がなかったと思って諦あきらめるんだな」

  「そんな！　俺はただ、あいつの夢を応援したいだけで」

  「後輩を手放したくないが、自分の信念は曲げられないか？　随分と虫のいい話だな。いいか、よく聞け。何かを手に入れるためには何かを諦あきらめなきゃいけない。それがこの世の摂理だ」

  　信念を守ることは大事だが、時には自ら折れることも必要だ。俺がそれを教えてやる。思い詰めた顔の直也を見下ろしながら、俺はトドメの一言を告げようとして……。

  　――何かを手に入れるためには、何かを諦めなきゃいけない。

  　自らの台詞せりふを反はん芻すうして、強烈な眩め暈まいに襲われた。

  　まさか、俺は直也を説得するフリをして、自分自身を納得させようとしていたのか？

  　俺は真白を愛している。だがこの愛を公言したとき、教師の職も、役者としての名声も、世界一の悪役になるという夢さえも露つゆと消える。いや別に教職はどうだっていいんだが。

  　まさか、俺はまだ迷っているのか。だから同じ境遇の直也に厳しく当たっちまったのか。直也を説得するフリをして、自分自身に言い聞かせていたのか。

  　俺が思い悩んでいると、俯うつむいていた直也がぽつりとつぶやいた。

  「筋肉は、俺の、すべてだ」

  「……そうだな。それも一つの選択だ」

  　己の信念を守るために、直也は後輩を諦める決心をした。やつの決意を肯定するように、俺は直也の肩に手を乗せる。直也は俺の手に自分の手を重ねると、奥歯を噛かみ締めるように、指先に力を込めた。

  　ぎゅううううう。

  「○△□×～！」

  　マッチョな直也に手を握られた俺は、あられもない悲鳴を上げそうになった。ダ、ダメだ、耐えろ。俺は悪役。何事にも動じない世界一の悪役。その俺が悲鳴を上げるなど、あってはならぬことおおおおお！

  「ありがとう、ございました」

  　ようやく手を放した直也が覚おぼ束つかない足取りで立ち上がる。俺は赤く腫はれた手を背後に隠しながら、平然と頷うなずいた。やせ我慢も悪の美学。ズキンズキン。

  　肩を落とした直也が保健室を去って、俺はようやく室内を見回す余裕ができた。さて、愛する真白はどこに隠れていやがるのか。

  　痛む手のひらを背中に隠しながら保健室を見回していると、保健医である樹女史と目が合った。湿布薬を両手で弄もてあそびながら、樹女史は明るい声で俺を責める。

  「少しかわいそうだったんじゃない？　あんな言い方をしていたら生徒に嫌われるわよ？」

  「構わねえよ。教師と悪役は嫌われるのが商売だ」

  「そう？　ならジョー先生は教師失格ね」

  「笑えない冗談だな」

  　赤く腫はれた手を摩さすりながら答えていると、樹女史が俺の顔をまじまじと見ながら言った。

  「手、湿布でも貼はっておく？」

  「……ああ。頼む」

  　大人しく彼女に手を握られながら、俺は再度保健室を見回す。それにしても真白はどこに隠れて……。

  「真白なら屋上に行ってるわよ」

  「………………そうか」

  「毎日こまめに真白の様子を見に来るなんて、担任も楽じゃないわね」

  　どうやら樹女史は、保健室に頻ひん繁ぱんに顔を出す俺のことを「生徒思いの良い先生だ」と誤解しているらしい。わざわざ「いや違う、自分の教え子を愛欲の対象として見ているからだ」と暴露する必要もないので、俺は当たり障りなく頷うなずくことにした。

  「たいしたことじゃない。担任なら当然のことだ」

  「そのうえ学年主任や生徒会顧問まで兼任して」

  「もう慣れた」

  「さらに悪役としてドラマ出演もこなすなんて。ジョー先生の頑張りには頭が下がるわ」

  「それほどでもない」

  「……直也にはあんなに饒じよう舌ぜつだったのに、いきなり口数が減ったわね」

  「口が軽いのは悪役らしくない。さっきの俺はどうかしていた」

  「ジョー先生って面白いわ」

  　寡黙な悪役になりきれない無様な俺を、樹女史が明るく笑い飛ばす。かくいう俺も明るい雰囲気は嫌いじゃないので、ここはあえて「ふっ」と悪者らしく鼻で笑って相あい槌づちとした。

  　そうだ。いい機会だから樹女史に尋ねてみるか。一般人の感覚から見て、俺のような悪役教師は恋愛対象になり得るものなのか。

  「俺みたいな悪役をどう思う？」

  　いきなり尋ねられて、樹女史はきょとんとした目で俺を見る。

  「それはどういう意味かしら？」

  「だから、俺は恋愛対象になり得るか、って意味だ」

  「普通は、ヤクザも裸足はだしで逃げ出すような悪人面の男を彼氏にしたいとは思わないわね」

  　やはり俺のような極道顔は恋愛に向いていないのか。懐の広い樹女史ですらそう思うのなら、清純派の真白に至っては聞くまでもねえな。そうか、俺は恋愛対象にならないか……。

  「でも、私は悪役って結構好きよ」

  　俺がサングラスの裏で落ち込んでいると、樹女史がはにかみながら一言付け足した。

  　そんな上辺だけの気遣いなんていらねえよ。と思いながらも俺は少し……いや、かなり救われた気分になる。しっかりとフォローを忘れないあたり、樹女史は実に気の回る女だ。これで彼氏の一人もいないってんだから、世の男どもは見る目がないとしか思えねえ。樹女史は今年で二十九歳。年上からも年下からも好かれる、多少の年齢差も気にならない女盛りだってのに……。

  　……年齢差、か。樹女史ほどの女傑でも年の差は気になるものなのか？　俺は自分（三十九歳）と真白（十五歳）の年齢差を考えて、少し憂ゆう鬱うつな気分になった。

  「なあ、一つ聞きたいんだが」

  「何かしら」

  「恋愛に年の差は関係あると思うか？」

  　一般的な価値観を知りたくて、俺は何気なさを装いながら質問する。樹女史はミニスカートから伸びる脚を組み替えながら、思わせぶりに微ほほ笑えんだ。

  「今どき年齢なんて、恋の障害にはならないわよ」

  　そういうものか。樹女史の答えを聞いて俺は露骨に安あん堵どする。もっとも、俺と真白の場合、年の差以外にも障害はあるのだか。むしろそっちの方が大問題なわけだが。

  「今日のジョー先生は少し変よ。ちゃんと寝てる？　睡眠不足はお肌の大敵よ？」

  「肌の艶は別にどうでもいいが。そうだな、ここ最近は寝不足が続いていたから、思考力が鈍ってるかもしれないな」

  「寝不足の原因は、ひょっとして恋患わずらいかしら？」

  「………………何でも恋愛の悩みにしたがるのは女の悪い癖だ」

  「今、答えるまでに妙な間があったけど」

  　黙り込んだ俺が手元を見ると、右手がいつの間にか包帯でぐるぐる巻きにされていた。おいおい、こんな大ケガをした覚えはないぞ。手当てをしている樹女史の方こそ悩みでもあるんじゃねえのか？

  「……でも、案外ジョー先生の好きな相手は、先生からの告白を待っているかもしれないわよ？」

  「だといいがな」

  　条件反射で答えてしまってから、これでは自分が恋に悩んでいると告白したも同然だと気づく。さすがは保健医、見事な誘導尋問だ。樹女史はカウンセリングも一級品だな。

  　心の中で微妙な賛辞を送りながら、俺はここ最近まともに眠れていない事実を改めて痛感する。寝不足の原因は、言うまでもなく恋の悩みだ。

  　実を言うと、真白に告白しようと考えたのは今日が初めてのことじゃない。これまで何度も気持ちを伝えようとして、そのたびに何かが頭に引っかかって実行に移すことができなかった。なぜ俺は躊ちゆう躇ちよしているのか。俺は何を気にしているのか。そのことを考えて……しかしどうしてもわからなくて、俺は眠れぬ夜を何度も繰り返していた。

  　――こんなにも愛しているのに、なぜ俺は真白に告白できずにいるのか？

  　俺が黙り込んでいると、手当てを終えた樹女史は含み笑いを漏らしながら立ち上がった。

  「眠気覚ましにコーヒーはいかが？」

  「もらおう」

  「砂糖はいくつ？」

  「ブラックで」

  　悪役らしく、ぶっきらぼうな物言いでブラックコーヒーを注文する俺。ニヒルな悪役にはブラックがよく似合う。

  「前から聞きたかったんだけど、その喋しやべり方って肩凝らない？」

  　何がそんなに楽しいのか、笑顔を隠そうともせずにコーヒーカップを用意する樹女史。俺はなんとなく、包帯の巻かれた右手で自分の肩を揉もんでしまった。

  　この後、真白が保健室に戻ってくるまでの短い間、俺は樹女史と二人きりでコーヒーの香りと苦味を楽しんだ。

  

  放課後

  

  　ありおりはべりいまそかり。

  　午後の授業中。俺は生徒たちにラ行変格活用を指南しながら、頭の中ではまったく別のことを考えていた。

  　……結局、昼休みは真白に告白できなかった。

  　告白できなくて悔しく思う半面、告白しなかったことに安あん堵どしている自分もいる。その事実が余計に俺をイラつかせる。どうして俺は真白に告白できないのか。夢を捨てて愛に生きると決めたのに、俺は心のどこかで現状維持を望んでいるのか？　俺はまだ、世界一の悪役に未練があるのか？

  　――何かを手に入れるためには、何かを諦あきらめなきゃならない。

  　ああ、そうだ。直也に「どちらかを選べ」と決断を迫ったくせに、その俺がどっちつかずの現状に甘んじるわけにはいかねえんだ。今度こそ……放課後こそ、必ず愛を告白してやる！

  　ほどなく午後の授業が終わり、帰りのホームルームもつつがなく終了して、俺は自分に気合いを入れる。行くぞ！　このまま保健室へ行って、真白に愛の告白をしてやる！

  　肩で風を切りながら俺は教室を飛び出して――そして目撃した。

  「うおおおおおおっ！」

  　ガンガンガン！

  　……血走った目の直也がコンクリートの壁に頭突きを繰り返す様を。

  「おい、そこで何してる」

  　しまった、つい声をかけちまった。早く保健室に行かなきゃならねえのに、たかが「額から大量出血しながらコンクリートの壁に頭突きを繰り返す生徒」を見かけたくらいで思わず呼び止めちまうとは、俺もとんだ甘ちゃんだ。

  　だが声をかけたものはしょうがない。仕方なく、あくまで仕方なく、俺は直也の暴走を止めるべく逞たくましい肩に手を乗せた。

  「お前、ここでいったい何をして――」

  「うおおおおおおっ！」

  　ガンガンガン！

  「やめろって言ってんだろ」

  　俺が語気を強めると、ようやく直也は頭突きをやめた。顔面血だらけのまま呆ぼう然ぜんとしている直也に、俺はどうしてこんな暴挙に及んだのか問い質ただそうとして……。

  　いや、聞くまでもない。直也が錯乱した理由なんざわかり切ってる。

  　――何かを手に入れるためには、何かを諦あきらめなきゃならない。

  　昼休みに俺が告げた一言が重圧になって、直也は惑い、苦悩した挙句、思い余って校舎の壁とフレンチキスをしたくなったんだ。図体はでかいくせに、どうしてガキってのはこうも繊細なんだ。

  「いいか、よく聞け。世の中にはどうにもならないことがあるんだ。世の中には諦めるしかないこともあるんだ」

  　直也を説得しながら、俺はまるで自分自身に言い聞かせているような錯覚に陥る。苦悩する直也は俺自身。今の直也を納得させない限り、俺も前には進めない……。そんな錯覚が俺を支配する。

  「二に兎とを追う者は一兎も得ずって言うだろ。両方とも手に入れることが不可能なら、本当に大切な物以外は諦めるしかねえんだ。お前だってそれくらいわかるだろ」

  「俺だって頭では理解している。だが、俺の筋肉が納得してくれないんだ」

  「それでどうするつもりだ。このままいつまでもどっちつかずの状態を続ける気か？　いつまでも中途半端なままで本当にいいのか？」

  「そ、それは」

  「いいか、お前はどちらかを選択しなきゃいけねえんだ。覚悟を決めろ！　お前はいったいどうしたいんだ！」

  「俺は……俺はどっちも諦めたくない！　俺は、両方とも手に入れる！」

  　直也の雄お叫たけびを聞いて、俺は雷鳴に打たれたかのように全身を電気が駆け巡った。

  　諦めない？　両方とも手に入れる？　そんなことが本当に可能だと思ってるのか？ そんなことが本当に――。

  「オイ、自分が何を言ってるかわかってるのか。両方とも手に入れるなんざ口で言うのは簡単だがな、並大抵の苦労じゃねえんだよ。お前は棘いばらの道を進もうとしてるんだぞ。本当にその覚悟があるのか？」

  「俺の筋肉に二言はない！」

  　額からどくどくと血を流しながら、直也が男らしく力こぶを誇示する。

  　……そうか。両方とも諦あきらめない、か。そんな選択肢があることを、俺は思いつきもしなかった。「仕方ない」なんて言葉で正当化して、大人らしい賢い選択だと言い訳して、俺は楽な道を選ぼうとしていただけだった。

  　まったく、単細胞な直也を見ていると迷っていた自分が馬鹿らしく思えてくるぜ。この愚直さは俺も見習わねえとな。

  　まさかこの年になって生徒から教えられることがあるとは……。これだから、教師は辞められねえんだ。

  「わかったよ。お前が決断したことならこれ以上何も言わねえよ。お前はお前の信念を貫けばいい。ＫＡＣ部長のお前なら、部員のためにできることがあるはずだ」

  「ＫＡＣ部長の俺にしかできないこと……。その通りだ。ありがとうジョー先生。先生のおかげで、俺はザビエル吹っ切れた！」

  「ザビエル？」

  　俺の疑問を無視して、直也はいきなり窓の外へと視線を向ける。「日本海……」と意味不明なことをつぶやいて、直也は突然廊下を走り出そうとした。

  「おい、ちょっと待て。焦らずに俺の話を聞け」

  　暴走する直也の腕を掴つかんだ俺が、咄とつ嗟さに思い浮かべたのは、昼休みに玉緒が言っていた「夏の特番」の話だった。

  「ここだけの話だがな、夏の特番で内容の決まっていない二時間ドラマ枠があるそうだ。派手なアクション物の二時間ドラマなんてやったら、面白そうだと思わねえか？」

  　直也が部に連れ戻したいと思っている後輩は、アクションスターに憧あこがれてＫＡＣに入部したと聞いている。ならば、もしもＫＡＣ主催のアクションドラマが実現すれば……。

  　俺の意図に気づいたのか、直也の表情が見る間に晴れやかになっていく。

  「なるほど。これなら筋トレはそのままで、あいつの夢を後押しして、そのうえ部に連れ戻すこともできる。実に理にかなった作戦だ！　ありがとうジョー先生！　俺の放浪の旅は、今ここに完結した！」

  　ぎゅううううう！　俺は感激した直也に手を握られていてええええええ！

  　額に脂汗をかきながら、それでも俺は必死に平静を装った。悪役は常に冷静沈着。やせ我慢も悪の美学ううううう!!

  「と、とりあえず保健室に行ったらどうだ」

  　顔面血だらけの直也を見ながら、俺は一刻も早い手当てを提案する。ヤクザな教師に心配されて、マッチョな生徒は瞳ひとみを輝かせながら頷うなずいた。

  「ありがとうジョー先生！　俺は、保健室へ行く！」

  「いや、そこまで気合いを入れなくても……」

  　俺がつぶやいたとき、直也はすでに走り出していた。あっという間に姿が見えなくなって、俺は一人、廊下の真ん中にぽつんと取り残される。

  「……これが若さか」

  　直也のアグレッシブさを羨うらやましく思いながら、俺は苦笑いする。

  　まったく、俺がせっかくベターな生き方を指南してやったのに、それで満足しないなんざ生意気なんだよ。あっさりと俺の上を行きやがって、これだからガキの相手はやってられねえんだ。

  　自じ嘲ちようしながら、俺は直也の愚直さを見習って愛の告白を行うべく、保健室に向かって歩き始……。

  「直也を保健室に行かせてどうするんだよ。直也が保健室に居座ってたら、俺が告白できないじゃねえか！」

  　自分の迂う闊かつさに錯乱した俺は、ひび割れた壁に頭突きをして、その場にうずくまった。

  

  　しょうがない。直也が保健室からいなくなるまで、どこかで時間を潰つぶすとするか。そう考えた俺は、とりあえず職員室に戻ることにした。

  「加賀雅弥ああああ、どこだああああ！」

  　俺が職員室で残務整理をしていると、どこからか直也の雄お叫たけびが聞こえてきた。どうやら元気に廊下を走り回っているようだが……もう手当てが終わったのか。随分と早かったな。

  　だが、これで邪魔者はいなくなった。初志貫徹、今度こそ俺は真白に愛の告白をしてみせる。さっそく職員室を出た俺は、真白のいる保健室へと歩き始める。肩で風を切って歩きながら、俺は下校する生徒たちとすれ違った。

  「先生さようなら」

  「おう、気をつけて帰れ」

  　返事が素っ気ないのは俺が悪役だからだ。悪役は愛想よくしてはいけない。

  「先生また明日！」

  「おう。怪しい男について行くんじゃねえぞ」

  「怪しい男だって！　あはは、先生に言われたくな～い！」

  　……俺ってそんなに怪しいか？　俺は歩く速度を緩めると、鏡代わりに窓ガラスを眺めた。

  　なるほど、窓に映る姿はどこからどう見ても怪しい暴力団関係者だ。そうか、俺は生徒たちからそんな目で見られていたのか。

  　ひょっとすると、真白も俺のことを「怪しい男」と思ってるのか？　だから昼休みに保健室で顔を合わせたときも、平然とあんなことを言ったんじゃないか？　真白は俺のことをただの変な男としか……。

  「……考えるのはやめだ。告白すると決めたなら、あとは愚直に突っ走るだけだ」

  　悪役らしく覚悟を決めて、俺は歩みを再開する。今の俺は真白しか眼中にない。今の俺は真白以外の何も目に入らない。心に引っかかる何かを考えないようにして、俺は男らしく廊下を進み……。

  　がしゃん！

  　……廊下の曲がり角で物音がした。

  　どうやら誰かが荷物を落としたようだ。まったく、俺は急いでるんだ。一刻も早く真白に会わなきゃいけないってのに、くだらないことで俺の手を煩わずらわせるんじゃねえよ。ぶつぶつ文句を言いながら、俺は拾うのを手伝うために曲がり角へと足を向ける。

  　まったく。荷物を落としたのはどこのどいつだ……って、なんだ。きららじゃねえか。

  　落とし物を拾っている綾あや平ひらきららは、俺が担任をしている一年Ａ組の生徒だ。活発を絵に描いたようなクソガキで、背の低さと口の悪さが目立つ生意気な小娘だ。

  　それにしても、随分と凄すごい勢いで落とし物を拾い集めてるじゃないか。さすがＫＡＣに所属しているだけあって運動神経は抜群だな。このスピードと手際のよさなら俺の手助けはいらなそうだ。だがまあ、一応声ぐらいはかけておくか……。

  「って、なに寄り道してんだ俺は。真白を最優先にするって、ついさっき決めたばかりだろうが」

  　もたもたしてると真白が下校しちまう。俺はきららの失態を見なかったことにして、保健室への歩みを再開した。

  　歩きながらなんとな～く横目で見ると、落とし物を拾い終えたきららは一心に窓ガラスを見つめていた。そのままガラスを鏡代わりにして、きららは唇にグロスを塗り始める。

  　緊張しているのか。怯おびえているのか。グロスを塗るきららの指は、かすかに震えていた。

  「……ったく。だからガキは嫌いなんだ」

  　悪態をついて、俺は廊下の真ん中で踵きびすを返す。そのまま、一人で苦しんでいる教え子に歩み寄ると、ちょうどきららはグロスを塗り終えて「よし！」と自分に喝を入れたところだった。

  　きららが顔を上げて、眼前に立っていた俺と目が合う。

  「ひいいやあああああ！」

  　いきなり奇声を上げて、阿波踊りのようにちゃんかちゃんかちゃんかちゃんかと右往左往するきらら。そうか、目が合っただけで阿波踊るほど俺の悪人面はショッキングだったか。さすがの俺も少し傷ついたぜ。

  　と思っていたら、きららは突然阿波踊りをやめて、カチコチに強こわ張ばった顔をこちらに向けた。

  「こ、ここんここん、こここんにちは。ジョーせんしぇ」

  　噛かみ噛みだな、オイ。いくら何でも役者志望がそれはねえだろ。

  　きららの滑かつ舌ぜつの悪さを注意すべきか悩んだ俺だが、すぐに考えを改めた。きららは見るからにいっぱいいっぱいで、なかなか「台詞せりふ噛かんでるぞ」とは指摘しづらいものがあったからだ。

  　まさかこいつ、俺の悪人面に怯おびえているのか？　参ったな。悪役的には嬉うれしいが、教師的には困った展開だ。いったいどうやって話を切り出せば……。ちっ、しょうがねえ、俺の柄じゃないが、たまには優しく声をかけてやるか。

  「お前、何か悩みでも……」

  「そうだ！　先生に聞きたいことがあるんだ！」

  　俺はきららに嫌われてるのか？　俺の声がまったく届いていない教え子に切ない思いを抱いていると、そんな俺にきららは大声で訴えやがった。

  「ボクは、先生の悪役らしいところがかっこいいと思う！」

  「そ、そうか」

  　嫌っているかと思えば、いきなり俺を褒ほめやがる。こいつはいったい何を企んでるんだ。唐突すぎて考えがまるで読めねえが……。まあ、俺だって人間だ。褒められれば嬉しくもなる。そうか、俺はそんなに悪役らしくてかっこいいか。参ったな、よく見てるじゃねえか。ニヤニヤ。

  「だから教えてくれ！　先生は、どういう人を魅力的だと思うのか！」

  　何が「だから」なのかさっぱりわからないが、とにかく俺は気分よく答えようとして……。

  　そして、口くち籠ごもった。

  　……俺にとって魅力的な人、だと？

  　俺は真白を愛している。なら、俺は真白のどこに惚ほれたのか。可か憐れんな容姿？　違う。温厚な人柄？　それも違う。俺は……。

  「……俺は、夢に向かってひたむきに頑張るやつが好きだ」

  　容姿じゃない。人柄でもない。俺は、真白の心意気に惚れたんだ。

  　入学試験で補欠合格だった真白に、学園側は無理難題を突きつけた。歌劇学園に入学したければ、これらの条件を受け入れろと命令した。普通なら絶対に受け入れられない条件の数々を、真白は受け入れて、晴れて歌劇学園の生徒になった。

  『夢を叶かなえるためなら、これくらい何でもありません』

  　平然と答えた真白。本心では嫌で嫌でたまらないくせに、毎日つらい思いに耐えているくせに、そんな素振りは微み塵じんも表に出さない。その強い心根に俺は惚れたんだ。

  「そうだ。俺は夢に向かって努力するやつが好きだ。どんな逆境にも挫くじけない。最後まで希望を捨てない。自分を信じて前向きに生きてるやつは、最高に魅力的だ」

  　言葉にして、改めて俺は真白への想いを自覚する。

  　俺は夢を追いかける真白が好きだ。夢を掴つかもうと頑張る真白が好きだ。夢を叶えるために努力する真白が好きだ。

  　……そして、俺は気づいちまった。

  　俺の愛は、きっと真白の夢を殺す。俺の想いが成じよう就じゆしたとき、真白の夢は潰ついえて消える。そのとき真白は――俺の好きな「夢を追いかける真白」は、この世から消えてなくなる。

  　――真白の夢は、長年想い続けている人に、振り向いてもらうこと。

  　俺は、真白の夢を邪魔するわけにはいかない。

  　夢に向かって努力する真白が好きだから。夢に向かって前向きに生きる真白が好きだから。だから、いつまでも俺の好きな真白でいてもらうために、俺は……。

  　……好きだから、告白できない。こんな大切なことに今頃気づくとは、俺もとんだ大馬鹿野郎だ。

  　だが、これでいい。何かが気になってずっと寝不足だったのが、理由がはっきりとわかってむしろ清すが々すがしい気分だ。告白しちゃいけない？　永遠の片想い？　上等じゃねえか。報われない愛を一いち途ずに貫くのも、悪の美学ってもんさ。

  　それに告白しないと決めたことで、教師を辞める心配がなくなって、ほっとしてる自分もいるからな。今日のきららといい、直也といい、俺は生徒から教わることがまだまだありそうだ。

  　さて、何気ない一言で寝不足の原因を解消してくれたきらら。お前もまた、俺の言葉から何かを感じ取ったようだな。きららの瞳ひとみに生気が宿るのを見て、何だかこっちまで嬉うれしくなる。

  「先生！」

  　おう、何だ。言いたいことがあるなら遠慮なく言ってみろ。お前には借りができたからな、今ならどんな願いでも聞いてやるぞ。

  「先生に果たし合いを申し込む！　ボクと勝負しろ！」

  　いきなり決闘を挑まれて、俺の瞳がギラリと輝いた。

  　ヒーロー志願の綾平きらら。お前が正義のヒーローを気取るなら俺は稀き代だいの悪役だ。正義の前に壁となって立ち塞ふさがる、それこそ悪の醍だい醐ご味み！　悪の真骨頂！

  「いいだろう。綾平きらら、お前のすべてを俺に見せてみろ！」

  　俺は世界一の悪役教師、歌劇学園一年Ａ組担任、辰巳城二。

  　ガキは嫌いだが……まあ、たまにはガキどもから学ぶのも悪くない。教師ってのは生徒と一緒に成長する生き物だからな。だから俺は教師を辞められねえのさ。

  　……いや、別に俺は教師なんて職業は好きでも何でもないけどな。

  

  「少しは手加減しろよ。だからガキは嫌いなんだ……」

  　果たし合いを終えてボロボロになった体を引きずりながら、俺は壁を伝うようにして保健室へと向かっていた。

  　自慢じゃないが、こう見えて俺はかなりの見掛け倒しだ。何となくノリで果たし合いを受けちまったが、空手の有段者であるきららに敵かなうはずもなく、終わってみればこの体たらく。

  　唯一の救いと言えば、熱いパッションを俺にぶつけたきららが、果たし合いを終えて清すが々すがしい顔をしていたことぐらいか。人ひと気けのない中庭で死闘を繰り広げた後、俺は芝生で大の字になりながら、息も絶え絶えに言ったものだ。

  「きらら……頑張れよ」

  　格好つけて言ってみたが、自分でも意味はよくわかっていない。ひょっとすると、きららに言うふりをして自分自身に言ったのかもしれない。ただ、それを聞いたきららが、

  「はい！」

  　と瞳ひとみを輝かせて答えたので、俺はそれだけで満足だった。

  　ボロボロの体で不敵に笑いながら、俺はようやく保健室に辿たどり着いた。ケガの手当てをしてもらうため――そして最愛の真白に会うため、俺は痛む体に鞭むち打うって保健室の扉を開く。

  　白衣の樹女史が、いきなり現れた満まん身しん創そう痍いの不良教師を見て目を丸くした。

  「どうしたの？　そんなになるなんて、いったいどんなプレイ……」

  　何かを言いかけた樹女史が慌てて口を閉ざす。さて、樹女史に「どうしたの？」と聞かれたわけだが、ケガの理由をどう説明したものか。「生徒に殴られてボコボコにされた」なんて正直に答えるわけにはいかねえからな。一本筋の通った悪役としては、ここは強がりを言う場面だろう。

  「なんでもない。生徒にアクションの指導をしていただけだ」

  　俺の強がりに、樹女史は一瞬きょとんとしてから「ぷっ」と吹き出した。

  「直也と同じ言い訳なのね」

  　そういえば、昼休みに保健室で手当てを受けていた直也も「後輩にアクションを指導していた」とミエミエの嘘うそをついていた。

  　そうか。直也も俺と同じで、誰かをかばっていたのか。

  　筋肉男と同類に扱われたことはショックだが、不思議とそれほど悪い気はしなかった。自然と頬ほおが緩みかけて、慌てて顔の筋肉を引き締める。危ない危ない。悪役である俺が爽さわやかに笑うところだったぜ。

  　眉まゆを寄せて渋面を作り上げながら、俺はさりげなく保健室を見回す。さて、真白はどこに……。

  「真白ならもう帰ったわよ」

  　消毒薬を用意していた樹女史が、俺の心を見透かしたようにつぶやく。俺はサングラスの裏で意気消沈しつつ、しかし眉み間けんに皺しわを寄せて顔面の緊張を持続させた。

  　それにしても、今日の樹女史はやけに緊張感を漂わせている気がするが、俺に言いたいことでもあるのか？　そんな疑念を抱いていると、傷の手当てを始めた樹女史が何の前触れもなく大きなため息を吐き出した。

  　樹女史が暗い顔をするとは珍しいこともあるもんだ。ひょっとして悩み事でもあるのか？　俺でよければ相談に乗るが。

  　生徒に接するのと同じ調子で声をかけようとして……俺は逡しゆん巡じゆんする。

  　この親切は悪役としてどうなんだ？　悪役は親身に相談を聞いたりしていいものなのか？　世界一の悪役を目指す俺にとって、優しい男だと思われるのは心外だった。悪役たるもの常に冷れい酷こく無む比ひでなければ。

  「はい、治療終わり」

  　俺が悩んでいる間に、樹女史は手際よく傷の手当てを終わらせてしまった。

  　ううむ。彼女の悩みを聞くべきか、それともこのまま退散するべきか。どちらがより理想的な悪役像かと悩んでいると、樹女史はおもむろに席を立った。

  「ジョー先生。コーヒーはいかが？」

  「もらおう」

  「砂糖は？」

  「ブラックで」

  　悪役らしい俺のそっけない返事に、彼女はやっと笑ってくれた。

  　淹いれたてのコーヒーを受け取って、俺は黒い液体を喉のどに流し込む。眉み間けんに皺しわを寄せながら「美う味まいな」とつぶやく俺。どんなに美味いコーヒーでも手放しに喜んではいけない。これも悪の美学。

  「私、悪役って結構好きよ」

  　一緒にコーヒーを飲んでいた樹女史が、いきなりそんなことを言い出した。

  　唐突に褒ほめられて、俺は悪役としてどう答えるべきか思案する。素直に喜ぶべきか、謝辞を述べるべきか、それとも素知らぬ顔で通すべきか。

  　そうやって俺が答えあぐねていると、樹女史はコーヒーカップを机に置いて、もじもじと両手の指を重ね始めた。それはまるで、言いたいことがあるのに上手く言葉にできなくて困っているような、もどかしくて、息苦しくて、切ない仕草。

  　彼女は何を迷っているのだろう。

  　彼女は俺に何を言いたいのだろう。

  「あの、ジョー先生？　いきなりこんなことを言われても困るかもしれないけど、でも、私、どうしても……」

  　らしくない歯切れの悪さで、樹女史は視線をさまよわせる。その表情は緊張で強こわ張ばり、声も心なしか震えているようだ。

  「その……ジョー先生。今、ここには私とあなたの二人しかいないわ」

  「ああ。そうだな」

  「だから、お願い。正直に答えてほしいの」

  　樹女史の艶つやのある声が、二人きりの保健室にこだまする。

  「私、ジョー先生が……」

  

  　――俺の長い一日は、まだ、終わらない。
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  第四幕　「小旗真白」の片想い

  

  　私には好きな人がいます。

  　その人を追いかけて、私は難関と呼ばれる芸能人養成学校を受験しました。試験の結果は芳かんばしくありませんでしたが、それでも私はかろうじて入学を許可されました。

  　ただし、入学と引き換えに、私は学校側からいくつかの条件を課せられました。

  　――入学してから、一か月が過ぎました。

  　課せられた条件のせいで、私は人前に出ることができません。だから私は教室にも入れません。だから私はみんなと一緒に授業が受けられません。だから私には、友達と呼べる人間が一人もいません。

  　それでも私は満足しています。青い空と白い雲を眺めていれば、時間がたつのも忘れられるから。私の話を聞いてくれる保健医の樹いつき先生がとても優しい人だから。

  　何より、大好きなあの人がいつもそばにいてくれるから。

  　だから友達がいなくても平気でした。

  　本当に、平気でした。

  

  昼休み

  

  　昼は屋上にある給水塔の上で寝転がって空を眺めるのが私の日課です。あまり行儀が良くないことは承知していますが、晴れの日に青空を眺めるのは私の数少ない楽しみなので、どうか許してください。

  　屋上のひときわ高い給水塔のてっぺんで、今日も私はゴロリと寝転がります。スカートが強風に揺れても別段気にしません。だって、屋上に私以外の人がいることなんて滅多にないのですから。

  　滅多に人が来ないから、私はいつも屋上にいるのです。

  　寝転がったまま、私は空へと手を伸ばします。今日はいい天気だから、ひょっとしたら白い雲が掴つかめるかもしれません。うーん、もうちょっと、あと少し……。

  　ガチャ。

  　私が空に向かって手のひらを握ったり開いたりしていると、どこからか扉の開く音が聞こえてきました。仰向けになって空を眺めていた私は、コロンと横に半回転して、給水塔の上でうつ伏せになります。

  　私の存在を知られるわけにはいきません。私は細心の注意を払って身を隠すと……でも湧わき上がる好奇心を抑えきれなくて、ひょっこりと首を伸ばして屋上を覗のぞき見ました。

  　屋上に現れたのは、全身筋肉の塊のような大男と、黒縁眼め鏡がねをかけた細身の美青年です。

  「あの眼鏡の人は、確か副会長の加か賀が雅まさ弥や先輩……」

  　見覚えのある顔を発見して、私の口が自然と動きます。

  　学園でも指折りの二枚目が、こんな人ひと気けのないところで何をするつもりでしょうか。相手が女子ならば告白という展開もあるかもしれませんが、どう見てもそんな雰囲気ではありません。相手のマッチョな殿方が本当に告白したら、それはそれで面白いですけれど。

  「加賀雅弥！　勝負だ！」

  　野太い声で叫びながら、筋骨逞たくましい殿方がいきなり上半身裸になりました。これから男二人でどんな勝負が始まるのかと、私はワクワク、じゃなくてハラハラしながら息を潜めます。

  　観客の存在に気づかないまま、二人は屋上で激突しました。拳こぶしと拳、体と体がぶつかりあう男の喧けん嘩かです。ワクワク。じゃなくてハラハラ。

  　――五分後。

  　マッチョな殿方は、全身にアザを作って地面に這はいつくばっていました。

  　素人目に見ても二人の実力差は歴然でした。おそらく雅弥先輩は格闘技の心得があるのでしょう。対する筋肉先輩は動きがいちいち大おお袈げ裟さで、「これからパンチを打つぞ」と宣言しながら攻撃しているようなものでした。ひょっとすると、ドラマのように大おお袈げ裟さにアクションをするのが筋肉先輩のポリシーなのでしょうか。だとしたら実に面倒なポリシーですけれど。

  　捲まくり上げていた服の袖そでを戻しながら、雅弥先輩が倒れている筋肉先輩に声をかけます。私は給水塔の上に伏せたまま、聞こえてくる声に耳を澄ましました。

  「先輩。男の約束です。きららのことは諦あきらめていただけますね？」

  　……きらら？

  　それが人物名だと思い至った私は、殿方二人がどうして殴り合いの喧けん嘩かをしていたのか、ようやく合点がいきました。

  　つまり、雅弥先輩と筋肉先輩は、きららという美少女を巡って三角関係の愛憎劇を繰り広げていたのです。一人の美少女を巡って二人の殿方が殴り合いの喧嘩をするなんて、さすがは美少女揃ぞろいの歌劇学園。男を惑わす魔性の女もよりどりみどりです。

  「わかった。俺も男だ。約束は守る」

  　敗者の筋肉先輩が倒れたまま潔いさぎよく答えました。その目がきらりと光って見えたのは、ひょっとして悔しさに男泣きしているから？　これほど殿方に慕われるなんて、きららという女性はどれほどの美少女なのでしょう。私は拳こぶしを交えた殿方二人よりも、むしろ妖よう艶えんな美女きららの方に興味が湧わいてきました。

  　そのまま二言三言、言葉を交わして、雅弥先輩は屋上に筋肉先輩を放置したまま去ってしまいました。

  　……どうしましょう。筋肉先輩がこのまま屋上に居座っていては、私は給水塔を降りるに降りられません。私は人前に姿を晒さらすわけにはいかないのです。

  　そうして私が給水塔の上でおろおろと困っていると、再び屋上の扉が開きました。

  「きゃあ！」

  　姿を見せた女子生徒が、倒れている筋肉先輩を見て悲鳴を上げます。確かに、ドアを開けていきなりマッチョな大男が倒れていたら私も驚くと思います。

  「って、直なお也やじゃない！　どうしてこんなところで死んでるのよ！」

  　勝手に筋肉先輩を殺しながら、美人の女子生徒が駆け寄ってきました。どうやら筋肉先輩は直也さんという名前のようです。これからは筋肉直也先輩と呼ぶことにしましょう。

  　どうやら筋肉直也先輩と美人の女子生徒は顔見知りだったようです。彼女は筋肉直也先輩に駆け寄ると、倒れている彼に肩を貸しました。

  　ひょっとして、この美人が噂うわさの魔性の女「きらら」なのでしょうか。綺き麗れいな黒髪に、服の上からでもわかるスタイルの良さ。美人揃いの歌劇学園でも特に整った顔立ちでありながら、全身から滲にじみ出る親しみやすい雰囲気。なるほど、男二人を手玉に取るのも納得の美び貌ぼうです。

  「いったい何があったの？　喧けん嘩かでもした？」

  「喧嘩ではない。これは男と男の果たし合いだ。いわば魂の会話！」

  「はいはい。殴り合いには変わりないでしょ。まったく、直也は脳みそまで筋肉でできてるんだから」

  「お前っていいやつだな」

  「今のどこが褒ほめ言葉に聞こえたか！」

  　親密な雰囲気を漂わせながら、美人のきらら先輩（仮名）に連れられて、筋肉直也先輩は屋上を去りました。

  　二人の姿が見えなくなって、私はほっと胸を撫なで下ろすと、給水塔のはしごを伝って屋上に降り立ちます。ああ、よかった。このまま降りられなくなったらどうしようかと思いました。

  　それにしてもさすがは歌劇学園です。一人の女性を巡って複数の殿方が恋の鞘さや当あてをするなんて、ドラマの中だけの話だと思っていました。

  　男を手玉に取るなんて想像もつかない私にとって、きらら先輩（仮名）の魔性は羨うらやましくもあり、憧あこがれるものでもありました。歌劇学園の女子制服に袖そでを通した身としては、私もそのくらいの魅力をいつか身につけたいものです。

  　……無理でしょうけれど。

  　そして私は空を見上げ、今日も手を伸ばすのです。風に流れる白い雲を、この手で掴つかむために。

  

  　うん？

  　両手を広げて全身で風を浴びていた私は、どこからか視線を感じて周囲を見回しました。

  　……小学生？

  　そう思ってしまうほど小柄で愛らしい女の子が、屋上の入り口に立って、私をじっと見つめていました。私としたことが、雲を掴むのに夢中で注意力が散漫になっていたようです。

  　女の子は歌劇学園の制服を着ていました。短く切り揃そろえられた髪。くりっとした意志の強そうな瞳ひとみ。手足が短くて華きや奢しやな外見なのに活発な印象を感じさせるのは、彼女の内面から滲にじみ出る活力のせいでしょうか。

  　ランドセルが似合いそうな愛らしさですね～。ほんわかした気持ちになりながら、私は女の子に優しく接します。

  「こんにちは」

  　挨あい拶さつをしてから私ははたと気がつきました。そういえば、私の存在は学園のトップシークレットなのでした。他の生徒と交流してはいけない約束なのに、私としたことが、うっかり挨拶をしてしまうなんて。

  　どうしましょう。でも、今さら誤魔化すわけにも……。戸惑いながら、私は彼女の反応を観察します。なのに、なぜか彼女は私をじっと見つめたまま微動だにしません。

  「？」

  　可愛かわいい女の子に見つめられて、私は不思議そうに首を傾かしげます。まさかとは思いますが、一目見ただけで私の正体に気づいたのでしょうか。そんな危き惧ぐを抱いていると、彼女はいきなり顔を赤らめて、あたふたと慌て始めました。この落ち着きのなさは、まるで小動物のような愛らしさです。

  「え、えっと、こんにちは。こんなところで何してるの？」

  　ようやく挨あい拶さつを返してくれた彼女が、緊張した面おも持もちで私に尋ねます。私は何と言ってこの場を切り抜けようかと考えて、何気なく空を見上げました。

  　白い雲がぷかぷかと気持ち良さそうに空を泳いでいたので、ついうっかり、

  「今日はとてもいい天気なので、ひょっとしたら雲が掴つかめるのではと思いまして」

  　正直にそう答えてしまいました。

  「へ、へえ。雲が好きなんだ。ボクも晴れの日って大好きだよ」

  「そうなのですか？　気が合いますね。ひょっとすると、あなたとは前世で会っていたのかもしれません」

  　彼女の反応に気を良くした私は、嬉き々きとして語り始めます。私の前世が春を運ぶ風だったこと。雲さんと一緒に世界中を旅していたこと。可愛いあなたの前世は、きっと渡り鳥さんに違いありません。なんて奇遇なのでしょう。前世で親友同士だった私たちが今こん世せいでも出会えるなんて！

  　……はっ、いけない。彼女の表情がとても強こわ張ばっています。久しぶりに見ず知らずの方とお話ができて気分が高揚していたようです。絶対に目立ってはいけない状況で、ついうっかり前世の話をしてしまいました。てへ、失敗失敗。

  　私が反省していると、少女は瞳ひとみを輝かせながら詰め寄ってきました。

  「お願いします！　ボクのお姉さまになってください！」

  「え？」

  　私はよく人から「何を考えているかわからない」と言われるのですが（個人的には納得いかないのですが）、どうやら彼女も私に負けず劣らず突拍子もない言動をされる方のようです。

  　いきなり「お姉さまになってくれ」とおねだりされても、私は苦笑いするしかありません。だってそうでしょう？　お姉さまとは私が憧あこがれるあの人のような、清らかで美しい女性がなるものです。私なんかがお姉さまだなんて……ねえ？

  「ええと、ごめんなさい。あなたの気持ちは嬉うれしいけれど、私はお姉さまなんて柄ではないから。だってほら、お姉さまというのは年上の女性がなるものでしょう？」

  　丁寧に彼女の申し出を辞退します。なのに、私のどこがそんなに気に入ったのか、愛らしい彼女は引き下がろうとしませんでした。

  「変じゃないよ！　だってボクより年上で、すごく綺き麗れいで落ち着いていて、とっても『お姉さま』って感じがするよ？」

  「私が年上、ですか？」

  　どう見ても小学生にしか見えない彼女ですが、歌劇学園の制服を着ている以上、私よりも年下ということはありえないはずです。いえ、歌劇学園ならば本物の小学生に制服を着せて「高校生です」と言い張るぐらいやりかねないですけれど。

  　そんな小学生疑惑を抱いていると、彼女は思い出したように背筋を伸ばして自己紹介を始めました。

  「ボクは一年Ａ組出席番号一番、綾あや平ひらきらら。十五歳」

  　……きらら？

  　ひょっとして二人の殿方を手玉に取った、妖よう艶えんな美女の、あの「きらら」？

  　衝撃の事実に私は驚きを隠し切れません。まさか小学生のようにちっちゃくて愛らしい女の子が、大の男二人と三角関係の愛憎劇を繰り広げる魔性の女だったなんて！

  　わ、わ、私、この子とお友達になりたいですっ！

  「初めまして。一年Ａ組出席番号五番、小こ旗ばた真ま白しろです。きららさんと同じ十五歳です」

  　お淑しとやかに私も自己紹介。学校側との約束で生徒との交流が禁じられている私ですが、そんな事実はすっかり失念しています。お願いですから、どうか今回だけは見逃してください。私はもっと女の魅力について学びたいのです。むしろ魔性の女になりたいのです。

  「えっ、ボクと同じ高校一年生!?」

  　私の自己紹介を聞いて彼女が目を丸くしています。どちらかと言うと、それは私の台詞せりふのような気もするのですが。

  「……あれ？　今、一年Ａ組って言わなかった？」

  「はい。言いました」

  「ボクと同じクラスじゃないか！」

  「はい。偶然ですね」

  「そうじゃなくて！　ボク、あんたのことクラスで見かけたことないよ！」

  　彼女は自分のことを「ボク」と呼び、まるで男の子のような口ぶりで喋しやべります。少年っぽいのに実は魔性の女だなんて、これがギャップ萌もえというやつですね。

  　こうなったら、思い切って私も自分を「ボク」と呼ぶようにしましょうか。それはとても甘美な誘惑で、抗あらがい難い魔力を秘めていましたが……いえ、やはりやめておきましょう。美少女であり続けることを宿命づけられた身としては、女らしさを損なう行為はできません。

  「ええと、私には人前に出られない事情がありまして……。ですから、その、私のことは秘密にしていただけるととても助かるのですが」

  　口止めをお願いしながら、私は自分の置かれた境遇を思い返します。

  　忘れてはいけません。受験で補欠合格だった私は、入学と引き換えに幾つかの条件を突きつけられたのです。

  　――学校が私に与えた役割。それは「ミステリアスな美少女転校生」を演じること。

  　私は転校生という立場で、二学期から一年Ａ組に編入することが決まっています。これは学園が仕組んだどっきり企画の一環で、私はどっきりの仕掛け人として、ターゲットとなる同級生の男子を騙だます役目を担っているのです。具体的にどのようなどっきりが行われるかは……今はまだ内緒です。いつか語る機会もあるでしょう。

  　そのような理由から、現在の私は一年Ａ組の生徒でありながら教室に入ることが許されていません。私は未来の転校生。一学期の学園にはいないはずの生徒。だからこそ私は人目を避けて学校に通い、保健室で孤独に授業を受けているのです。二学期までは自分の存在を隠し通すこと。それが、私に与えられた入学の条件の一つだから。

  　でも、この条件はまだ耐えられます。保健医の樹いつき先生や、憧あこがれのお姉さまが私の話し相手になってくれるから。だからクラスの誰とも友達になれなくても平気です。

  　本当につらいのは、私に課せられたもう一つの条件。これだけはどうしても……。

  　そんなことを考えていたからでしょうか。私の暗い表情を見て、瞳ひとみの大きな女の子が申し訳なさそうに頭を下げました。

  「ごめん。立ち入ったことを聞いて気分を悪くしたよな。本当にごめん」

  　どうやら彼女は「保健室で授業を受けている」という私の立場を誤解したようです。私の境遇をどう捉えたのかはわかりませんが、こちらの事情を一切聞かずに頭を下げる彼女は、とても純粋な女の子だと思いました。

  　だから、私は優しく言葉を返します。

  「気にしないでください。私は全然気にしていませんから」

  　だから、憧れのあの人の笑顔を真似ながら、私は精一杯の愛情を込めて囁ささやきます。

  「それどころか私は嬉しいんですよ。だって歌劇学園に通うようになって、初めてクラスメイトとお話ができたのですから」

  　自然と口を突いて出た言葉に、私は自分でも驚いてしまいました。

  　ああ、そうか。どうりで「仲良くしちゃいけない」と思いながら、こんなにたくさんお話をしてしまうわけです。私はクラスメイトと知り合えて嬉うれしかったのですね。

  　私の告白を聞いて、落ち込んでいた彼女の表情が戸惑いに変わり、驚きに染まり、やがて希望に満ちた笑顔になりました。くるくると表情が変わるのは、きっと彼女の魅力に違いありません。

  　魅力溢あふれる女の子を前にして、私は気がつくと、笑顔になって語りかけていました。

  「きららさん。よかったら、私と友達になっていただけませんか？」

  　猫の目のようにくるくると彼女の表情が変わります。驚き、喜び、不安、ためらい。無数の彩りを見せた後、最終的に彼女はなぜか怒ったような顔でそっぽを向いてしまいました。

  「べ、別に、友達になってあげてもいいよ。あー、でも条件が一つだけあるけど」

  「条件？　それは何でしょうか？」

  　条件という単語に不安を覚える私へ、彼女は唇を尖とがらせながら言いました。

  「『きららさん』なんて他人行儀はやめろよな。ボクのことは『きらら』って呼べ」

  　……きっと、これが魔性の女の魅力なのですね。私は可愛かわいらしい彼女の――きららの魅力に、もうメロメロです。

  「……はい。では、私のことも『真白』と呼んでください」

  　そうして、私ときららは二人同時に笑い出しました。

  　友達作りなんてとっくに諦あきらめていたのに。私と友達になってくれる人なんて、いないと覚悟していたのに。それがまさか、こんな形で手に入るなんて。

  　――歌劇学園で学んだこと。

  　勇気を出して自分から手を伸ばせば、何だって掴つかむことができる。

  　遠い夢も。白い雲も。友達の、小さな手のひらも。

  

  　昼休みも終わりに近づいた頃、私は今にもスキップしそうな足取りで廊下を闊かつ歩ぽしていました。

  　短い時間でしたが、きららとお喋しやべりができて本当に楽しかった。これほど楽しい昼休みは入学してから初めてのことです。今日ほど二学期が待ち遠しいと思ったことはありません。早くきららと一緒のクラスに通いたい。友達と楽しい学園生活を送りたい。

  　屋上での楽しい一時を思い出して、私はくすくすと笑みをこぼします。女らしくなりたいと願うきららのためにメイクの手ほどきをしましたが、果たして私の手が震えていたことにきららは気づいたでしょうか。

  　私がメイクの勉強を始めたのはつい最近のことです。他人にメイクを施ほどこしたのは今日が初めてで、緊張で手の震えが止まりませんでした。しかもきららのような可愛い子に、私は指でグロスを塗ったのです。私が指先できららの唇をそっと撫なでると、彼女は緊張に震えながら目を閉じて……。ああ、思い出しただけで胸がドキドキしてきました。

  　可愛いきらら。「片想いをしている」と私に打ち明けてくれた純情なきらら。女らしくなりたくて身につけた私の技術が、そして私のあげたメイク道具が、彼女の恋に少しでも役立つと嬉しいのですが。

  「きららの初恋、上手くいってほしいですね」

  　人目につかないよう職員用の通路を歩きながら、私は独り言のようにつぶやきます。

  　彼女が誰を好きなのかは知りませんが、友達を応援したいと思うのは自然な感情でしょう。何だか今日の私は恋のキューピッド気分です。

  「その前に、自分の片想いもどうにかしないといけないわけですが」

  　憧れのあの人を思い出して、浮ついていた私の足取りが途端に重くなりました。

  　きららのように素直に自分の感情をぶつけられる人が羨うらやましい。だって私は、本当の自分を表に出すことが許されていないから。それが、私に課せられたもう一つの条件だから。

  　歌劇学園に在籍している限り、私は「ミステリアスな美少女転校生」を演じ続けなければいけません。本当の自分とは似ても似つかない美少女に、私は成り切らなくてはいけません。

  　それでも、あの人の側そばにいたいから……憧あこがれのあの人と同じ学校に通いたいから、私は自分の心を嘘うそで塗り固めます。だって本当の私なんて、ちょっと人より妄想癖があるだけの、美人でもない、女らしくもない、ただの――。

  「……やめましょう。考えても気が滅入るだけです。せっかく初めて友達ができたのに、暗くなってどうするのですか」

  　いつしか重たい足取りになっていた私が、ようやく保健室に辿たどり着きます。お淑しとやかさは忘れずに、私はしずしずと保健室の扉を開けました。

  「樹先生、ただいま戻りました」

  　お淑やかに帰宅の挨あい拶さつ。この一か月で保健室はすっかり私の居場所となっています。

  　私は笑顔で樹先生を見て、それから保健室にいるもう一人の人物を見ました。

  　オールバックの髪と黒いサングラスがよく似合う、室内なのにコートを着た中年の男性教諭。一見してカタギとは思えないこの方こそ、私が籍を置く一年Ａ組の担任である辰たつ巳み城じよう二じ……通称「さすらいのジョー」先生です。

  「こんにちは。ジョー先生もいらしていたのですね」

  「……ああ」

  　コーヒーを飲みながら、さすらいのジョー先生がそっけない態度で答えます。

  「真白」

  「はい」

  「屋上に行っていたのか？」

  「はい」

  「そうか」

  　……会話終了です。

  　私の様子を見に、こまめに保健室を訪れるジョー先生ですが、残念ながら会話が弾んだことは一度としてありません。そもそもジョー先生は私と目を合わせようとすらしないのです。

  　元から無口な方なのかとも思いましたが、樹先生が相手のときは意外と饒じよう舌ぜつになることがあります。なぜジョー先生は私の前でだけ無口になるのでしょう。ひょっとして、私は嫌われているのでしょうか。

  　今もジョー先生は、私から目を逸そらしたまま樹先生とコーヒータイムを楽しんでいます。私の様子を見に来たと言いながら、これでは何のために保健室に通っているのか……。

  　はっ！　そ、そうか。そういうことだったのですね。私、わかりました。わかってしまいました。

  　ジョー先生は、樹先生に恋をしているのです！

  　だから愛しの樹先生に会いたくて、もっともらしい理由をつけて保健室に入り浸っていたのです。ジョー先生の目的は私ではなかった。私の存在は、樹先生に会うための口実に過ぎなかったのです。

  　謎なぞはすべて解けました。道理で私と目が合っても慌てて目を逸そらすはずです。あれはきっと「樹女史と二人きりになりたいんだ。邪魔するんじゃねえ」という暗黙の合図だったのですね。ジョー先生、今まで気づけなくてごめんなさい！　小旗真白、気を利かせます！

  「なんだかお二人ともいい雰囲気ですね。まるで恋人同士のようで羨うらやましいです」

  「は？　ちょ、ちょっと待て。それは誤解……」

  　慌てたジョー先生が、コーヒーカップを持ったまま立ち上がります。あらあら、今さら恥ずかしがらなくてもいいんですよ。ジョー先生が私をダシにして樹先生に会いに来ていた事実は、すっかりお見通しなんですから。

  「どうやら私はお邪魔なようなので、昼休みが終わるまで外で時間を潰つぶして参りますね」

  「お、おい、待て……」

  「それではジョー先生。ごゆっくり♥」

  　ガラガラガラ、ピシャッ。

  　引き戸を閉めて保健室に二人を閉じ込めます。はあ～、いいことをした後は気持ちがいい。

  　今日の私は恋のキューピッド気分。ささ、後は若い二人に任せて、気配りのできるキューピッドは退散しましょう。スキップ混じりで私は保健室を後にします。

  　私の名前は小旗真白。ミステリアスな美少女転校生に成り切るべく、女らしさの修行に励む、ちょっと妄想癖のある十五歳。最近のマイブームは、みんなの恋を応援すること。

  　だって人の恋が上う手まくいくのを見ると、自分の恋も上手くいきそうな気がするから。

  

  放課後

  

  　キーンコーンカーンコーン。

  　学園ドラマにありがちな鐘の音が、天井のスピーカーから響いています。

  　保健室で午後の授業を受けていた私は、放課後を告げるチャイムを聞いて、すぐさま帰り支度を始めました。

  　おそらくジョー先生は、いつものように「真白の様子を見に来た」と言い訳しながら保健室に顔を出すはずです。気配りのできる恋のキューピッドとしては、ここは早めに下校して二人きりの時間を作ってあげるのが正しいあり方でしょう。

  　ああ、何でしょうこの高揚感は。こんなにワクワクするのは久しぶりです。やっぱり恋って素晴らしい。ジョー先生！　樹先生と末永くお幸せに！

  　ヤクザな先生にエールを送りながら、私は頭上にハートマークを飛ばしつつ、軽やかな足取りで出口へと向かいます。

  「待ちなさい」

  　樹先生に呼び止められました。肩を落としながら振り返ると、そこには腰に手を当てた白衣の樹先生が、不機嫌そうな顔つきで立っていました。

  　樹先生は歌劇学園のアダルト部門担当で、チューブトップにミニスカートという胸の谷間や腰のくびれや太ふと腿もものふくらみを強調した服装をしています。全身からフェロモンを漂わせる様子は、ミステリアスな美少女転校生を目指す私にとっても参考になる……。

  　いえ、私には逆立ちしても実践できない色気なので、あまり参考にはなりませんね。

  「外は下校する生徒たちで溢あふれているわ。真白は他人に姿を見られてはいけないのだから、帰るのはもう少し時間がたってからにしなさい」

  　一目散に下校しようとした私を樹先生が咎とがめます。普段は物わかりのいい先生なのですが、仕事熱心すぎるのが玉に瑕きずです。

  　それにしてもどうしましょう。このまま保健室に居残っていては、恋のキューピッドの面目丸まる潰つぶれです。ジョー先生と樹先生のお二人にラブラブタイムを満喫していただくため、お邪魔虫の私は一刻も早く退散するべきなのに。

  　仕方がありません。ここは嘘うそをついて乗り切りましょう。私だって歌劇学園の生徒です。アドリブの一つや二つ楽々とこなしてみせます。

  「申し訳ありません。今日は知り合いと一緒に帰る約束をしているので、早めに帰らせてください」

  「あなたの存在は秘密なんだから、学校に知り合いがいるわけないでしょう？」

  　当然の指摘です。どうやら私にアドリブの才能はないようです。困り果てた私は、どうやってこの窮地を乗り切ろうかと悩んで……。そして、大切なことを思い出しました。

  　そういえば、きららと友達になったことをまだ樹先生に話していませんでした。

  　ちょうどいい機会なので、樹先生にきららとのことを伝えることにしましょう。その上で「きららと一緒に帰る約束をした」と嘘をつけば、樹先生も信用するはずです。上手な嘘のつき方は、大きな真実の中に小さな嘘を混ぜることだとテレビでも言っていました。これならばきっと、樹先生も騙だまされるに違いありません。さっそく行動開始です。

  「樹先生。お話があるのですが宜よろしいでしょうか」

  「改まって何かしら？」

  「実は昼休みに学園の生徒とお友達になりまして、その方に私の事情をばらしてしまったのです」

  「何ですって？」

  　はっ！　樹先生のまなじりが急角度で吊つり上がりました。樹先生から逃れようとしたのが、今にもお説教が始まりかねない雰囲気になっています。これはいけません、とにかく弁明しなくては。

  「ええと、もちろん、口止めはしっかりしておきましたから安心してください。それで、私が一緒に帰る相手というのが……」

  「ようするに、あなたのことを知っている生徒と一緒に帰る約束をしたわけね。いいわ、私からもしっかり釘を刺しておきたいから、ここでその子が来るのを一緒に待ちましょう」

  「ええと、保健室に来るとは一言も……」

  　困りました。樹先生は私の友人が保健室に来ると思い込んだようですが、もちろん私は誰とも帰る約束などしていません。いくら保健室で待っていても誰も迎えには来ないのです。

  　この苦境をどうやって乗り切るべきか、私が悩み、困り果てていると、どこからかぱたぱたと足音が聞こえてきました。何者かが保健室に近づいているようです。

  　どこのどなたか存じませんが、これはチャンスです。保健室を抜け出すために利用させていただきましょう。来訪者を私の友人に仕立て上げて、一緒に保健室を抜け出すのです。

  「どうやら私の友達が来たようですね」

  　平然と言ってのけて、私は保健室の入り口に向かって手を広げます。

  「樹先生に紹介します。私と一緒に帰る相手は、この人です！」

  　ばーん！

  　勢いよく扉を開けて登場したのは、身長一九○センチはあろう筋肉ムキムキマッチョな顔面血だらけの大男でした。

  「たのもー！」

  　雄お叫たけびを上げながら、大おお股またで保健室に乗り込むマッチョ……あれ？　この人はひょっとして雅弥先輩にコテンパンにされていた、ええと名前は確か、筋肉直也先輩！

  「とうっ！」

  　動揺する私たちの眼前で、いきなり筋肉直也先輩は両手を広げて跳躍。ジャンプしながら空中で体を丸めて、膝ひざから地面に着地。ズシンという地響きが部屋全体を揺らしたかと思うと、そのまま前のめりになって両手を地べたに押しつけました。

  「先生、お願いだ！　先生の権限でアクション物のドラマを実現させてくれ！」

  　血に濡ぬれた額を床に擦こすりつける筋肉直也先輩。両手をついて嘆願する姿は……まさか、これが伝説のジャンピング土下座!?

  　噂うわさには聞いたことがありましたが、目の前で実践されるとは夢にも思っていませんでした。さすがは歌劇学園、土下座にも個性が溢あふれています。

  「……保健医にそんな権限はないわよ」

  「がーん！」

  　当然の返答を受けて筋肉直也先輩が青ざめます。顔は血で真っ赤ですが。

  　落胆を隠し切れない筋肉直也先輩は、ちらりと私を一いち瞥べつした後、改めて樹先生に頭を下げました。

  「それでは教えていただきたい！　アクションドラマを実現するには、歌劇学園の誰に頼めばいいか！」

  「そうね、監督経験のある先生か、それとも学園長かしら。あと、生徒会に頼むって手もあるわね」

  「生徒会だと!?」

  　くわっと目を見開く筋肉直也先輩。いちいち反応がオーバーアクションすぎて怖いです。

  　ですが筋肉直也先輩が狼ろう狽ばいするのも無理からぬこと。何しろ生徒会副会長の加賀雅弥先輩とは、魔性の女・綾平きららを巡って殴り合いの喧けん嘩かをした仲。今さら筋肉直也先輩が、おめおめと生徒会に顔を出せるはずがありません。本当にきららは罪作りな女の子です。

  　果たして筋肉直也先輩はこれからどう行動するのか。ワクワクもといドキドキしながら見守っていると、先輩は三度頭を下げました。

  「わかりましたＣ子先生！　ありがとうございました！」

  「Ｃ子先生って誰よ」

  　樹先生のつぶやきよりも早く、保健室を飛び出す筋肉直也先輩。さっきまで部屋の真ん中で土下座していたのに、もう姿が見えなくなるとは何という早はや業わざでしょう。さすが、はちきれそうな筋肉は伊達ではありません。

  　壊れそうな勢いで扉を閉めて、マッチョな先輩は奇怪な雄お叫たけびを上げながら走り去りました。ええと、何だかよくわかりませんが、とりあえず頑張ってください。

  「……ねえ、真白？」

  　呆あつ気けに取られていたＣ子先生（仮名）が、床に残された血けつ痕こんを眺めながら、ぼんやりと口を開きます。

  「今のがあなたの友達？」

  　ぶんぶんぶんぶん！

  　髪を振り乱しながら首を左右に振る私です。大抵のことでは動じない私ですが、さすがに今回ばかりはなりふり構わず全力否定です。

  「ああそう。そうよね。安心したわ。なら、あなたが友達になった子はこれから保健室に来るのね？」

  「いえ、ですから保健室に来るとは一言も言っていません」

  「あら、そうなの？　でもさっき『知り合いと一緒に帰る』って言ってたわよね？」

  「そ、それはそうですが」

  　どうしましょう。もたもたしていたらジョー先生が来てしまいます。どうにかしてこの場を乗り切らなくてはいけないのに、いいアドリブが思いつきません。私が言い訳できずにあたふたと困っていると、再び保健室の扉が開きました。

  　新たに登場したのは――私の、憧あこがれの人。

  「こんにちは樹先生。真白、お待たせしたかしら？」

  　にこやかに挨あい拶さつしながら保健室に現れたのは、憧れのお姉さまこと、歌劇学園生徒会長の由よし井い玉たま緒お先輩でした。

  　緩くウェーブのかかった美しいロングヘア。日本人形のように白い肌。常に微笑を絶やさない穏和な物腰。楚そ々そとした雰囲気の中に見え隠れする、凜りんとした気品。

  　玉緒お姉さまこそ、私の理想とする女性。

  　お姉さまに会釈されて、樹先生は納得したように頷うなずきます。

  「一緒に帰る相手って玉緒のことだったのね。だったら最初からそう言えばいいのに」

  「おや？　昼休みに、ジョー先生に伝言をお願いしたのですが。何も言っていませんでしたか？」

  　お姉さまが不思議そうに小首を傾かしげます。ケガの功名か、嘘うそから出た実まことか。どうやら私の出任せが偶然にも真実の一端を突いていたようです。正直、助かりました。

  　お姉さまが迎えに来たことで、樹先生も私を引き止めるのを諦あきらめたようです。明日改めてきららを保健室に連れてくると約束して、私はようやく下校を許されました。

  　それにしても、アドリブでこんなに寿命が縮むとは予想外でした。これでは先が思いやられます。こんな調子で私は二学期のどっきりを上手くこなせるのでしょうか。

  「それでは真白。帰りましょうか」

  「はい、お姉さま」

  　お姉さまに声をかけられて、私は満面の笑みで頷きながら鞄かばんに手を伸ばします。お姉さまのお誘いを拒絶する理由は一ミリたりともありません。だって、私はお姉さまと一緒の時間を過ごしたくて歌劇学園に入学したのですから。

  　私とお姉さまの関係は、一言で言うと「幼おさな馴な染じみ」です。

  　物心つく前からお姉さまの後をついて回っていた私は、それこそ家族同然の付き合いをして育ちました。幼い私たちはいつも一緒に遊んで、一緒にお風呂に入って、一緒に食事をして、一緒に勉強をして、一緒の布団で眠って……。

  　だから、私がお姉さまと同じ進路を志望したのは当然のことでした。いきなり美少女転校生になれと言われて、どうすればいいかわからず戸惑っていた私が、言葉遣いや立ち居振る舞いでお姉さまを真似るようになったのも当然のことでした。だって、お姉さまは私にとって理想の美少女そのものだから。

  　――今の私は偽りの私。今の私はお姉さまのコピー。

  　本当の私は、こんなにお淑しとやかではありません。本当の私は、こんなに優しくはありません。魅力的な女性に成り切るために、私はただ、お姉さまを真似ているだけ。

  　お姉さまのそばにいられるならそれで構わない。本当の私を誰も知らなくても、お姉さまさえわかっていてくれればそれで満足。お姉さまのそばにいられるなら、私は他に何もいらない。

  「それにしても、二人並ぶとまるで姉妹みたいね」

  　だから、樹先生の何気ない一言も私にとってはこれ以上ない賛辞でした。

  　そんな私の思いも知らず、お姉さまは穏やかな口調で言葉を返します。

  「私と姉妹だなんて、それは真白に対して失礼ですよ」

  「失礼なんかじゃありません！」

  　反射的に私は言い返していました。突然の大声に驚いたのか、お姉さまにまじまじと見つめられて、私は落ち着きなく視線をさまよわせてしまいます。

  「お姉さまと姉妹に見られて、私は光栄です……」

  　尻しりすぼみに小さくなる私の声。そんな弱々しい囁ささやきを聞いたお姉さまは、柔和に微ほほ笑えみながら、そっと私の頭を抱き寄せました。お姉さまの柔らかな胸に顔を埋うずめて、私の顔が桜色に火ほ照てります。

  　まったく。こういうことを自然にできてしまうなんて、お姉さまはずるい。

  「それでは樹先生。お先に失礼します」

  　私から離れながら、お姉さまがにこやかに会釈します。つられて私も先生に会釈します。

  　そうだ。せっかくですから、樹先生に発破をかけておきましょうか。

  「それでは樹先生。どうぞ、ジョー先生とごゆっくり」

  　ジョー先生はもうすぐ保健室に現れるはずです。せっかく私が留守なのですから、どうか気兼ねなく二人きりの時間を堪能してください。

  　と、思っていると、

  「あのねえ。昼休みも思ったけど、真白は勘違いしてるわよ。私とジョー先生はそういう関係じゃないから」

  　はっきりと断言されてしまいました。

  　またまた～、照れちゃって♥

  「そうですね。そういうことにしておきましょう」

  　含み笑いを残しつつ、私は保健室を後にします。扉を閉めようと振り返ったとき、樹先生は呆あきれ顔でこちらを見ていました。

  　はいはい。気のないふりをしてもだめですよ。二人の本心はお見通しなんですから。

  　私の名前は小旗真白。ミステリアスな美少女転校生を目指して女らしさの修行に励む、ちょっと妄想癖のある十五歳。最近のマイブームは、みんなの恋を応援すること――。

  

  「何かいいことでもあったのですか？」

  　保健室を出て廊下を歩いていると、お姉さまが私の顔を覗のぞき込んできました。どうやら私のウキウキ気分が顔に出ていたようです。

  　思い返してみれば、今日はとても刺激的な一日でした。

  　女性を巡って二人の殿方が決闘する場面に遭遇したり、可愛かわいらしい魔性の女・きららと友達になったり、伝説のジャンピング土下座を目撃したり、ジョー先生と樹先生を結ぶ愛のキューピッド役になったり……。

  　この一か月ずっと息を潜めて生活していたせいか、こんなにも密度の濃い時間を過ごせて私は無性に幸せを感じていました。それこそウキウキ気分が顔に出るというものです。

  「いいえ、何でもありません。ただ、こんな日がいつまでも続けばいいのにと思っただけです」

  　そう言って誤魔化すと、お姉さまは微ほほ笑えみながら「そうですね」と応えてくれました。お姉さまが纏まとう和やかな雰囲気に包まれて、私はさらに思ってしまいます。本当に、こんな日がいつまでも続けばいいのに。

  「こうして真白と歩いていると、むかしを思い出しますね」

  　私のウキウキ気分が移ったのでしょうか。お姉さまが目を細めながら、私の顔を見つめます。

  「小さい頃、よく二人で手をつないで出かけましたね。春は山でいちごを摘み、夏は畑ですいかの収穫をして、秋はイチョウ並木で銀ぎん杏なん拾い、冬はふきのとうを探して野道を歩く……」

  「何だか食べ物ばかりですね」

  「本当に」

  　微笑みながら、お姉さまは虚空を見上げます。私と過ごした幼い日々を、お姉さまは思い出しているのでしょうか。それを嬉うれしく思う反面、私は切なくも感じてしまいます。

  　お姉さまにとって私は単なる幼おさな馴な染じみ。そうとわかって私は寂しい気分になります。今のままでは、お姉さまは永久に私の恋心に気づいてはくれない。そんな気がして私は……。

  「……お姉さま」

  　過去を懐かしむお姉さまへ、私は躊躇ためらいがちに申し出ます。

  「手をつないでも、いいですか？」

  　お姉さまはお日様のように温かく微笑むと、隣を歩く私の手に、自分の指を絡めてくれました。お姉さまの指の隙すき間まに自分の指を差し込んで、私はお日様のぬくもりを手のひらに感じます。幼い頃、毎日のように感じていたお日様のぬくもりです。

  　照れくささに頬ほおを染めながら、私は自然とつぶやいていました。

  「やっぱり、今日はとてもいい日です」

  「はい。そうですね」

  　お姉さまと手を繋つなぎ、声を間近で聞きながら、私は今の幸せを噛かみ締めます。

  　そうです。焦る必要などありません。私もお姉さまものんびり屋なのですから。ゆっくりと着実に、二人のペースで歩み寄ればいいのです。今は指が触れ合う距離で。いつかはもっと近くで――。

  　触れ合い。見つめ合い。微ほほ笑えみ合い。幸福な気分に満たされながら、私たちは正面玄関に辿たどり着きました。

  　下校途中の生徒がちらほらと見受けられますが、ここはあえて気にせず歩きます。私の存在は学園のトップシークレットですが、下手にこそこそするよりも堂々としている方がかえって人目を引かないものです。いったんお姉さまと分かれた私は、靴を履き替えるため自分の下駄箱に向かいました。

  「奇遇ですね。会長も今帰りですか？」

  　手早く靴を履き替えた私の耳に、どこからか男性の声が聞こえてきました。

  　見ると、そこに立っていたのは黒縁眼め鏡がねをかけた長身の男子生徒。お姉さまへ親しげに話しかける彼を見て、私は屋上で目撃した光景を思い出します。

  　こ、この人は、きららを巡って筋肉直也先輩と壮絶な死闘を繰り広げた愛の伝道師、生徒会副会長の加賀雅弥先輩！　なぜ先輩がこんなところに……って、下校時間なのですから玄関にいてもおかしくはありませんね。

  「おや、君は」

  　私に気づいた雅弥先輩が値踏みするように目を細めます。私が素知らぬ顔で二人に近づくと、お姉さまがにこやかに私と雅弥先輩の間を取り持ってくれました。

  「雅弥さんに紹介しますね。こちらは一年Ａ組の小旗真白。私の幼おさな馴な染じみです」

  「会長の幼馴染というと、例の転校生ですか」

  　どうやら雅弥先輩は私の事情をご承知のようです。そうとわかって、私は少しだけほっとしました。本当の自分を隠しながら会話するのは、実はとても気を遣う作業なのです。

  「加賀雅弥です。初めまして」

  　眉まゆ一つ動かさずに挨あい拶さつする雅弥先輩。どうやら先輩は見た目通りクールな性格のようです。こういう無表情キャラを見ていると、無性に表情を崩してやりたくなるのは私だけでしょうか？　どうすれば雅弥先輩の鉄てつ面めん皮ぴを崩せるかと沈ちん思し黙もつ考こうする私です。

  　そんな企みなど知る由よしもない雅弥先輩は、私の特殊な境遇に同情したのか、これからの学園生活について親切にアドバイスをしてくれました。

  「君の境遇は聞いている。『突如現れたミステリアスな美少女転校生』とは、実に美お味いしい役回りだ。せっかくいい役を得たのだから、この幸運を逃さないよう今からしっかり準備を整えておくといい」

  　私に課せられた条件の数々を、ひっくるめて「幸運だ」と断じる雅弥先輩。言われてみれば確かに美味しい役なので、二学期になれば私の存在が話題になるのは間違いないのかもしれません。

  　……そうか。私は幸運なのか。

  　なぜでしょう。今まで重荷でしかなかった条件の数々が、先輩の一言で少しだけ軽くなった気がします。一言で私の価値観を逆転させるなんて、雅弥先輩は不思議な人です。

  「普段は屋上にいると聞いているが、気が向いたら生徒会室にも顔を出すといい。会長も喜ぶだろう」

  「は、はい。ありがとうございます」

  　冷血に見えて実は細かい気配りができる雅弥先輩。なるほど、これは女子に人気があるのも頷うなずけます。こんないい男に好かれるなんて、さすがはきらら、私の親友。

  　無表情だけど奥の深い雅弥先輩に私が感心していると、突然お姉さまが両手を「パン」と合わせました。

  「そういえば、屋上と聞いて思い出したのですが。最近噂うわさになっている『屋上の美少女』という怪談を雅弥さんはご存じですか？」

  　屋上の美少女？　あの、お姉さま、それはひょっとして……。

  「これは杏子から聞いた話なのですが。最近、屋上で謎なぞの美少女が頻ひん繁ぱんに目撃されているそうです。その美少女は学園の制服を着ているのですが、校内のどのクラスにもそれらしい女生徒はいないのだとか。学校にはいないはずの謎の美少女！　噂では、屋上から飛び降り自殺した生徒の亡霊ではないかと……。ああ、なんて恐ろしい！」

  「会長。それは本気で言っていますか？」

  「お姉さまはいつでも本気ですよ」

  　呆あきれている雅弥先輩へ、お姉さまとは長い付き合いである私が合いの手を入れます。ところが当のお姉さまはまったく意味がわかっていない様子で、私たちの顔を見比べて目をぱちくりとさせるばかりです。

  　どうすればわかってもらえるのでしょう。私が思案していると、雅弥先輩は落ち着き払った態度で、私を指さしながら言いました。

  「屋上の美少女ならば、ここにいると思いますが」

  「はい？」

  　根が素直なお姉さまは、雅弥先輩が指さした先――私を素通りした下駄箱のずっと向こう側を、身を乗り出して覗のぞき込みました。

  「……それらしい美少女は見当たりませんけれど」

  「それは本気でやってますか？」

  「お姉さまはいつでも本気ですよ」

  　合いの手を入れながら、私はようやくお姉さまが何をどう誤解しているのか悟りました。ようするに、お姉さまの目には私が美少女に見えていないのです。

  「そうですね。確かに『美少女』では語ご弊へいがありますから、お姉さまが気づかないのも無理はありません」

  　私が苦笑混じりにつぶやくと、雅弥先輩は一つため息をついて淡々と言いました。

  「君が落ち込む必要はない。単に会長の感性が世間とずれているだけだ。君は世間一般の尺度で言えば、間違いなく美少女の部類に入る」

  　……ひょっとして、私、口説かれました？

  　私は堪こらえきれずに横を向くと、雅弥先輩に悟られないように肩を震わせます。ああ、そうか。そういうことですか。雅弥先輩は私の事情をすべて知っているわけではないのですね。私がどういう意味で「ミステリアス」な転校生なのか、ご存じないのですね。

  　これは面白い。さっきから、どうにかして雅弥先輩の鉄てつ面めん皮ぴを崩せないかと思案していたところです。ここは一つアドリブの練習も兼ねて、本番前の予行演習といきましょう。

  「雅弥先輩♥」

  　この一か月で培つちかった女らしさを前面に出しながら、私は雅弥先輩の腕に馴なれ馴れしく手を回します。虚を突かれた雅弥先輩が私を見下ろした、その瞬間！

  「ちらっ」

  　私は自分の制服の襟えりを引っ張って、わざと胸元を大きく広げて見せました。雅弥先輩の位置からなら、私の胸がはっきり見えたはずです。ちなみに私は基本的にノーブラです♥

  「ばっ、ばかっ！」

  　何事にも動じないはずの先輩が、慌てふためきながら目を逸そらしました。
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  　やりました、大成功です。私の勝利です。先輩の鉄てつ面めん皮ぴを崩すことができて私はこの上なく満足です。

  「な、何のつもりだ。女の子がはしたない真似をするものじゃない」

  　耳まで赤くなった雅弥先輩が、そっぽを向いたまま私を叱しかります。私は「はーい」と可愛かわいらしく返事をしながら、雅弥先輩の腕に自分の平らな胸をぐいぐいと押しつけました。私を振り払おうとじたばたもがき始める雅弥先輩は、見かけによらずとても純情です。

  　そんな微ほほ笑えましいやりとりを眺めていたお姉さまが、きょとんとした顔で雅弥先輩に声をかけました。

  「真白が女の子？　雅弥さん、何を言っているのですか。真白は男の子ですよ」

  「………………え？」

  　雅弥先輩の動きがピタリと止まりました。そのまま恐る恐る私を見ます。先輩の熱い視線を感じた私は、この一か月の修行の成果を見せるべく「女らしく」微笑みました。にっこり。

  「……男？」

  　まだ信じられない様子の雅弥先輩が、魂の抜けた声で尋ねます。呆ほうけている雅弥先輩へ、お姉さまはわかりやすく事情を説明しました。

  「真白が演じるのは、『美少女転校生の正体は、実は男の子だった』という役どころですよ。真白が類たぐい稀まれな女顔だったために生まれた企画なのですが、それでもいきなり女装してクラスに溶け込めというのは無理な話でしょう？　そこでまず女装に慣れるため、一学期は練習期間に当てることになったのです。一学期で女らしさを身につけて、二学期からは同級生に混ざって女子生徒として行動する。そのためにわざわざ転校生という設定まで作って入学を遅らせ……どうしました、雅弥さん。顔色が悪いですよ？」

  　これはすごいです。私、へなへなと崩れ落ちる人というのを初めて見ました。私の手を逃れた雅弥先輩は、下駄箱に頭を突っ込むような体勢でかろうじて倒れるのを堪こらえています。

  　ここまでショックを受けてもらえると、私も女装冥みよう利りに尽きるというものです。女らしくなるためにメイクの勉強をしたり、魔性の女について学ぼうとしたり、「ボク」と名乗りたくなるのを必死に堪えたりと、この一か月、女性らしい思考や言動をするように心がけてきた甲か斐いがありました。まさしく苦労が報われた瞬間です。

  「雅弥さん？　あの、私たちはもう帰りますけれど」

  　生命反応が薄くなった雅弥先輩を心配して、お姉さまがこわごわと声をかけています。

  「ええと、よろしければ雅弥さんも一緒に帰りま……」

  「いえ結構。俺はここでしばらく頭を冷やします」

  　下駄箱にもたれかかったまま雅弥先輩が即答します。あの、その、本当に大丈夫でしょうか？

  「そうですか。わかりました。それではまた明日」

  　お姉さまは雅弥先輩の哀愁漂う背中に会釈をすると、戸惑いの視線を私に投げかけました。私も「さようなら」と声をかけて、お姉さまと一緒に歩き始めます。

  「ちょっとやりすぎたでしょうか」

  　反省を込めてぽつりと私がつぶやきます。お姉さまは私の顔をまじまじと見つめると、子供を叱しかる母親のように言いました。

  「ひょっとして雅弥さんの様子がおかしくなったのは真白のせいなのですか？　何をしたかは知りませんが、雅弥さんを怒らせると後が怖いですよ。覚悟しておきなさい」

  「……覚悟しておきます」

  　この期ごに及んでまだとぼけたことを言っているお姉さまへ、私は神妙な顔で答えます。……答えますが、このときの私はまだ雅弥先輩の真の恐ろしさがわかっていませんでした。

  　この直後。まさか復ふく讐しゆうに燃える雅弥先輩が、怪人筋肉土下座男を私にけしかけるなんて。そのせいで私が再起不能になるほどの精神的ダメージを受けるなんて……。

  

  　正面玄関を出てから校門に辿たどり着くまでの間。私はお姉さまと手を繋つないで歩きながら、懸命に笑いを堪こらえていました。

  「何がそんなにおかしいのですか？」

  　怪け訝げんな顔をしたお姉さまに尋ねられて、私は嬉しさに緩む頬ほおを手で押さえます。

  「何でもありません。ただ、お姉さまが私を美少女だと思っていなかったことが嬉うれしかっただけです」

  「おかしなことを言いますね。真白は男の子に決まってるじゃありませんか」

  「当たり前のようにそう言ってもらえることが、とても嬉しいのです」

  　私がどんな姿をしていても、お姉さまは一人の男として――異性として私を見てくれている。お姉さまの恋人になりたいと願う私にとって、それがどれほど嬉しいことか、お姉さまはまるで理解していないようです。

  　それも仕方がありませんね。何しろお姉さまは、私の恋心にまったく気づいていないのですから。

  「それにしても、雅弥先輩は見た目によらずいい人なのですね」

  　このままだと私の淡い恋心まで説明させられそうなので、私はあえて話を逸そらします。

  「私、雅弥先輩はもっと冷たい人なのかと思っていました。優秀そうに見えて、意外と抜けたところのある方なのですね」

  「雅弥さんはとても優秀ですよ。彼のおかげで生徒会の運営がどれほど助かっているか。どれだけ感謝しても感謝し足りないくらいです」

  「そのわりにあまり大切に扱われていないようですけど」

  「そんなことはありません。私なりに大切に扱っているつもりです」

  　お姉さまなりの「大切な扱い」がどういったものなのか、少し不安になる私です。

  「とにかく、雅弥さんはとても優秀です。それに、普段は二枚目なのにときどきお茶目になったり、達観しているように見えて意外とドジだったり。きっとそういうギャップが女心をくすぐるのでしょうね」

  　お姉さまが雅弥先輩をベタ褒ぼめしています。もちろんお姉さまが友人を貶けなす姿など想像もつきませんが、それを差し引いてもこれは褒めすぎです。

  　……ひょっとして、お姉さまは雅弥先輩のことが好きなのでしょうか。

  　お姉さまと雅弥先輩。二人が並んで歩く姿を想像した私は、それがあまりにもお似合いだったので胸が痛くなってしまいます。どうやら私は雅弥先輩に嫉しつ妬としているようです。

  　お姉さまは雅弥先輩のことをどう思っているのでしょう。

  　そんな私の疑問が喉のどまで出かかった、そのとき。背後から聞き慣れない女性の声が聞こえてきました。

  「おーい、玉緒～！」

  　大声でお姉さまの名前を叫ぶのは、萌もえ黄ぎ色いろの制服がよく似合う、長い黒髪が綺き麗れいな美少女でした。

  「ぶんぶん」という音が聞こえそうなほど豪快に手を振る彼女は、モデルのようにスラリとした長身で、均整の取れたプロポーションを持つ、吊つり目がちの勝気な瞳ひとみが特徴的な、いかにもクールビューティーといった風情の女性でした。

  「やっほー！　玉緒も今帰り？　だったら一緒に帰ろうよん。あ、この子は一年生？　私、水み無な月づき杏きよう子こ。よろしくねん」

  　……性格は、クールビューティーとは程遠いようですけれど。

  　陽気な杏子先輩は、どうやらお姉さまと親しい間柄のようです。お姉さまが杏子先輩を快こころよく受け入れて、私たちは三人で下校することになりました。一方的に喋しやべる杏子先輩を見ながら、私は……はて？　この陽気な先輩、どこかで会った気がするのですが。

  「杏子さんは相変わらず賑にぎやかですね。さてはまた面白い噂うわさ話ばなしでも聞きつけたのですか？」

  「おっ。私のテンションの高さを見抜くなんて、さすが我が心の友。私のことがよくわかってるね～。ここだけの話だけど、『屋上の美少女』に続く新しいネタがあるんだよね、聞く？　聞くよね？　聞かないって言っても喋っちゃうよ」

  　どうやら杏子先輩は噂話が大好きなようです。何を隠そう、私もそういう話は嫌いではありません。先輩が語る衝撃の新ネタとは何なのか、ワクワクしながら耳を傾けます。

  「ここだけの話なんだけど。実は、一年の女子を奪い合って男二人が殴り合いの喧けん嘩かをしていたのよ」

  「えっ？」

  　私は絶句します。だって、これはおそらく、きららを巡って雅弥先輩と筋肉直也先輩が果たし合いをしたという話ですよね？　でもどうして杏子先輩がそのことを知って……あっ！　どこかで見たことがあると思ったら、杏子先輩は屋上で倒れていた筋肉直也先輩を介抱した女子生徒ではありませんか。

  　なるほど。杏子先輩は筋肉直也先輩から詳しい事情を聞いたのですね。それならば、きららを巡る三角関係について知っていても不思議ではありません。

  　大変です。一大事です。もしも「きららは男二人を手玉に取る魔性の女」などという噂うわさが広まったりしたら、彼女は今後三年間、肩身の狭い思いをしながら学園生活を送るハメになってしまいます。大切な友達を守るため、何としてもこのお喋しやべりな先輩の息の根を止めなければ！　もとい、お喋りな先輩の口を塞ふさがなければ！

  　しかし私が先輩の息の根を止めるよりも早く、彼女の舌は滑らかに語り出していました。

  「それで、その男女三人の正体なんだけど。これが聞いてびっくり――」

  　そこまで言って、杏子先輩はニヤけた顔のままピタリと静止します。と思ったら、いきなり顔中にだらだらと冷や汗を流し始めました。いったい杏子先輩の身に何が起こったのでしょう？

  　異変に気づいたお姉さまが、立ち止まって杏子先輩の顔を覗のぞき込みます。

  「杏子さん、どうかしたのですか。いきなり話をやめるなんてらしくありませんよ。ひょっとして、肝心の三人の正体がまだわかっていないのですか？」

  「へ？　……あ、あー、そう、そうなのよ！　私としたことがうっかりしててさ。三人が何者なのか全然わかってないんだよね」

  　豪快に笑いながらわざとらしく釈明する杏子先輩は、どこからどう見ても嘘うそをついているとしか思えません。とりあえず目前の危機が回避されて安あん堵どする私ですが……。この見るからにお喋り好きな先輩が、どうして三人の名前を出すことを躊ちゆう躇ちよしたのでしょう。

  　加賀雅弥先輩と筋肉直也先輩がきららを巡って殴り合いの喧嘩をしたことを、お姉さまに語れない事情とはいったい……。

  　ない知恵を絞って推理力を働かせた私は、ついに一つの結論に辿たどり着きました。

  　ひょっとすると杏子先輩は、雅弥先輩が殴り合いの喧嘩をしていた事実を、お姉さまに伝えたくなかったのではないでしょうか。

  　なぜなら、お姉さまは雅弥先輩に片想いしているから！

  　そうです。そうに違いありません。だから杏子先輩は、「雅弥先輩は殴り合いの喧嘩をするくらいきららのことが好き」という事実を口に出せなかった。事実を知れば、お姉さまが悲しむと思ったから。

  　先ほど私が感じたこと――「お姉さまは雅弥先輩に片想いしている」という想像は、どうやら的中していたようです。杏子先輩の行動が、その事実を裏付けています。

  　お姉さまの秘めた恋心を知って私は胸が苦しくなります。二人はとてもお似合いのカップルだと思う自分がいて、それでもお姉さまを諦あきらめ切れない私がいて、片想いはいつだって切なくて、だけどこの苦しみは私だけのものじゃなくて……。

  　私は、お姉さまのことが好き。

  　お姉さまは、雅弥先輩のことが好き。

  　雅弥先輩は、きららのことが好き。

  　きららは――やっぱり誰かのことが好き。

  　それは切ない片想いの連鎖。たくさんの想いが連なってできた……だけど一人として両想いにはなれない、がんじがらめの恋の鎖。

  　春の日の帰り道。大好きな女性の傍かたわらで、私は思わずにはいられない。

  　相思相愛って世界一身近な奇跡なのかもしれないな、と。



  


  第五幕　「由井玉緒」の片想い

  

  早朝

  

  「おっはよーっ！」

  　元気よく挨あい拶さつしながら、私は前を歩いていた同級生の背中を突き飛ばす。

  　制服のスカートを揺らしながら歩道でつんのめる友人を見て、私は満ち足りた気分。うんうん、やっぱり朝はこのくらい元気じゃないとね。

  　私が朝の挨拶を満喫していると、つんのめっていた同級生がようやくこちらを振り返った。おっとりした雰囲気の彼女は、三年Ａ組出席番号二十三番、由よし井い玉たま緒お。私の同級生であり、心の友だ。

  「誰かと思えば杏きよう子こさんですか。おはようございます。とりあえず、いきなり突き飛ばすのはやめていただけませんか？」

  「なーに言ってんの。このくらいで驚いてるようじゃ、いきなりシャイニングウィザードなんてされたら心臓止まっちゃうよ」

  「シャイ……はあ。そうですか。すみません」

  　生真面目に頷うなずく玉緒。人の話を何でも素直に聞いてしまうのが彼女のいいところだ。ちなみに誇張でもなんでもなく、私は仲のいい男友達に、挨あい拶さつ代わりに背後からドロップキックをかました経験がある。すべては愛情の裏返しだ。

  「杏子さんはいつも元気ですね」

  「そういう玉緒は朝から元気ないね。便秘？」

  「低血圧なだけですよ」

  　我が心の友・由井玉緒は基本的に朝が弱い。生徒会長でもある彼女は、目覚めの一杯と称して生徒会室で熱～い日本茶を飲むのが毎朝の日課だった。逆に言えば、お茶を飲むまでは普段に輪をかけてぼーっとしているのが彼女の日常でもある。

  　あ、そうだ。日本茶と言えば。

  「そういえば実家から新茶が送られてきたんだよね。玉緒にお裾すそ分わけしようと思って持ってきたんだけど、欲しい？」

  「はい、いただきます！　ありがとうございます。持つべきものは静岡出身の友人ですね」

  　新茶と聞いてテンションの上がった京都出身の玉緒が、静岡出身の私に満面の笑顔を向ける。いやいや、感激するほどのことじゃないよ。地方では美お味いしいお茶が飲めないとでも思っているのか、実家のママンが頻ひん繁ぱんに地元の茶葉を送りつけてくるだけだから。この程度のお裾分けなんて、友情の証としても安すぎる。

  「宜よろしければ昼休みに生徒会室へいらしてください。一緒に新茶を楽しみましょう」

  　円筒形の茶缶を受け取りながら、玉緒が幸福感に満ち満ちた笑顔で私を誘う。うーん、玉緒とお茶会というのはなかなか魅力的な誘いだけど。

  「あー、ごめん。昼休みはちょっと用事があるから」

  「まあ、そうですか」

  　お茶会の誘いを断られて、目に見えて落胆する玉緒。この素直さは玉緒の長所であり短所だ。だって断った側は落ち込む玉緒を見て物もの凄すごい罪悪感に襲われるんだから。

  　ああもう、仕方がない。落ち込む心しん友ゆうを元気づけるため、ゴシップ脳の異名を持つこの私――三年Ａ組出席番号十八番、輝く黒髪をなびかせて颯さつ爽そうと闊かつ歩ぽする学園一の美少女、水み無な月づき杏子様がとっておきの話を披露してあげよう。これを聞けば、玉緒のテンションも急上昇間違いなし！

  「ところでさ、玉緒は『屋上の美少女』って聞いたことある？」

  「いいえ。初耳ですが、それはどういう噂うわさですか？」

  　いつだって玉緒は嫌な顔一つせず、私のくだらない話に付き合ってくれる。いつも一方的に喋しやべっている私が言うのも何だけど、嫌なら嫌ってはっきり言えばいいのに。本当に彼女は人がよすぎる――とずっと思っていたら、あるとき玉緒にこう言われてしまった。

  「だって杏子さんのお話はいつも面白いですから。それに杏子さんはいつだって楽しそうにお喋しやべりするので、聞いているこちらまで嬉うれしくなるんですよ。だから私は杏子さんと、杏子さんが語る楽しいお話が大好きなんです」

  　邪気のない笑顔でそう言われた瞬間、私の中で玉緒のランクは「ただの友達」から「心の友」に格上げされた。本当に玉緒は人がよすぎて困る。

  　……話を戻そう。通学路を歩きながら、私は巷ちまたで噂うわさになっている「屋上の美少女」について熱く語り始めた。

  「屋上の美少女ってのは、最近噂になってる幽霊の話よ」

  「幽霊、ですか？」

  「ここ最近、屋上で一人佇たたずむ美少女が何度も目撃されてるんだって。その子は学園の制服を着ているんだけど、学校のどこを捜してもそれらしい生徒は見当たらないのよ。近頃じゃ『自殺した生徒の霊だ』とか騒がれて結構話題になってる――」

  　ま、話題にしてるのは主に私なんだけど。

  「屋上の美少女」について聞かされて、驚きに目を見開く玉緒。こうやっていちいちリアクションしてくれるから、玉緒とのお喋りは楽しくてやめられない。まあ、たまに見当違いなリアクションをされることもあるけどさ。それはそれで面白いからよし。

  「屋上の美少女ですか。なかなか興味深いお話ですね」

  「でしょ～」

  「いったいどんな子なのか、見てみたい気がします」

  「そう思うよね！」

  　調子に乗った私は元気よく拳こぶしを突き上げた。登校中の生徒たちが何事かとこちらを見るが、そんな視線を一切合切気にせず（むしろ見せつけてやるぐらいの気概で）私は握り拳を高々と振りかざす。

  「そ・こ・で！　私は幽霊の正体を確かめることにしたのよ！　その第一歩として、今日の昼休みは屋上で張り込みを決行します！」

  「屋上の美少女」の真相を探るため、玉緒のお茶会には参加できません。そう宣言する私に玉緒は笑顔で拍手を送る。心の友から応援されて私はキリリと表情を引き締めた。

  「応援ありがとう！　屋上の美少女の正体がわかったら玉緒にも教えてあげるから、期待して待っててね」

  「はい。楽しみにしています」

  　心しん友ゆうの声援を受けて、振り上げた私の拳にも気合いが籠こもる。

  　ふっふっふっ。屋上の美少女の正体は、この水無月杏子が暴いてみせる！　ゴシップ脳の名にかけて！

  

  昼休み

  

  　世の中には罠わなが溢あふれている。

  　特に、毎年五月頃になると私たちを襲う「春の陽気」はとても厄介なトラップだ。

  「ちょっと、杏子。もう昼休みだよ？　いい加減に起きたら？」

  「うーん……あと五分だけ……。むにゃむにゃ」

  「授業中もずっと寝てたじゃない。ほら、早くしないと学食の席がなくなっちゃうよ？」

  「えへへ～、もう食べられないよ～。むにゃむにゃ」

  　こうして友人に見放された私は、昼休み開始から十分間ほどを無駄に過ごしてしまった。人の心からやる気を奪い去るとは、なんて恐ろしいトラップ！　この罠を「春眠の暁」と名付けよう！

  　十分後。ようやく目が覚めて学食に駆け込んだ私は、小学生のようなちっちゃくて可愛かわいい後輩ちゃんに相席を頼み込んで、どうにかこうにか昼食にありつくことができた。後輩ちゃん、ありがとう。お礼にお姉さんが恋愛相談に乗ってあげよう。なぁに、遠慮はいらないよ。お姉さんに包み隠さず話しちゃいなさい、ぐふふふ。

  「年上の男性との恋に悩んでいる」という後輩ちゃんに恋愛指南を施ほどこした私は、文字通り昼食を胃袋に「流し込んだ」後、大急ぎで屋上へと駆け上がった。目的はもちろん、屋上の美少女を探すためだ。

  　最上階まで一気に階段を駆け上った私は、金属扉の前で一旦呼吸を整える。すー、はー。……よし、行くぞ！　ゴシップ脳の名にかけて、屋上の美少女の正体は私が暴いてみせる！　全身に気合いを込めた私は、屋上に繋つながる扉を思い切り開け放った。

  　――足元で人が死んでいた。

  「きゃあ！」

  　予想外の事態に嬌きよう声せいを上げる私。むしろ私が女の子っぽく悲鳴を上げたことの方が予想外かもしれないけれど、そこはあえて触れない方向で。

  「って、直なお也やじゃない！　どうしてこんなところで死んでるのよ！」

  　屋上で死んでいる筋肉の塊が、かつて共演した男子生徒だと気がついて、私は彼のそばにしゃがみ込む。

  　全身を筋肉の鎧よろいで覆ったマッチョ体型の彼は、三年Ｃ組出席番号二十二番、力りき丸まる直也。アクションスター育成を掲げる部活動「カゲキアクションクラブ（以下ＫＡＣ）」の部長を務める、脳みそまで筋肉でできている根っからの体育会系男だ。

  　倒れている直也の頭を抱きかかえた私は、気つけ代わりに彼の頬ほおをスパパンと往復ビンタした。私に膝ひざ枕まくらされる格好になって、直也はたどたどしくも言葉を発する。

  「お前……なぜここに？」

  「そんなことどうでもいいから。ほら掴つかまって。保健室行くよ」

  　屋上の美少女について悠長に説明している場合じゃない。私は直也を保健室に運ぶため、倒れている彼に肩を貸して……重っ！　ちょっと、あんた重過ぎ！　さすがは一九○センチの巨漢。こいつを保健室まで運ぶのは一苦労だわ。

  「それにしても、屋上でいったい何があったの？　喧けん嘩かでもした？」

  「喧嘩ではない。これは男と男の果たし合いだ。いわば魂の会話！」

  　果たし合い？　そういえば聞いたことがあるわ。ＫＡＣでは意見が割れたときは拳こぶしと拳で語り合い、敗者は勝者の命令に絶対服従するのだとか。まったく時代錯誤も甚はなはだしい。こんな悪あしき慣習が学校側に知れたら、暴力事件で廃部になるっちゅーねん。

  「はいはい。殴り合いには変わりないでしょ。まったく、直也は脳みそまで筋肉でできてるんだから」

  「お前っていいやつだな」

  「今のどこが褒ほめ言葉に聞こえたか！」

  　直也に罵ば声せいを浴びせながら、私は重たい筋肉を引きずって屋上を出る。

  　途中、直也が屋上を振り返ったので、「足を止めるなボケ」と頭を小突いて強引に歩みを再開させた。まったく、ただでさえ重いんだから、余計な手間をかけさせるなっての。

  

  「果たし合いもほどほどにしなさい」

  　保健室に連行された直也が、保健医の樹いつき真ま冬ふゆ先生に怒られている。チューブトップにミニスカートという挑発的な服装の樹先生は、直也の上半身を半脱ぎにしながら手際よくケガの手当てを行っていた。

  　樹先生のエロい肢体を観察しながら、私は無言で考える。直也はバカで筋肉だけど、理由もなく暴力を振るうような乱暴者じゃない。その直也がどうして殴り合いの喧嘩をするに至ったのか。……気になる。無性に気になる。私のゴシップ脳が答えを欲している！

  　興きよう味み津しん々しんの私は筋肉バカの直也に誘導尋問を試みた。冗談めかした口調で、まずは挨あい拶さつ代わりのジャブからだ。

  「で、どうして果たし合いなんてしたの？　ははーん。さては、一人の女の子を巡って他の男子と果たし合いをしたんでしょ。ザ・三角関係！」

  「概おおむねその通りだ」

  　なんだってー!!

  　冗談のつもりで言った私のジャブに、直也は見事なカウンターパンチを返してきた。

  　嘘うそでしょ？　ほんとに女を取り合って殴り合いの喧嘩をしたの？　そんな情熱的な恋愛をするなんて、直也のくせに生意気な！

  　いや違った。感想を間違えた。ここは根掘り葉掘り事情を聞きだす場面だ。重要なのは、男二人が奪い合うほどのいい女とは誰なのかってこと。そして、女を賭かけて直也と喧けん嘩かをした相手が誰なのかってこと。

  　私は薄笑いを浮かべながら、媚こびを売るように彼の肩を揉もみ始めた。情報が手に入るなら、媚なんていくらでも売りますとも。もみもみもみ。

  「それでぇ、そのモテモテの女の子って誰なのかなぁ？」

  「彼女の名は綾あや平ひらきらら。ＫＡＣ部員の一年生だ。才能あるきららに俺は目をかけていたのだが、いつの間にかきららは軟派男にたぶらかされて、すっかり骨抜きに――」

  　予想外に口が軽いのは、自分の苦しい胸の内を誰かに聞いてほしいからか。うんうん、その悔しい気持ちには同情するよ。同情するけど……。

  　聞いた話をまとめると「後輩の綾平きららに片想いしていたのに、実は彼女には恋人がいた。逆恨みで彼氏に果たし合いを挑んだら返り討ちにあった」ってことだよね？

  　それって全面的に直也が悪いんじゃない？　もしこれがドラマなら、間違いなく「ヒロインの恋を邪魔する陰険な脇わき役やく」って役回りだよ。まあ、思い込みの激しい直也の横恋慕や、男二人を手玉に取る綾平きららの悪女っぷりはいいとして、もう一つ気になる点は……。

  「ふむふむそれで、直也が果たし合いをした相手の男って誰なのよん」

  　悪女きららの彼氏であり、直也をボコボコに叩たたきのめした軟派男とは誰なのか。いよいよ話が佳境に差し掛かったところで……なぜか直也は固く口を閉ざしてしまった。

  「相手の名前を言うわけにはいかない。それは男としてのケジメだ」

  　えーっ、ここまで喋しやべっておいてそれはないＹＯ！　いいから言っちゃいなＹＯ。絶対誰にも言わないＹＯ。ラップ調で真面目に頼んでみるも、直也の心は微み塵じんも揺るがなかった。

  　しかし私は天下のゴシップ脳。ここまで話を聞いて「はいそうですか」と引き下がるわけにはいかない。何としても直也から情報を引き出して、学校中に噂うわさを広めるのが私の使命だ。

  「ねーねー。ほんと誰にも言わないからさ。私だけにこっそり教えてよ、ね？」

  　猫ねこ撫なで声で口の堅さをアピールするが、それでも直也は一向に口を開かない。おかしいなぁ、どうして私の口の堅さを信じてくれないんだろ。不思議だ。

  「直也も強情だなぁ。いいじゃない、ちょっとぐらい教えてくれて……も!?」

  　執しつ拗ような追及を続けていた私は、いきなり背後から脳天を「ぐわし」と掴つかまれて声が裏返ってしまった。

  　ごつごつとした手の感触を頭ず蓋がい骨こつ越しに感じながら、私が思い浮かべた人物は――長身の痩やせ型で、黒のサングラスをかけて、校内でもコートの襟えりを立てて歩く、オールバックの髪型が似合う極道風味の国語教師。

  　本職のヤクザも失禁して逃げ出すという国語教師の強こわ面もてを思い出して、私は頭を鷲わし掴みにされたまま恐怖に慄おののく。そんな怯おびえる私の耳元で、低音の渋い声が囁ささやいた。

  「相変わらずの二枚舌だな、水無月杏子。いい機会だから、この場で性根を叩たたき直してやろうか？」

  　ダンディなお声を拝聴して、私は自分の想像が正しかったと確信する。間違いない。私の頭を締め上げているのは、「さすらいのジョー」こと辰たつ巳み城じよう二じ先生だ！

  　余談だが、先生に「さすらいのジョー」という渾あだ名なをつけたのはほかならぬこの私だ。ちなみに「さすらい」に深い意味はない。なんとなくノリでつけたら定着しただけだ。まあまあ渾名なんてそんなもんだよ。

  「ったく。お前も少しは懲りるってことを覚え――」

  　ジョー先生の逞たくましい指が、容赦なく私の脳天を締め上げる。いたた、いたた。体罰反対、体罰反対。

  　一応フォローしておくと、ジョー先生は顔は怖いけど基本的にいい先生だ。毎年多くの卒業生から年賀状が送られてきては「まったく、返事を書く方の身にもなれってんだ。これだからガキは嫌いなんだ」と文句を言いながら、ちゃんと全員分の年賀状に手書きで返信しているらしい。とてもいいツンデレだ。

  　ただちょっとばかり心の狭いところがあって、私が無む闇やみやたらと噂うわさ話ばなしを広めるのを快く思っていない節があった。年頃の女の子の可愛かわいい噂話に、そんなに目くじら立てちゃいやん。

  　……さて、どうしよう。直也の喧けん嘩か相手が不明なままなのは癪しやくだけど、ジョー先生の説教が始まる前に退散するのが賢明かな。先生の隙すきをついて身を屈かがめた私は、持ち前の俊敏さで極道の魔手からまんまと逃れた。

  「それじゃ、直也！　お大事に！」

  　直也に挨あい拶さつして、一目散に保健室を飛び出す私。ジョー先生が追って来ないことを祈りながら、私は「廊下を走ると危ないよ」と書かれた掲示板の前を全速力で駆け抜ける。

  　安全圏まで離れたことを確認して、ようやく走るスピードを落とした私は……。

  　――結局、直也は誰と喧嘩したんだろう。気になるなぁ。

  　そう思ってしまった瞬間から、私のゴシップ脳は「どうやって直也の喧嘩相手を探し当てるか」で一杯になってしまった。

  　このときの私は、屋上の美少女のことなどすっかり忘れ去っていた。

  

  放課後

  

  　午後の授業中、またしても恐怖のトラップ「春眠の暁」が私に襲いかかってきた。

  　麗うららかな春の日差しを浴びながら、私は「このままでは眠ってしまう。それは先生に失礼だ」と思い、眠気覚ましに授業そっちのけで今後の方針を考えることにした。

  　直也の喧嘩相手の正体を探るには、どう行動すればいいか。ストレートに相手の名前を直也に聞いてみるか？　だけど直也はバカなくせに頑固だから、口を割らせるのは案外難しいかもしれない。

  　ならば地道に聞き込みをして情報を集めるべきか。よし、まずは一年生の綾平きららに会ってみよう。彼女の口から情報を聞き出すんだ。授業中に「お母さん、これは密室殺人だよ」と寝言をつぶやいて先生に頭を叩たたかれて目を覚ました私は、今後の行動方針をそのように固めた。

  　午後の授業が終わって、ホームルーム後に担任から一通り小言を受けた後、私は掃除当番をボイコットしてさっそく一年生の教室へと向かった。

  　あれ？　そういえば綾平きららって何組だっけ。肝心なことを聞き忘れていた私は「入学して一か月で男二人を虜とりこにするほどの魔性の女なら誰もが知っているに違いない」という安直な判断のもと、その辺にいる一年生を捕まえて手当たり次第に聞いて回ることにした。

  　まずは、一年Ａ組の教室から出てきた眼め鏡がねっ子に聞き込み開始！

  「ねえねえ。男を誘惑して手の平のうえでコロコロ転がして悲劇のヒロインぶって楽しむような魔性の女の綾平きららって子を探してるんだけど、知らない？」

  「えっと…………きららならもう帰りましたよ」

  　ビンゴ！　どうやら綾平きららは一年Ａ組の生徒らしい。Ａ組の生徒である眼鏡っ子が、妙な間を開けて教えてくれた。早速、綾平きららについて情報収集開始だ！

  「彼女のことを詳しく知りたいんだけど。きららってどういう子なの？　気づいたことがあれば何でもいいから教えて。例えば、最近彼女の身の回りで変わったことがあったとか」

  「変わったこと？　ええと、ついさっきのことですけど。女子トイレで物もの凄すごいメイクをしたきららとばったり会って……」

  　ふむふむ。どうやらきららは女子トイレで化粧を直していたらしい。この事実から導き出される推論は……そうか！　きららはこれから彼氏と会うに違いない。だから化粧を直していた。そうだ、そうに違いない！　私のゴシップ脳が間違いないと言っている！

  　私はきららがこれから会おうとしている――おそらく直也をコテンパンに叩きのめした――第二の男の正体を探るため、眼鏡っ子にさらなる情報開示を試みた。

  「それで、きららはもう帰ったの？　これから誰かに会うとか、帰る途中でどこかに寄るとか、そういう話はしてなかった？」

  「そういえば、トイレで『これから職員室に乗り込むぞ』とか叫んでいたような」

  　職員室？　彼氏に会いに行くんじゃないの？

  　まあいいや。私は眼鏡っ子に礼を言うと、魔性の女きららを探して職員室に針路を取った。解放された眼鏡っ子が、慌てた様子で一年Ａ組の教室へと引き返す。

  「ねえねえ、ちょっと聞いてよ。今、先輩が『きららが男を誘惑してる』とか言ってたんだけど……」

  　眼め鏡がねっ子が学校中に噂うわさを広めそうな勢いでクラスメイトと話をしていたが、そんな些さ細さいなことは気にしちゃいけない。水無月杏子は過去を振り返らない女だ。

  　それにしても、男たちを魅了する超絶美少女の綾平きららとは、いったいどんな女の子なのか。きっとモデルばりに背が高くて、お色気たっぷりのナイスバディで、目の下に泣きボクロなんかあったりして、全身から甘い匂いを撒まき散らしながら腰を振って歩くような、男の欲情を掻かき立てるアダルトな美女に違いない。

  　甘い吐息と巨乳を武器に男たちを誘惑する天性の悪女、人呼んで女郎蜘ぐ蛛もの綾平きらら。なんて羨うらやま……ふしだらな女だろう。ああ、見てみたい。会ってみたい。万年色気不足の私は今後の参考に……。こほん。

  　ようやく職員室前に到着した私は、妄想を中断して、アダルトなフェロモン女郎蜘蛛がいないかと周囲を見回した。うーん、おかしいな。それらしい人影は見当たらないぞ。ここにフェロモン全開のお色気美人、綾平きららがいるはずなんだけど。

  　見えるのは、私の宿敵である悪役教師のジョー先生と、背の低い小学生体型の女の子だけ。おかしいなぁ、ひょっとして行き違いになったかな。そう結論づけて諦あきらめかけたとき、廊下の真ん中でジョー先生がいきなり大声を張り上げた。

  「いいだろう。綾平きらら、お前のすべてを俺に見せてみろ！」

  　……ん？　今、「綾平きらら」って言った？
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  　振り返ると、さすらいのジョー先生はこちらに背を向けて廊下を歩き始めていた。悠然と歩く悪役の隣には、歩幅の差なのかちょこちょこと足を動かしている女の子が……ってよく見たら、あの子は昼休みに学食で会った後輩ちゃん？　まさか、あの小学生にしか見えない女の子が綾平きららなの？

  　即座に尾行を開始する私。二人は人ひと気けのない場所へ向かっているようだけど、いったい何をするつもりなのか。

  　そもそも、きららは彼氏と会う約束をしていたのではなかったか。てっきりマッチョな直也を殴り倒した男と、これから逢あい引びきするものだと思っていたの……に……。

  　――そして、私のゴシップ脳がフル回転で稼動する。

  　推測その一。どうして直也は、喧けん嘩かした相手の名前を頑かたくなに秘密にしているのか。

  　それはきっと、喧嘩相手が立場のある人間だから。校内で生徒に暴力を振るったとか、女子生徒と恋愛関係にあるとか、そういうことが表おもて沙ざ汰たになるとまずい人間だから。

  　推測その二。学食できららは「年上の男性とつりあういい女になりたい」と私に相談した。つまり彼女は現在進行形で、年上の男と恋愛関係にある。

  　推測その三。きららは気合いの入ったメイクをして「職員室に行く」と言い残した。つまり、きららは職員室にいる彼氏のために気合いを入れて化粧をしていた。

  　推測その四。ジョー先生はきららに対して「お前のすべてを俺に見せろ」と言い放ち、二人で人気のない場所へ消えようとしている。若い男女が人気のないところですべてを見せ合うということは……。

  　な、な、な、なんてこった！　まさかそんなことが！　ゴシップ脳が導き出した驚きよう愕がくの結論に、私は戦せん慄りつする。

  　思い返してみれば、私が保健室で直也に詰め寄っていたとき、それを邪魔したのは外ほかならぬジョー先生だった。ジョー先生はどうして昼休みにわざわざ保健室を訪れたのか。直也の口から真相が漏れるのを防ぐためだったと考えれば辻つじ褄つまが合う！

  　ジョー先生について、いい年としをして浮いた噂うわさの一つもないことは常々疑問に感じていた。あまりにも女っ気がないので「ジョー先生は男が好きなんじゃないか」と根も葉もないデマが流れたことすらあるほどだ。

  　でもそうか。そうだったのか。小学生としか思えない体型のきららを見て、ようやくすべての謎なぞが解けた。

  　ジョー先生は、ロリコンだったんだ！

  　きららほどのつるぺた体型がそうそういるはずもないから、今まで恋人がいなかった事実にも説明がつく。なるほど、そう考えればすべての辻褄が合う！

  　驚天動地の真実を知って私の胸が欲望に疼うずく。こんな衝撃的な事実を知ってしまうなんて……ああ、喋しやべりたい。学校中に言いふらしたい！ ジョー先生はロリコンだったんだ！　教え子の女子高生に手を出していたんだ！

  　そして私は歩みを止めた。渋い中年男のジョー先生と小学生にしか見えない幼いきららが遠ざかっていくが、さすがの私もこれ以上尾行はできない。だって、これから二人は、その、人ひと気けのないところへ行って……ごにょごにょ……するから、さすがの私もそこまで覗のぞき見するってのは、ねえ？

  　真相を知った私は、二人に気づかれないよう気配を殺してその場を離れた。うんうん。よく見ると二人ともお似合いだよ。私は二人の恋を心から応援するよ。禁断の愛を世間に認めさせるため、私はあえて二人の関係をみんなに暴露するからね。そう、これは二人のため！　二人の未来を思っての行為！　私はあくまで二人の味方！

  　さあて、まずは誰に喋しやべっちゃおうかな。私の話にちゃんと耳を傾けてくれて、様々な愛の形にも理解がありそうで、二人の関係を聞いて心底驚いてくれそうな人物は……。

  

  「加か賀が雅まさ弥や、どこだああああああああ！」

  　スキップしながら保健室に向かっていた私は、顔面血だらけで廊下を爆走する筋肉男を発見して、思わず壁に貼はり付いた。

  「どぉこぉだぁ加賀雅弥あああああ！」

  　壁に貼り付いた私の眼前を、血まみれ筋肉男が駆け抜ける。ええと、何だかよくわかんないけど、とりあえず雅弥頑張れ。

  　はた迷惑な雄お叫たけびが遠ざかるのを聞き流しながら、私はようやく保健室に到着する。保健医の樹先生ならジョー先生とも仲がいいから、驚きよう愕がくの真実を知って人一倍驚いてくれるに違いない。むっふっふー。樹先生の慌てふためく姿を想像しながら、私は扉に手をかけた。

  「たのもー！」

  　ばーん、と音を立てて豪快に引き戸を開ける。派手に登場した私を見て、樹先生が呆あきれ顔で「また？」とつぶやいた。えー、何その冷めた反応。私以外に道場破りっぽく保健室に乱入したやつがいるの？

  「玉緒なら帰ったわよ」

  　どうやら私が玉緒を捜しに来たのだと勘違いしたらしい。樹先生は、玉緒がさっきまで保健室にいたことを私に教えてくれた。まあ、確かに私は玉緒と仲がいいけど……。

  「いやいや、今日は樹先生に用があって来たんですよ」

  「私に？」

  「とても興味深い話があるんですよお客さん。どうですか。聞いてみませんか」

  　揉もみ手をしながら情報提供を申し出る私に、ノリのいい樹先生は笑いながら、

  「面白そうね。聞かせてもらおうかしら」

  　と快こころよく答えてくれた。樹先生はお色気以上に、気さくな人柄で生徒に人気なのだ。

  　許可を得た私は心持ち猫背になりながら「お耳を拝借」と囁ささやいた。樹先生が形のいい耳をこちらに向けて、私は衝撃の真実について多少の脚色を交えつつ語り出す。

  　さすらいのジョーこと辰巳城二先生はロリコンだ！

  　ジョー先生は一年生の綾平きららを手て籠ごめにしている！

  　二人の関係を知った直也がジョー先生を屋上に呼び出したが、逆にボコボコにされた！

  　ジョー先生ときららはすでに最後の一線を越えていて、今も学校のどこかでマニアックなプレイをしている真っ最中――。

  「ちょっと待って」

  　樹先生が青ざめた顔で私の話を遮さえぎる。うっ、しまった。調子に乗って面白おかしく脚色しすぎたかも。まるで見てきたかのようにマニアックなプレイについて解説する私を、樹先生はいつになく怖い目で睨にらみつけている。

  「プレイって……その話、本当なの？」

  「すべて真実です」

  　即答する私。

  　すると、ようやく私の話を信じる気になったのか、樹先生は思いつめた顔でぶつぶつとつぶやき始めた。

  「言われてみれば、ジョー先生は昼休みに『自分は恋愛対象としてどうか』とか『愛に年の差は関係あるか』とか言っていたわ。あれはきっと、生徒との恋に悩んでいるというメッセージだったのね。私ったらそんなことにも気づかないなんて、カウンセラー失格だわ」

  　思い当たる節ふしがあるらしい。どうやら樹先生は私の話が真実だと納得したようだ。

  　思い悩む樹先生を見て、私の背筋がぞくぞくと快感に震える。ああっ、私の話がこんなにも人の心を動かすなんて。だから噂うわさ話ばなしはやめられない！

  　押し寄せる感動に身を震わせていると、樹先生がいつになく真面目な顔で迫ってきた。

  「今の話、私以外の誰かに喋しやべった？」

  「いいえ。まだ誰にも話していません」

  「そう。そうね。それが賢明だわ」

  　親指の爪を噛かみながら、樹先生はぼそぼそと囁き始める。

  「これは歌劇学園始まって以来の不祥事……表おもて沙ざ汰たになればジョー先生は懲戒免職……下手をすれば学園存続の危機にも……そうだわ、ジョー先生は真白に会いに保健室へ来るはずだから……今なら二人きりで話ができる……そこで真偽を問い質ただして……しらばっくれるようなら何時間でも糾弾して……」

  　小声でつぶやいていた樹先生は、やおら顔を上げると眼光鋭く私を睨にらみつけた。

  「この話、他言無用にしてもらえるかしら。近くジョー先生には厳正な処分が下るから、それまでは内密にしてほしいの」

  　口調は丁寧だが、樹先生の声には有無を言わせぬ迫力があった。殺気すら漂わせる樹先生に、私はコクコクと勢いよく頷うなずくことしかできない。

  　しまった。せっかくの大スクープなのに、これでもう誰にも話せなくなったよ。

  　でもまあ、しょうがないか。私だってジョー先生を破滅させたいわけじゃないし、スキャンダルで学校が閉鎖されても困るからね。ここは大人しく指示に従おう。

  「わかりました。このことは誰にも喋しやべりません。こう見えても私は口の堅い女です。大船に乗ったつもりで安心してください」

  「……」

  　なぜだろう。樹先生がものすっごい疑ぎ心しん暗あん鬼きの目で私を睨にらみつけている。いやだなあ。確かに私はお調子者だけど、約束はきちんと守る女だよ。大丈夫、誰にも言わないから安心してよ。ね？

  

  　こうして衝撃のスクープを封印した私は……やることがなくなって途方に暮れてしまった。噂うわさ話ばなしを喋らない私なんて、クリープのないコーヒー、星のない夜空、フルーツ牛乳のない銭湯くらい物足りないものだ。

  　……そういえば、樹先生が「玉緒ならさっき帰った」とか言ってたっけ。どうせやることもないし、たまには玉緒と一緒に下校しようかな。そう考えた私は、玉緒を追いかけて急ぎ足で玄関に向かった。

  　途中、青白い顔でふらついている雅弥を見かけたけど、生あい憎にくと声をかけている暇はない。先行する玉緒に追いつくため、私は千鳥足の雅弥を無視して玄関を出た。

  　手のひらを額に翳かざして、視力二・○の目を凝らす。おっと、校門のある方角に玉緒の後ろ姿を発見！

  「おーい、玉緒～！」

  　大声を上げて玉緒を呼び止める。振り返った玉緒に手を振りながら、私は陸上部仕込みのロケットスタートで駆け出した。

  「やっほー！　玉緒も今帰り？　だったら一緒に帰ろうよん。あ、この子は一年生？　私、水無月杏子。よろしくねん」

  　追いついた私が玉緒の連れらしい後輩の女の子に挨あい拶さつする。こりゃまた、ずいぶんと可愛かわいい後輩ちゃんだね。玉緒の知り合い？

  「そういえば杏子とは初対面ですよね？　この子は小こ旗ばた真ま白しろ。私の幼おさな馴な染じみです」

  　玉緒に紹介されて、傍かたわらの美少女がペコリと頭を下げる。「無口な子だな～」と思いながら、私は、

  「ふーん、真白は一年生？　あ、真白って呼び捨てにしちゃったけどいいよね？　真白は玉緒と幼馴染なの？　ってことは地元が一緒なんだ。玉緒の地元って京都だっけ？　言われてみれば二人ってなんか雰囲気似てるかも。京都の人って雅な雰囲気っていうか、喋しやべってることと腹の中が別物っていうか、そういう独特の空気があるよね。それともあれかな。真白が玉緒に似てるのは『ペットは飼い主に似る』ってやつかな。あ、でも見た目は言うほど似てないか。玉緒はほんわかした感じだけど、真白は凜り々りしい顔立ちだよね。髪も短くて中性的っていうか、男装とか似合いそうな……。あ、ごめん、真白みたいな綺き麗れいな子に『男みたい』だなんて失礼だね。私ってそうは見えないだろうけど、意外とお喋しやべりなところがあってさ、思ったことをすぐ口に出しちゃうんだよね。悪気はないから許して」

  「杏子さんは相変わらず賑にぎやかですね。さては、また面白い噂うわさ話ばなしでも聞きつけたのですか？」

  「おっ。私のテンションの高さを見抜くなんて、さすが我が心の友。私のことがよくわかってるね～。ここだけの話だけど、『屋上の美少女』に続く新しいネタがあるんだよね、聞く？　聞くよね？　聞かないって言っても喋っちゃうよ」

  　ふと見れば、さっきまで何を言っても反応が薄かった真白が、噂話と聞いて身を乗り出していた。ほほう、どうやらゴシップには目がないと見える。いいともいいとも。お近づきの印に、とっておきのネタを披露してしんぜよう。

  　新たな聴衆を見つけて気合いが入った私は、「ここだけの話だけど」と前置きをしながら、とっておきのスクープを語り始めた。

  「実は、一年の女子を奪い合って男二人が殴り合いの喧けん嘩かをしていたのよ」

  「えっ？」

  　驚きの声を上げる真白。いいねいいね、それくらい反応してくれると、こっちも話し甲が斐いがあるよ。でもね、本当に面白いのはここからだから。さあ、二人とも驚きよう愕がくの真実を知って腰を抜かすがいい！

  「それで、その男女三人の正体なんだけど。これが聞いてびっくり――」

  　そうして私は「ジョー先生はロリコンだった」と熱く語ろうとして……樹先生の鬼気迫る形相を思い出して口くち籠ごもった。

  　し、しまった！　ああもう、私のバカバカおたんこなす。樹先生との約束を思い出した私は、どうにかしてこの場を誤魔化そうと考える。どうすればいいかと焦っていると、心配性の玉緒が私の顔を覗のぞき込んできた。

  「杏子さん、どうかしたのですか。いきなり話をやめるなんてらしくありませんよ。ひょっとして、肝心の三人の正体がまだわかっていないのですか？」

  「へ？　……あ、あー、そう、そうなのよ！　私としたことがうっかりしててさ。三人が何者なのか全然わかってないんだよね」

  　ナイス玉緒！　心の中で親指を立てながら、私は天然ボケの玉緒が漕こぎ出した助け舟にこれ幸いと便乗した。

  　人を疑うことを知らない玉緒はこれで誤魔化せるとして、問題はあからさまに疑惑の目で私を見ている真白だ。彼女はまるで「お前が嘘うそをついてることはお見通しだ」とでも言わんばかりに私を睨にらみつけていた。

  　いけない。このままだと重圧に負けて「ジョー先生はロリコンなんだ」と暴露しちゃいそうだ。そんな光景、想像しただけで面白、いや恐ろしい。重圧に負ける前にどうにかして話題を逸そらさないと。

  「そ、そういえば、さっき玄関のところで雅弥を見かけたよ。やけに顔色が悪かったけど、何かあったのかな？」

  　強引に話を逸らそうとして、私は何の脈絡もなく雅弥の話題を持ち出した。

  　ところが。雅弥の名前が出た瞬間、真白の表情はたちまち驚きに歪ゆがみ、胸を痛めるような切ない表情へと移り変わった。えっ、何その表情の変化。ひょっとして雅弥と何かあったの？　私、地雷踏んだ？

  「あの、ほら、歌劇学園公式のブロマイドってあるじゃない？　全校生徒の中で、雅弥の写真がダントツの一番人気らしいよ。並居る上級生を抑えて一位なんてさすがだよね」

  「雅弥さんは人気があって当然です。彼はとても素敵な殿方ですから」

  「うん、まあ、雅弥がモテるってのはわかるけど」

  　玉緒の返答に頷うなずきながら横目でちらりと真白を見ると、彼女は大きく目を見開いたまま玉緒の横顔を見つめていた。

  　真白はどうして雅弥の話題になると過敏に反応するんだろう。どうしてさっきから玉緒の顔ばかり見ているのだろう。そんな私の疑問が伝わったのか、それまで無口だった真白がおもむろに口を開いた。

  「あの。お姉さまは、加賀先輩のことがお好きなのですか？」

  　思いつめた表情で真白が尋ねる。「お姉さま」こと我が心の友・由井玉緒は、慈愛に満ちた微ほほ笑えみで静かに頷いた。

  「はい。私は雅弥さんのことが好きですよ」

  「がーん！」という擬音が真白の頭上に見えた気がした。お姉さまの大胆な告白を聞いて真白はわなわなと唇を震わせる。

  「そ、そうですか。お姉さまはそこまで雅弥先輩のことを」

  「はい。雅弥さんはとても頼りになる友人です。雅弥さんの友人で、彼を嫌いだと言う人はおそらく一人もいない――」

  「そういう『好き』じゃなくて！」

  　玉緒のボケにようやく気がついて、真白が裏うら拳けんでツッコミを入れる。薄々そうじゃないかと思ってたけど、ひょっとして真白も天然ボケ属性？　何もそんなところまで玉緒に似なくてもいいのに。私が関西育ちのＷボケにどう対処するべきか悩んでいる横で、真白と玉緒の噛かみ合わない会話はさらに続いた。

  「ですから私は、お姉さまが雅弥先輩のことをどう思っているのか聞いているのです」

  「ええ、ですから好きですよ。副会長としても有能で、彼のおかげで生徒会の運営がとても助かって……」

  「そういう好きじゃなくて！」

  　さっきまでの無口な印象を粉々に吹き飛ばす、真白の激しい連続ツッコミ。どうやらボケのレベルでは玉緒の方が一枚上手らしい。ていうか玉緒もいい加減に気づこうよ。

  　二人の微ほほ笑えましいやり取りを眺めながら、何となく私は理解していた。

  　きっと真白は、幼おさな馴な染じみに恋人ができたんじゃないかと気にかけているのだ。パートナーを心配するのはコンビの相方として当然の心理。

  　よっしゃ。お姉さまを心配する真白のために、ここは私が一肌脱ごうじゃないか。真白の不安を払ふつ拭しよくさせるため、ついでに私の興味も満たすため、玉緒と雅弥の赤裸々な関係を白日の下もとに晒さらしてあげよう！

  「こらこら。玉緒はさっきから何をとぼけてるの？　真白は『雅弥のことを異性としてどう思うか』って聞いてるんだから、ちゃんと答えてあげなさい」

  　どうだ。このくらいハッキリ言えば、さすがの玉緒も真意を理解できたはず。真白の息を呑のむ気配を感じながら、私は玉緒の答えを聞き逃すまいと耳をそばだてた。

  　そして、玉緒は答えた。

  「異性としてですか？　残念ですが、そういう意味では雅弥さんは私の好みのタイプではありませんね」

  「そ、そうなんですか？」

  　玉緒の返事を聞いて、目に見えて安あん堵どする真白。それにしても学園きっての二枚目を指して「好みのタイプじゃない」と断言するとは、さすが玉緒だ。器が違う。

  　思い返してみれば、玉緒の恋愛話を私は一度も聞いたことがない。そもそも玉緒には性別を超越した独特の雰囲気があるので、男といちゃついている姿が想像できない。

  　玉緒って、どういう男性が好みのタイプなのだろう。

  　きっと玉緒のことだから、私の想像を遥かに超えたユニークかつ奥深い答えを提示してくれるに違いない。期待に胸を膨らませながら、私は自然な素振りで玉緒に問うた。

  「ちなみに、玉緒はどんなタイプの男が好きなの？」

  「私の好きなタイプですか？　そうですね、やはり大切なのは外見でしょうか」

  「ルックス重視か！」

  　予想外の（でもある意味玉緒らしい）直球ど真ん中な答えを聞いて、呆あきれ果てる私。学園屈指の二枚目である雅弥を「好みじゃない」と一いつ蹴しゆうしておきながら、実は見た目重視って、どんだけ面食いなのよ。

  「あ、でもそう考えると何となく納得かも。雅弥以上のルックスとなるとそうはいないもんね。それだけ高望みしていたら、そりゃ今まで恋人ができないわけだ」

  「そうですね。雅弥さんもそれなりに素敵だとは思いますが、やはり私はもっと……」

  　歩きながら私たちが好みのタイプを論じていた、そのとき！

  　校門の陰に隠れていた血まみれ全裸の大男が、胸の筋肉をやたらと誇示しながら私たちの眼前に飛び出してきた！

  「ザビエ―――ル!!」

  「いやああぁぁぁぁ!!」

  　顔じゅう血だらけの全裸変質者がザビエル言いながら突進してきて、私はあまりの恐ろしさに悲鳴を上げる。いや、違った。正しくは「全裸」ではなく「限りなく全裸に近い黒いブリーフパンツ一丁」の大男だ……って、直也!?　あんた、パンツ一丁で何やってるのよ！

  「俺の大胸筋を、見ろ―――！」

  　なぜか筋肉の名前を絶叫しながら、のっしのっしと迫り来るバカ直也。み、みんな、早く逃げて！　こんなやつのそばにいたら変態がうつる！

  「そこの幼おさな馴な染じみ――っ！（ムキムキッ）どうかこの筋肉に免じて（ムキムキッ）アクションドラマの実現に（ムキムキッ）協力してくれ！（ビシッ）」

  　いちいちポーズを決めながら、意味不明な言動を口走りつつ真白に迫るバカ直也。いやああああ、みんな早く逃げてー！　筋肉に襲われるー！　変態がうつるー！　涙目の私は筋肉バカから一ミリでも遠くに離れるべく、玉緒の腕を引っ張った。そのとき玉緒は、にじり寄る筋肉の壁を前にして――

  

  　目がハートマークになっていた。

  

  「逞たくましい筋肉……素敵♥」

  「見た目重視ってそういう意味か―――っ!!」

  　絶叫する私と真白の眼前で、玉緒はさながら磁石に引きつけられる砂鉄のように、ふらふらと厚い胸板へ吸い寄せられていく。

  「ああ、こんなに素晴らしい筋肉は見たことがありません。あのう、触ってもよろしいですか？」

  「思う存分触るがいい！（ムキムキッ）」

  　許可を得て、玉緒の細く清らかな指が直也の逞しい胸板を撫なでまわす。かすかに頬ほおを紅潮させた玉緒が、うっとりと目を細めながら直也の胸に頬ほお擦ずりする。サービスのつもりなのか、直也は胸の筋肉をぴくぴくと動かしながら、絶叫した。

  「会長に頼みがあるっ！」

  「何でしょう♥」

  「俺のためにアクションドラマを実現してくれっ！」

  「喜んで♥」

  　恍こう惚こつの表情を浮かべる玉緒が、直也の無理難題をあっさり引き受けた。こ、これが恋は盲目ってやつか！　こんな玉緒は見たことない！　むしろ見たくなかった！

  　放課後の校門前で抱ほう擁ようする美女と「野獣」ならぬ「パンツ一丁の変態筋肉男」。想像を絶するカップリングに、私と真白はショックのあまり声も出ない。

  　いや、まあ、人の好みはそれぞれだから、本人がそれでいいならいいけどさ。

  

  　……恋の力って凄すごいよね。いろんな意味で。
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  あとがき

  

  　――「学園カゲキ！」は、会あい澤ざわ拓たく海みと橘たちばな九く月がつが主人公の物語です。

  

  　みなさん、こんばんは。読者から「読んでいる人を泣かせようという作者の姿勢が鼻につく」と言われてしまいました、山川進です。切腹。

  　というわけで、今作は泣ける要素がまったくないお話です。泣き要素を期待していた皆さん、ごめんなさい。重ね重ね切腹。

  　ちなみにこのあとがきは、担当編集から「ページ数が余っているのでたっぷり書いてください」と前もって言われています。フリートークが苦手な私にはハードルが高いですが、頑張って書きます書かせていただきます。

  　さて、そもそも今回のストーリーを思いついたのは、知人と恋について熱く議論を交わしたことに端を発します。あるとき友人は「両想いや三角関係はないものと考えて」と前置きして、私に問いかけました。

  「たとえば、ＡさんがＢさんに片想いしているとする。しかしＢさんはＣさんのことが好きだった。そのＣさんは実はＤさんのことが好きで……。そうやって世界中の人々が片想いで繋つながっていくと、最後に残ったＺさんは誰を好きになればいいのかな？」

  　Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→……と片想いが連なっていったとき、最後に残った一人（Ｚさん）は誰も好きになることができないのか。

  　片想いの連鎖。片想いの輪廻。その問いに対する私の答えが、今回の物語です。意味がわからないという人は、本編を読み終わった後に目次を見て、考えてみてください。

  　……さて、話が終わってしまいました。

  　まだまだ行数は余っているので、もうちょっと考えてみます。今作のテーマは「片想い」です。片想い、片想い……はっ、そうだ！　私がどんな思いで今作を書いたか、この場を借りて語らせていただきます！

  　私の大好きな漫画に、人が恋に落ちる瞬間を目撃するという名場面があります。この漫画が映画になったとき、実際に映像化された名場面を見て、私は稲妻に打たれたような衝撃を受けました。――描きたい！　人が恋に落ちる瞬間を、小説で描きたい！　

  　そうして魂込めて書き上げたのが、今作の「第五幕」です！

  

  　切腹。

  

  　……さて、話が終わってしまいました。

  　いやいや、語りたいことは他にもあるのですよ？　たとえば女性のスーツアクターは「スーツアクトレス」と表記すべきじゃないかとか。一巻＝一年間の物語、二巻＝半年、三巻＝一週間、四巻＝一日となって、五巻はどうなるのかとか。そもそもちゃんと五巻が出るのかとか。三巻のカラー口絵に使われた「眼鏡をかけていない雅弥」を見た友人が「メガネ男子はっ、メガネをかけているから意味があるのにっ！　偉い人にはそれがわからんのですよっ！」と口走ったとか。ああもうどうでもいい話ばっかりだ！　がっかりだ！

  　――と無駄口を叩いている間にようやく終わりが見えて参りました。人間、なせばなるものですね。辛いことがあっても諦あきらめてはいけません。それが人生です。

  　それでは最後に行数稼ぎもとい、関係各位への感謝を述べて締めたいと思います。

  　担当編集のＹ様。今回のストーリーに快こころよくＧＯサインを出していただいてありがとうございます。ガガガ文庫はとてもフリーダムなレーベルだと思います。いい意味で。

  　イラスト担当のよし☆ヲ様。拙せつ作さくのキャラクターをいつも愛らしく描いてくださってありがとうございます。イラスト担当がよし☆ヲさんで本当に良かったです。

  　校正、製本、営業、書店員様、エトセトラ……。本に関わる多くの方々のおかげで『学園カゲキ！』は店頭に並ぶことができます。ありがとうございます。そしていつもご苦労様。

  　何より、本書を手に取ってくださったあなた。本当に、本当に、ありがとうございます。

  

  　拙作とこんなあとがきを最後まで読んでくださった、すべての皆様に愛を込めて。

  　ありがとう。ありがとう。



  
    二○○八年六月某日　山川進
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